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と
り
の
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス

（w
ellness

）」
の
実
現
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

東
洋
大
学
ウ
ェ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

ウ
ェ
ル
ネ
ス
（W

ellness

）
と
は
、
米
国
のH

alvert‌L.‌

D
unn

が
提
唱
し
た
よ
り
積
極
的
な
健
康
の
概
念
で
す
が
、

こ
れ
を‌

「
自
ら
の
健
康
な
力
を
高
め
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に
、
そ
れ

を
活
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し
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積
極
的
に
生
き
よ
う
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す
る
意
志
と
実

行
力
を
有
す
る
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ン
タ
ー
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し

ま
し
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。
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と
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積
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キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
医
務
室
が
「
保
健
管

理
室
」
に
代
わ
り
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
わ
る
専
門
職

が
配
置
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
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学
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談
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ー
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進
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学
生
サ
ポ
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ト
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合
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カ
ウ
ン
セ
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ン
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境
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っ
て
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ま
す
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で
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い
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わ
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ピ
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サ
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仲
間
が
相
互
に
助
け
合
い
、
支
え
合
う
と
い

う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
で
は
、
学

生
同
士
の
交
流
や
仲
間
と
し
て
支
え
合
う
体
験
を
通
し
て
、

学
生
一
人
ひ
と
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お
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に
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よ
り
輝
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と
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の
健
康
を
保
ち
、
充
実

し
た
学
生
生
活
を
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国
か
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熱
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。
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中原 美惠
副学長・学生部長
千葉工業大学情報科学部教授を経て、2006年本学
ライフデザイン学部教授（生活支援学科子ども支援
学専攻）に着任。専門は教育心理学。教育臨床心理
学・スクールカウンセリング・子育て支援実践。
二十数年に亘り、認定臨床心理士として、幼児から
高校生までの子どもとその保護者の相談支援にあた
る。また、文部科学省、自治体教育委員会、児童福
祉関係委員会、裁判所等の委員を歴任する。それら
の経験を活かし、本学において一貫して学生の成長
を第一に考え、課題に取り組む学生支援を推進する。
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ウェルネス（Wellness）とは・・・？
「自らの健康な力を高めるとともに、
それを活用してより積極的に生きようとする
意志と実行力を有する姿」です。

ウェルネスセンターは、「保健管理室」
「学生サポート室」「ピアサポートルーム」の
専門職スタッフが連携し、ウェルネスの実現を支援します。

■ 学生生活に関する相談
　 友人・対人関係、進路、学業に関する悩みなど、気軽に訪ねてください。

■ 学生総合インフォメーション窓口　■ 障がい学生の支援　■ ピアサポート　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

私たち専門職スタッフがサポートします

学生相談員（臨床心理士）

学生サポート室　Student Counselling Office 

保健管理室　Health Consultation Office

ピアサポートルーム　Peer Support /Accessibility Services 

●人間関係で悩んでいる
●心身の不調で学業に集中できない
●進路のことで迷っている

●キャンパスライフに関するちょっとした相談は、
　何でも気軽に、総合インフォメーション窓口へ
●障がいのため、困っていることを解決したい
●困っている友達の力になりたい

開室時間　　時間が変更する場合があります。ホームページをご確認ください

土曜　 9 ： 30 ～ 12 ： 45
17 ： 30 ～ 20 ： 0014 ： 00 ～ 20 ： 15 14 ： 00 ～ 18 ： 30

土曜　 9 ： 30 ～ 12 ： 45平日　 9 ： 30 ～ 13 ： 00 10 ： 00 ～ 13 ： 00日平

開室時間　　時間が変更する場合があります。ホームページをご確認ください

学生
サポート室へ

ピアサポート
ルームへ

私たち専門職スタッフと仲間（peer）の力でサポートします

社会福祉士、精神保健福祉士

■ 健康に関する相談　■ 健康管理のサポート
■ 救急処置　　　　　■ 医療機関の紹介　　　　　　

私たち専門職スタッフがサポートします

医師、看護師、産業カウンセラー

開室時間　　　時間が変更する場合があります。ホームページをご確認ください

平日　 9 ： 30～20 ： 15

ピアサポートルームでは仲間として
交流しながら、お互いに助け合い、支えあう
関係を大切にします。

自主的・主体的に取り組むピアサポートの
体験を通して学生一人ひとりが
成長できるよう支援します。

ピアサポートに関心がある人、やってみたい人は、
ぜひ一度のぞいてみてください。

●急病やけがなどの応急処置が必要なとき
●体調に不安がある
●大学近隣の医療機関を紹介して欲しい

    こんなとき誰に
相

談 したらいいの？

Peer supportピ ア サ ポ ー ト

土曜　 9 ： 30～12 ： 45
     17 ： 30～20 ： 00

●ピア（peer）とは、仲間・同じ立場にある人同士の意味です。 

What’s Wellness?

保健管理室へ
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ウェルネス（Wellness）とは・・・？
「自らの健康な力を高めるとともに、
それを活用してより積極的に生きようとする
意志と実行力を有する姿」です。

ウェルネスセンターは、「保健管理室」
「学生サポート室」「ピアサポートルーム」の
専門職スタッフが連携し、ウェルネスの実現を支援します。

■ 学生生活に関する相談
　 友人・対人関係、進路、学業に関する悩みなど、気軽に訪ねてください。

■ 学生総合インフォメーション窓口　■ 障がい学生の支援　■ ピアサポート　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

私たち専門職スタッフがサポートします

学生相談員（臨床心理士）

学生サポート室　Student Counselling Office 

保健管理室　Health Consultation Office

ピアサポートルーム　Peer Support /Accessibility Services 

●人間関係で悩んでいる
●心身の不調で学業に集中できない
●進路のことで迷っている

●キャンパスライフに関するちょっとした相談は、
　何でも気軽に、総合インフォメーション窓口へ
●障がいのため、困っていることを解決したい
●困っている友達の力になりたい

開室時間　　時間が変更する場合があります。ホームページをご確認ください

土曜　 9 ： 30 ～ 12 ： 45
17 ： 30 ～ 20 ： 0014 ： 00 ～ 20 ： 15 14 ： 00 ～ 18 ： 30

土曜　 9 ： 30 ～ 12 ： 45平日　 9 ： 30 ～ 13 ： 00 10 ： 00 ～ 13 ： 00日平

開室時間　　時間が変更する場合があります。ホームページをご確認ください

学生
サポート室へ

ピアサポート
ルームへ

私たち専門職スタッフと仲間（peer）の力でサポートします

社会福祉士、精神保健福祉士

■ 健康に関する相談　■ 健康管理のサポート
■ 救急処置　　　　　■ 医療機関の紹介　　　　　　

私たち専門職スタッフがサポートします

医師、看護師、産業カウンセラー

開室時間　　　時間が変更する場合があります。ホームページをご確認ください

平日　 9 ： 30～20 ： 15

ピアサポートルームでは仲間として
交流しながら、お互いに助け合い、支えあう
関係を大切にします。

自主的・主体的に取り組むピアサポートの
体験を通して学生一人ひとりが
成長できるよう支援します。

ピアサポートに関心がある人、やってみたい人は、
ぜひ一度のぞいてみてください。

●急病やけがなどの応急処置が必要なとき
●体調に不安がある
●大学近隣の医療機関を紹介して欲しい

    こんなとき誰に
相

談 したらいいの？

Peer supportピ ア サ ポ ー ト

土曜　 9 ： 30～12 ： 45
     17 ： 30～20 ： 00

●ピア（peer）とは、仲間・同じ立場にある人同士の意味です。 

What’s Wellness?

保健管理室へ

キャンパスガイド

白山キャンパス 文・経済・経営・法・社会・
国際地域・国際・国際観光学部
イブニングコース（第２部）

大学院
〒112-8606
東京都文京区白山5-28-20

　

1
8
8
7
（
明
治
20
）
年
に
本
郷
区
龍
岡
町
（
現
・
文
京
区
湯
島
）
の

麟
祥
院
で
創
立
し
、1
8
9
7
（
明
治
30
）
年
よ
り
小
石
川
区
原
町
（
現
・

文
京
区
白
山
）
に
校
舎
を
構
え
、
こ
の
地
と
と
も
に
歴
史
を
歩
ん
で
き
ま

し
た
。
創
立
1
0
0
周
年
を
機
に
、
高
層
集
約
化
に
よ
る
近
代
的
な
キ
ャ

ン
パ
ス
と
な
り
、
文
系
学
部
・
イ
ブ
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
（
第
2
部
）・
大
学
院

の
学
生
、
約
2‌

2
、0
0
0
名
が
通
学
し
て
い
ま
す
。

　

創
立
者
・
井
上
円
了
博
士
の
立
像
が
見
守
る
「
甫
水
の
森
」
は
、
地
形

を
活
か
し
た
緑
と
水
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
評
価
を
受
け
、
2
0
0
3

（
平
成
15
）
年
度
に
文
京
区
の
第
3
回
文
の
京
都
市
景
観
賞
「
景
観
創
造

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

5
号
館
は
、
井
上
円
了
ホ
ー
ル
と
井
上
円
了
記
念
博
物
館
が
あ
り
、
創

立
者
を
記
念
し
た
建
物
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

6
号
館
は
、
西
門
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
や
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
（
大
楠
）、

屋
上
緑
化
が
評
価
さ
れ
、
2
0
0
5
（
平
成
17
）
年
度
第
5
回
文
の
京
都

市
景
観
賞
「
景
観
創
造
賞
」
や
、
2
0
0
6
（
平
成
18
年
）
度 

東
京
都
環

境
賞
「
知
事
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

創
立
1
2
5
周
年
を
迎
え
た
2
0
1
2
（
平
成
24
）
年
に
「
研
究
開
発
」

「
国
際
化
」「
交
流
・
発
信
」
の
機
能
を
備
え
た
1
2
5
周
年
記
念
館

（
8
号
館
）、
9
号
館
が
完
成
。
2
0
1
7
（
平
成
29
）
年
に
10
号
館
が

完
成
し
ま
し
た
。
タ
ワ
ー
型
の
2
号
館
か
ら
は
副
都
心
を
一
望
で
き
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
複
数
の
学
食
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富

に
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

PHOTO

MAP

ACCESS
●JR巣鴨駅から浅草寿町行バスで10分、東洋大学前下車。
●都営地下鉄三田線で白山駅下車、徒歩5分。
●都営地下鉄三田線で千石駅下車、徒歩7分。
●東京メトロ南北線で本駒込駅下車、徒歩5分。

敷地： 3万6,412㎡／校舎：11万2,712㎡

テレホンガイド
ご案内事項 取扱い窓口 電話番号

　●キャンパス代表 総 務 課 03-3945-7224

●教務関係

授業・成績等

文 学 部 03-3945-7595
経 済 学 部 03-3945-8421
経 営 学 部 03-3945-7247
法 学 部 03-3945-8547
社 会 学 部 03-3945-8538
国 際 学 部
国際地域学部国際地域学科 03-3945-4233

国 際 観 光 学 部
国際地域学部国際観光学科 03-3945-7733

大 学 院 03-3945-7250
証明書音声ガイド 各 学 部 共 通 03-3945-7225

●学生生活関係
奨学金

学 生 支 援 課

03-3945-7124
アルバイト・下宿・アパート
サークル活動 09-3945-7262
運動部関係 03-3945-7270
保健管理室 03-3945-7278
学生サポート室 03-3945-7265
学生サポート室（障がい学生支援） 03-3945-8673

●就職関係
進路･就職相談 就職･キャリア支援部 03-3945-7280

●国際交流関係
留学関係 国際教育センター／国際部 03-3945-7558

学費関係 財 務 課 03-3945-7305

寄付・募金関係 募 金 課 03-3945-7498

入試 入 試 課 03-3945-7272

図書関係 図 書 事 務 課 03-3945-7325
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キャンパスガイド

川越キャンパス 理工学部･総合情報学部
大学院理工学研究科

大学院総合情報学研究科
大学院学際･融合科学研究科

〒350-8585
埼玉県川越市鯨井2100

　

川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
１
９
６
１（
昭
和
36
）年
に
工
学
部
の

学
生
が
学
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。現
在
で

は
理
工
学
部
、
総
合
情
報
学
部
、
大
学
院
に
在
籍
す
る
お
よ
そ

５
０
０
０
名
の
学
生
が
学
ぶ
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。東
京

ド
ー
ム
約
６
個
分
と
い
う
広
大
な
敷
地
を
活
か
し
、「
物
創
り
工

房
」や「
バ
イ
オ
・
ナ
ノ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
」な

ど
多
く
の
研
究
施
設
を
設
置
し
て
い
ま
す
。数
学
・
物
理
・
英
語

な
ど
の
基
礎
科
目
に
対
応
し
た「
学
習
支
援
室
」や
留
学
、
海
外

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、語
学
学
習
な
ど
に
つ
い
て
支
援
す
る「
グ

ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
（
Ｇ
Ｃ
Ｓ
）」
な
ど

の
学
習
施
設
も
設
置
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
部
活
動
、
サ
ー
ク
ル

活
動
も
盛
ん
で
、
川
越
だ
け
で
50
以
上
の
サ
ー
ク
ル
が
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
陸
上
競
技
場
や
ラ
グ
ビ
ー
場
、
野
球
場
な
ど
各

種
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
備
え
、
2
0
1
8
年
3
月
に
は
国
内
で
は
珍

し
い
屋
内
走
路
を
併
設
し
た
体
育
館
を
新
築
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
「
大
越
記
念
庭
園
」
や
新
西
門
か
ら
始
ま
る
「
こ
も
れ
び
の

森
」の
よ
う
な
豊
か
な
自
然
を
持
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
川
越
市
と
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
地
域
連
携
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
一
般
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
る
「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ
」、「
こ
も
れ
び
の
森
・
里
山
支
援
隊
」な
ど
学
外
と
協
働
し
た

事
業
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

PHOTO

MAP

ACCESS
●池袋駅から東武東上線で急行38分、
　鶴ヶ島駅下車、徒歩10分。

敷地：28万6,981㎡／校舎：7万6,300㎡

体育館

テレホンガイド
ご案内事項 取扱い窓口 電話番号

　●キャンパス代表 総 務 課 049-239-1300

●教務関係
履修･成績･試験･学籍
教職･各種証明書 教　 学　 課 049-239-1312

●学生生活関係
奨学金・クラブ・サークル活動 教　 学　 課 049-239-1314
アルバイト　　　　　　　※ ㈱ナジック・アイ・サポート 03-5466-1236
下宿・アパート　　　　　※ ㈱ミニミニ城北 049-228-8832
学生相談室

教　 学　 課
049-239-1544

医務室（健康管理） 049-239-1317
※川越キャンパスでは業務委託をしております。

●就職関係
求人受付

教　 学　 課 049-239-1641
就職相談

●学費・入試関係
学費 総　 務　 課 049-239-1303
入試関係 教　 学　 課 049-239-1392

●図書関係
図書館川越 図 書 館 049-239-1321
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キャンパスガイド

板倉キャンパス 生命科学部・食環境科学部
大学院（生命科学研究科・食環境科学研究科）〒374-0193

群馬県邑楽郡板倉町泉野1-1-1

　

板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
1
9
9
7
年
に
群
馬
県
板
倉
町
に
創
設
さ
れ
た

生
命
科
学
部
、
食
環
境
科
学
部
、
大
学
院
生
命
科
学
研
究
科
、
食
環
境
科

学
研
究
科
の
2
学
部
、
2
研
究
科
を
有
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。
緑
豊
か

で
東
京
ド
ー
ム
7
個
分
と
い
う
敷
地
を
持
つ
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
約

2
0
0
0
人
の
学
生
が
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
多
く
の
実
験
設
備
や
学
習
環
境
が
備
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
2
0
1
0
年
に
完
成
し
た
5
号
館
は
、「
シ
ー
ズ
（
生
命
の
種
）」

を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
ガ
ラ
ス
張
り
の
モ
ダ
ン
な
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

36
の
実
験
室
、
10
の
共
通
機
器
室
に
最
新
の
実
験
機
器
を
有
し
て
お
り
、

多
く
の
学
生
、
教
員
が
研
究
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
3
号
館
に

は
給
食
経
営
管
理
室
等
が
設
置
さ
れ
、
管
理
栄
養
士
を
目
指
す
学
生
が
約

1
0
0
人
分
の
大
量
調
理
実
習
を
行
う
事
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
陸
上
競
技
部
女
子
長
距
離
部
門
、
体
育
会

サ
ッ
カ
ー
部
女
子
部
の
学
生
が
在
籍
し
て
お
り
、専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

更
に
図
書
館
や
体
育
施
設
、
学
生
食
堂
な
ど
は
、
地
域
の
方
に
も
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
点
灯
式
な
ど
地
域
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
企
画

し
て
お
り
、
地
域
と
密
接
な
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。

PHOTO

MAP

ACCESS
●池袋駅からJR宇都宮線（湘南新宿ライン）、
　東武日光線で79分。北千住駅から東武スカイツリーライン、
　東武日光線で63分。
　板倉東洋大前駅下車、徒歩10分。

敷地：33万1,963㎡／校舎： 3万4,279㎡

テレホンガイド
ご案内事項 取扱い窓口 電話番号

　●キャンパス代表 板 倉 事 務 課 0276-82-9111

●教務関係
生命科学部

板 倉 事 務 課
0276-82-9118

食環境科学部 0276-82-9171
大学院 0276-82-9119

●学生生活関係
奨学金

板 倉 事 務 課

0276-82-9172
サークル活動 0276-82-9172
アルバイト 0276-82-9172
学生相談室 0276-82-9132
医務室（健康管理） 0276-82-9123

●就職関係
求人受付

板 倉 事 務 課
0276-82-9117

就職相談 0276-82-9117

●国際交流関係
海外留学 板 倉 事 務 課 0276-82-9171

●学費等関係
学費 板 倉 事 務 課 0276-82-9118

●入試関係
学部入試

板 倉 事 務 課
0276-82-9109

大学院入試 0276-82-9119

●図書関係

図書館 図 書 事 務 課
（ 板 倉 ） 0276-82-9060
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キャンパスガイド

朝霞キャンパス
ライフデザイン学部

〒351-8510
埼玉県朝霞市岡48-1

　

朝
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
池
袋
か
ら
わ
ず
か
18
分
の
東
京
都
心
に
近
い
埼
玉

県
南
部
の
武
蔵
野
の
自
然
が
多
く
残
る
朝
霞
市
の
東
武
東
上
線
朝
霞
台
駅
と

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
北
朝
霞
駅
よ
り
徒
歩
10
分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ン

パ
ス
の
す
ぐ
近
く
を
流
れ
る
黒
目
川
は
朝
霞
市
の
桜
の
名
所
で
あ
り
、
花
ま

つ
り
や
人
々
の
憩
い
の
場
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

朝
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
は
、
諸
資
格
取
得
の
た

め
の
実
習
授
業
が
多
い
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。
そ
の
た
め
、
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
は
、
多
様
な
授
業
目
的
の
た
め
の
実
習
設
備
が
完
備
さ
れ
、
よ
り
実

践
的
な
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
介
助
技
術
の
授

業
の
た
め
の
介
護
実
習
室
、
入
浴
実
習
室
、
調
理
実
習
室
な
ど
や
、
保
育
士
、

幼
稚
園
教
諭
の
授
業
の
た
め
の
保
育
実
習
室
、
音
楽
実
習
室
、
ピ
ア
ノ
練
習

室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
サ
ッ
カ
ー
・
ア
メ
フ
ト
競
技
用
の

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、
体
育
館
に
は
ア
リ
ー
ナ
の
ほ
か
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
設
置
し
て
い
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
が
あ
り
、
こ
れ
ら

の
体
育
施
設
は
授
業
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
学
生
の
課
外
活
動
な
ど
で
も
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
や
制
作
な
ど
の
授
業
や
演
習
で

使
用
す
る
実
験
工
房
に
は
各
種
演
習
用
の
工
作
機
械
室
や
学
生
が
い
つ
で
も

作
業
で
き
る
ア
ト
リ
エ
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
学
生
が
も
の
づ
く

り
に
専
念
で
き
る
環
境
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、大
型
絵
本
の
あ
る
図
書
館
や
学
生
の
課
外
活
動
の
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
央
に
は
木
々
に
囲

ま
れ
た
憩
い
の
広
場
が
あ
り
、
休
み
時
間
や
空
き
時
間
に
は
友
人
と
お
し
ゃ

べ
り
を
し
た
り
、
軽
く
体
を
動
か
し
た
り
す
る
学
生
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

PHOTO

MAP

ACCESS
●池袋駅から東武東上線で急行15分、朝霞台駅下車、徒歩10分。
●JR武蔵野線北朝霞駅下車、徒歩10分。

敷地： 6万9,774㎡／校舎： 3万2,797㎡

テレホンガイド
ご案内事項 取扱い窓口 電話番号

　●キャンパス代表 朝 霧 事 務 課 048-468-6311

●教務関係
履修･成績･試験
学籍･証明書 朝 霧 事 務 課 048-468-6451

●学生生活関係
サークル活動

朝 霞 事 務 課

048-468-6408
奨学金 048-468-6457
学生相談室 048-468-6462
医務室（健康管理） 048-468-6607

●キャリア形成支援関係
キャリア形成支援（就職） 朝 霧 事 務 課 048-468-6461

●学費等関係
学費 朝 霧 事 務 課 048-468-6321

●入試関係（ライフデザイン学部）
入試 朝 霧 事 務 課 048-468-6461

●図書関係
図書館 図 書 事 務 課 048-468-6331

　事務局へご質問･ご相談等ありましたら、ご遠慮なく各キャンパスのテレホンガ
イドによりお尋ねください。担当部課室の電話は、すべて直通になっております。
〈お電話受付時間〉
平日　９：30〜12：45、14：15〜16：45
土曜　９：30〜12：45
　なお、電話の場合は、必ずご自分の姓名と ｢学生の学科･学籍番号･名前｣ を申し
出てください。申し出のない場合は、お断りする場合もございます。また、内容によっ
てはお電話ではお答えしかねる場合がございますことを合わせてご了承ください。
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キャンパスガイド

赤羽台キャンパス 情報連携学部
大学院（情報連携学研究科）〒115-0053 

東京都北区赤羽台1-7-11

　

赤
羽
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
最
寄
り
駅
、J
R
赤
羽
駅
は
、都
心
の
み
な
ら
ず
、

横
浜
、大
宮
ほ
か
の
主
要
地
点
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。駅

か
ら
は
近
い
な
が
ら
、駅
周
辺
の
喧
騒
か
ら
離
れ
、住
宅
街
の
落
ち
着
い
た

環
境
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

情
報
連
携
学
部
（Inform

ation N
etw

orking for Innovation and 

D
esign

：
通
称
I
N
I
A
D
）で
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
･
サ
イ
エ
ン
ス
教
育

を
基
盤
と
し
、チ
ー
ム
を
組
ん
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
い
こ
な
し
、情
報
を

通
し
て
連
携
し
、
素
早
く
ア
イ
デ
ア
を
形
に
で
き
る
よ
う
な
人
材
を
養
成

し
て
い
ま
す
。

　

I
N
I
A
D
の
多
く
の
授
業
は
、
少
人
数
教
室
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
や
チ
ー
ム
学
習
を
中
心
に
行
な
っ
て
お
り
、ま
た
、従
来
の
教
室
と
は
異

な
り
、黒
板
も
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
も
あ
り
ま
せ
ん
。学
生
は
各
々
自
分
の
パ

ソ
コ
ン
を
大
学
に
持
参
し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、事
前
に
配
布

さ
れ
る
教
材
や
授
業
で
出
た
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、本
の
な
い
図
書
館
で
あ
る
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
、学
生
は
電
子

ブ
ッ
ク
や
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
調
べ
も
の
を
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
集

ま
っ
て
学
習
し
た
り
し
て
い
ま
す
。学
生
に
は
必
要
な
情
報
を
、紙
の
掲
示

板
で
は
な
く
、
す
べ
て
校
舎
内
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
等
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

I
N
I
A
D
専
用
の
校
舎
I
N
I
A
D 

H
U
B−

1
は
、
最
先
端
の

I
o
T
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
、建
物
自
体
が
I
o
T
教
材
で
も
あ
り
ま
す
。教

室
や
部
室
の
鍵
や
照
明
、空
調
、ロ
ッ
カ
ー
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、各
種
の
セ
ン

サ
ー
な
ど
の
様
々
な
設
備
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
、
学
生
を

個
々
に
識
別
す
る
だ
け
で
な
く
、
学
生
は
定
め
ら
れ
て
い
る
ル
ー
ル
の
範

囲
内
で
、
自
分
た
ち
の
環
境
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
よ
り
使
い
や

す
く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、二
〇
二
一
年
度
に
は
、ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
の
朝
霞
キ
ャ
ン
パ

ス
か
ら
の
移
転
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
当
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
層
の
発
展
が

見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

PHOTO

MAP

ACCESS
●JR赤羽駅より徒歩8分
　東京メトロ南北線赤羽岩淵駅より徒歩12分

敷地　約20,000㎡　校舎　約18,000㎡

テレホンガイド
ご案内事項 取扱い窓口 電話番号

　●キャンパス代表 赤 羽 台 事 務 課 03-5924-2600

　〈お電話受付時間〉
　平日　9：30〜13：00、14：00〜18：45
　土曜　9：30〜12：45
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皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
度
甫
水
会
会
長
の
荻
野
雅
彦

で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り

甫
水
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

東
洋
大
学
甫
水
会
は
、「
学
生
の
父
母
又
は
保
護
者
相

互
間
の
連
絡
を
密
に
し
、
大
学
の
興
隆
発
展
に
協
力
す
る

と
と
も
に
、
大
学
と
協
力
し
て
学
生
の
心
身
の
健
全
な
発

達
を
図
る
こ
と
」
を
目
的
に
創
立
さ
れ
、
現
在
全
国
56
支

部
、
約
2
万
7
千
名
余
り
の
会
員
の
皆
様
で
構
成
さ
れ
た

全
国
屈
指
の
伝
統
と
規
模
を
誇
る
父
母
会
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
今
年
1
月
に
は
創
立
60
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
関
係
各
所
、
皆
様

方
の
ご
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

甫
水
会
は
大
学
と
の
連
携
・
協
働
、
学
生
た
ち
へ
の
支

援
充
実
、
そ
し
て
会
員
相
互
の
親
睦
・
連
帯
と
い
う
3
つ

を
大
き
な
柱
に
据
え
事
業
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
60
周
年
と
い
う
節
目
を
機
に
、
今
一
度
創
立

の
理
念
に
立
ち
返
り
、
新
た
な
時
代
に
向
け
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
大
学
・
学
生
・
会
員
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
努

力
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。　

　

さ
て
、
昨
年
も
6
月
か
ら
大
学
主
催
に
て
各
キ
ャ
ン
パ

ス
で
学
部
別
父
母
懇
談
会
が
、
ま
た
全
国
各
地
で
地
区
別

父
母
懇
談
会
が
甫
水
会
本
部
役
員
・
各
支
部
役
員
が
側
面

支
援
す
る
と
い
っ
た
形
で
開
催
さ
れ
、
今
年
度
甫
水
会
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
地
区
別
父
母
懇
談
会
で
は
、教
授
・

職
員
の
方
々
が
地
方
に
足
を
運
ば
れ
、
大
学
の
説
明
や
就

活
の
現
況
等
を
丁
寧
に
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
出

席
さ
れ
た
ご
父
兄
の
方
々
か
ら
は
、「
大
学
の
面
倒
見
の

良
さ
、
温
か
さ
が
す
ご
く
伝
わ
っ
た
」「
ひ
と
り
生
活
を

始
め
た
子
ど
も
の
生
活
や
就
活
に
関
す
る
不
安
が
取
り
除

か
れ
た
」
等
々
、
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
本
部
役
員
も
全
国
の
各
支
部
へ
お
伺
い
し
、
同
日
開

催
の
支
部
総
会
・
懇
親
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多

く
の
ご
父
兄
・
支
部
役
員
の
方
々
か
ら
ご
意
見
ご
要
望
、

ま
た
各
支
部
の
抱
え
る
問
題
点
等
課
題
を
伺
う
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
有
意
義
な
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
、
大
学
関
係
部
署
か
ら
多
大
な
る
ご
協
力
を

頂
き
、
本
部
甫
水
会
メ
イ
ン
事
業
と
な
り
ま
す
、「
会
員

の
集
い
・
就
職
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
井
上
円
了

ホ
ー
ル
に
全
員
を
収
容
で
き
ず
ご
一
部
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
し
た
が
、
全
国
各
地
か
ら
斯
く
も
大
勢
の
ご
父
兄
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
子
女
の
学
生
生
活
・
就
活

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
光
景
と
な
り

ま
し
た
。

　

前
述
の
通
り
、
本
部
甫
水
会
は
活
動
の
一
つ
と
し
て
大

学
と
の
一
体
感
の
醸
成
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
学
校
法
人
の
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
経
営
陣

方
々
と
の
面
談
の
場
や
、
様
々
な
大
学
行
事
で
お
会
い
す

る
学
長
・
副
学
長
と
の
懇
談
の
場
等
、
貴
重
な
機
会
を
ご

提
供
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
大
学
の
掲
げ
る
目
標
の
認

識
共
有
、
相
互
理
解
の
深
化
に
資
す
る
非
常
に
有
意
義
な

機
会
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
今
年
は
60
周
年
の
年
に
あ
た
り
、

記
念
式
典
と
記
念
事
業
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
「
和
」
が
教
授
・
職
員
方
々
と
ご
父
兄
方
々

と
の
接
点
の
拡
大
に
ま
で
広
が
り
、
継
続
的
な
流
れ
と
な

る
事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
延
い
て
は
そ
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
大
学
の
向
上
の
一
助
に
な
る
と
信
じ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
学
生
へ
の
支
援
と
し
ま
し
て
は
、
学
部
行
事
や

キ
ャ
ン
パ
ス
毎
の
学
園
祭
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
賛
、
文
化

部
・
運
動
部
へ
の
援
助
や
応
援
、
試
験
前
の
1
0
0
円
朝

食
、
就
職
支
援
グ
ッ
ズ
の
配
布
、
甫
水
会
奨
学
金
等
々
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。
甫
水
会
の
支
援
が
独
善
的
に
な
ら
な

い
よ
う
、
ま
た
学
生
た
ち
の
要
望
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
、
学
生
部
と
の
定
期
的
な
意
見
交
換
の
場
を
持
た
せ

て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
常
に
学
生
た
ち
の

要
望
に
は
耳
を
傾
け
、
充
実
し
た
学
園
生
活
の
一
助
と
な

る
よ
う
、
可
能
な
限
り
支
援
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
会
員
相
互
の
親
睦
と
連
帯
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

各
支
部
役
員
方
々
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
毎
年
研
修
旅
行

や
就
職
講
演
会
、
運
動
部
の
応
援
等
を
企
画
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
一
方
で
地
理
的
条
件
に
よ
り
広
域
な

支
部
で
は
行
事
に
参
加
し
づ
ら
い
現
状
も
ご
ざ
い
ま
す
。

首
都
圏
・
地
方
支
部
の
現
状
を
各
々
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

本
部
と
し
ま
し
て
も
一
緒
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
今
後
の

支
部
の
活
性
化
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
は
平
成
と
い
う
時
代
が
幕
を
閉
じ
、
元
号
も
変
わ

り
ま
す
。ま
た
来
年
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
甫
水
会
と
し
ま
し
て
も
事
業
の
継

続
に
留
ま
る
だ
け
で
な
く
、
会
員
方
々
の
声
を
反
映
さ
せ

た
、
新
た
な
時
代
に
相
応
し
い
事
業
運
営
を
心
が
け
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
同
時
に

ご
指
摘
の
多
い
I
T
の
活
用
、
H
P
の
充
実
、
事
業
内
容

の
改
善
、
業
務
の
効
率
化
等
々
…
…
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
甫
水
会
に
対
し
ま
し

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
東
洋
大
学

の
益
々
の
ご
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東
洋
大
学
甫
水
会
会
長　

荻
野　

雅
彦

平
成
三
十
年
度
甫
水
会
会
長
挨
拶
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甫
水
会
役
員
名
簿

平
成
三
十
年
度
本
部
役
員

評
議
員
（
支
部
長
）
会
則
第
20
条
2
項
（
支
部
長
）

顧
問

理
事
・
地
区
長　
（
九
州
）

理
事
・
地
区
長　
（
四
国
）

理
事
・
地
区
長　
（
中
国
）

理
事
・
地
区
長　
（
近
畿
）

理
事
・
地
区
長　
（
東
海
）

理
事
・
地
区
長　
（
北
陸
）

理
事
・
地
区
長
（
甲
信
越
）

理
事
・
地
区
長　
（
関
東
）

理
事
・
地
区
長　
（
東
北
）

理
事
・
地
区
長
（
北
海
道
）

監

事

監

事

常

任

理

事

常

任

理

事

常

任

理

事

常

任

理

事

常

任

理

事

常

任

理

事

副

会

長

副

会

長

会

長

役

職

名

高
橋　

俊
充

京
河　

一
臣

阿
部　

亮
介

阪
井　

和
篤

藤

澤　

浩

佐
々
木
ゆ
か
り

鈴
木　

一
紀

田
口　

智
子

成　

文

瑞

菅
野　

憲
絋

金
田　

共
加

加
門　

由
章

濱
田
麻
衣
子

小
瀧　

早
苗

増
田　
　

孝

阪
上　

正
樹

松
村　

壮
史

大
熊　

廣
一

竹
内
夕
美
子

奥
澤　

敬
子

荻
野　

雅
彦

氏
　
　

名

長

崎

愛

媛

広

島

和

歌

山

三

重

富

山

新

潟

城

東

青

森

札
幌
･
函
館

埼

中

茨

城

埼

東

千

葉

西

千

葉

東

埼

南

神

奈

川

大
学
推
薦

多

摩

栃

木

埼

北

支

部

名

神
奈
川

多

摩

城

北

中

央

城

西

城

東

千
葉
西

千
葉
東

埼

南

埼

東

埼

中

埼

北

群

馬

栃

木

茨

城

福

島

山

形

秋

田

宮

城

岩

手

青

森

釧

路

室

蘭

北

見

旭

川

札
幌
・
函
館

支
部
名

田
中　
　

守

西
山　

博
行

芝
崎　

善
治

山
口　

貴
佐

吉
田　

寿
子

田
口　

智
子

田
島　
　

剛

古
米　

博
文

織
茂　

邦
子

福
岡
美
矢
子

髙
島　

昭
彦

高
木　

智
香

間
宮　

智
将

渡
邉　

裕

坂
本　

隆
司

草
野　

光
平

東
海
林
正
樹

金　

博
之

上
泉　

恵
子

鴨
澤　

純
子

成　

文
瑞

長
原　

京
子

猪
狩　

美
香

清
水　

伸
一

東　
　

晃
司

菅
野　

憲
絋

氏

名

熊

本

長

崎

佐

賀

福

岡

高

知

愛

媛

香

川

徳

島

山

口

広

島

岡

山

島

根

鳥

取

和
歌
山

兵

庫

阪

奈

京
都
・
滋
賀

三

重

愛

知

静

岡

岐

阜

石
川
・
福
井

富

山

長

野

山

梨

新

潟

支
部
名

青
山　

正
志

髙
橋　

俊
充

恒
松　
　

勇

棚
町
佐
武
郎

三
木　
　

守

京
河　

一
臣

高
橋　

一
志

鶴
本　

尚
美

広
林
真
理
子

阿
部　

亮
介

池
田　

裕
子

福
島　
　

昇

吉
田　
　

均

阪
井　

和
篤

伊
藤　
　

素

納　
　

幸
盛

松
山　

智
春

藤
澤　
　

浩

坂
本　
　

謙

藤
崎　

仁
美

虫
賀　

靖
起

深
井
志
津
子

佐
々
木
ゆ
か
り

三
澤　

均

鴨
下
美
智
子

鈴
木　

一
紀

氏

名

沖

縄

鹿
児
島

宮

崎

大

分

支
部
名

仲
宗
根　

優

満
塩　

和
昭

今
西　

俊
郎

櫻
井 

武
彦

氏

名

神
奈
川

多

摩

城

北

城

東

千
葉
西

千
葉
東

埼

南

埼

東

埼

中

茨

城

支
部
名

会
則
第
20
条
2
項

（
1
0
0
0
名
を
超
え
る
支
部

鈴
木　

貞
好

栗
原　

成
行

遠
藤
ま
き
子

早
川　
　

恵

木
島　

久
夫

橋
本　

吉
浩

山
本
真
由
美

石
川　

信
子

賀
山　
　

勉

服
部　
　

淳

氏

名

峯

松　

益

幹

小

田　

直

子

砂

賀　

栄

次

櫻

井　

昌

代

阿

部　

雅

道

氏

名
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東
洋
大
学
甫
水
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
東
洋

大
学
の
発
展
に
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

2
0
1
8
年
12
月
に
理
事
長
に
就
任
し
た
安
齋
で
ご
ざ

い
ま
す
。
東
洋
大
学
の
さ
ら
な
る
発
展
に
誠
心
誠
意
尽
力

す
る
決
意
を
し
ま
し
た
。
未
来
あ
る
若
い
世
代
に
対
す
る

責
任
の
重
さ
に
思
い
を
致
す
と
き
、
身
の
引
き
締
ま
る
の

を
覚
え
ま
す
。

　

来
し
方
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
人
生
は
毎
日
が
学
び

と
努
力
の
連
続
で
あ
り
、
そ
れ
に
耐
え
う
る
力
は
学
生
時

代
に
養
成
さ
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
歴
史
あ
る
本
学
の

さ
ら
な
る
発
展
は
、
本
学
で
学
ぶ
学
生
の
皆
さ
ん
が
学
ぶ

こ
と
に
生
き
が
い
を
感
じ
、
そ
の
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
、
自
信
を
持
ち
、
そ
れ
を
誇
り
に

思
う
よ
う
に
な
る
こ
と
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

学
生
、
生
徒
、
園
児
の
皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
教
育
研
究

活
動
に
勤
し
む
教
職
員
や
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
も
本
学

を
誇
ら
し
く
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　

わ
れ
わ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
、
世
界
的
な
政
治
経

済
情
勢
の
激
し
い
変
化
や
止
ま
る
こ
と
の
な
い
技
術
革
新

な
ど
、
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
本
学
は
そ
の
よ
う
な

中
で
生
き
続
け
る
た
め
に
的
確
に
変
化
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
右
往
左
往
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
い
つ
も
基
本
を
忠
実
に
守
る
と
い

う
決
意
と
愚
直
さ
が
極
め
て
重
要
と
な
り
ま
す
。
本
学
の

基
本
と
は
、
創
立
者
井
上
円
了
先
生
が
求
め
ら
れ
た
「
哲

学
す
る
」
と
い
う
言
葉
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
自

ら
真
剣
に
自
分
の
未
来
を
「
考
え
る
」
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
学
は
2
0
1
4
年
9
月
に「
T
O
Y
O 

G
L
O
B
A
L 

D
I
A
M
O
N
D
S
構
想
」が
文
部
科
学
省
の
ス
ー
パ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
、
世
界
を

舞
台
に
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
全
学
に
わ
た
っ
て
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を

充
実
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
学
を
め
ぐ
る
環
境
は
、
18
歳
人
口
の
減
少
、
激
化
す

る
大
学
間
競
争
な
ど
で
今
後
さ
ら
に
厳
し
い
も
の
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
学
生
、
教
職
員
、
役
員
の
皆
さ
ん
と

共
に
「
歩
き
な
が
ら
考
え
」、「
考
え
な
が
ら
歩
き
」、
本

学
の
未
来
を
拓
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

甫
水
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
本
学
の
発
展

に
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

学
校
法
人
東
洋
大
学　

理
事
長　

安
齋　

隆

理
事
長
就
任
に
あ
た
っ
て
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平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）
は
、
東
洋
大
学
創
立

百
三
十
周
年
の
年
で
し
た
。
平
成
三
〇
年（
二
〇
一
八
）は
、

井
上
円
了
（
一
八
五
八
～
一
九
一
九
）
生
誕
百
六
十
周
年

と
円
了
百
回
忌
の
年
に
当
た
り
ま
し
た
。
平
成
三
一
年

（
二
〇
一
九
）
は
、
円
了
没
後
百
周
年
の
年
と
な
り
、
井

上
円
了
に
関
す
る
お
お
が
か
り
な
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
数

年
、
本
学
に
と
っ
て
記
念
の
年
が
続
い
て
お
り
、
お
の
ず

か
ら
創
立
者
の
思
想
や
理
念
等
を
ふ
り
か
え
り
、
こ
れ
を

現
代
に
活
か
す
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
べ
き
時
期
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
本
学
で
は
建
学
の
理
念
を
表
す
言
葉
と
し
て
、

「
諸
学
の
基
礎
は
哲
学
に
あ
り
」「
知
徳
兼
全
」「
独
立
自

活
」
の
三
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、「
諸
学
の
基
礎

は
哲
学
に
あ
り
」
の
「
哲
学
」
と
は
、何
も
カ
ン
ト
や
ヘ
ー

ゲ
ル
等
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
常
識
や

流
行
、
先
入
観
や
偏
見
等
を
一
度
、
離
れ
て
、
事
柄
の
本

質
に
迫
っ
て
深
く
考
え
抜
く
こ
と
が
哲
学
で
す
。こ
の「
哲

学
す
る
こ
と
」
は
、
自
主
的
・
主
体
的
に
社
会
に
関
わ
っ

て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

現
代
社
会
に
お
い
て
、
今
、
重
要
な
の
は
、
①
知
識
や

技
能
を
活
用
し
て
複
雑
な
事
柄
を
問
題
と
し
て
理
解
し
、

答
え
の
な
い
問
題
に
解
を
も
見
出
し
て
い
く
た
め
の
批
判

的
、
合
理
的
な
思
考
力
を
は
じ
め
と
す
る
認
知
的
能
力
、

②
想
定
外
の
困
難
に
際
し
て
的
確
な
判
断
を
す
る
た
め
の

基
盤
と
な
る
教
養
、
知
識
、
経
験
、
等
を
育
む
こ
と
で
あ

る
等
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
（
中
教
審
「
質
的
転
換
答
申
」、

平
成
二
四
年
八
月
）、
こ
れ
ら
の
基
盤
に
な
る
も
の
が
、

前
に
言
う
、「
哲
学
す
る
こ
と
」
に
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
知
徳
兼
全
」
と
は
、
知
性
と
徳
性
と
を
十
全

に
そ
な
え
た
人
間
と
な
る
こ
と
、
今
日
の
言
葉
で
い
え
ば
、

学
力
と
人
間
力
の
双
方
を
十
全
に
身
に
つ
け
る
こ
と
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
学
力
に
は
、
一
般
的
な
教
養
と
、
専
門

的
な
知
識
・
技
能
等
が
あ
り
ま
す
。
人
間
力
に
つ
い
て
は
、

た
と
え
ば
先
年
、
経
済
産
業
省
か
ら
発
表
さ
れ
た
、
次
の

も
の
が
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
「
職
場
や
地
域
社
会
で
多
様
な
人
々
と
仕
事
を
し
て
い

く
た
め
に
必
要
な
基
礎
力
」　

①
前
に
踏
み
出
す
力
（
ア

ク
シ
ョ
ン
）： 

一
歩
前
に
踏
み
出
し
、
失
敗
し
て
も
粘
り

強
く
取
り
組
む
力
＝
主
体
性
、
働
き
か
け
力
、
実
行
力
。

②
考
え
抜
く
力
（
シ
ン
キ
ン
グ
）：
疑
問
を
持
ち
、
考
え

抜
く
力
＝
課
題
発
見
力
、
計
画
力
、
創
造
力
、
③
チ
ー
ム

で
働
く
力
（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
）：
多
様
な
人
々
と
と
も
に
、

目
標
に
向
け
て
協
力
す
る
力
＝
発
信
力
、
傾
聴
力
、
柔
軟

性
、
状
況
把
握
力
、
規
律
性
、
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

力
、（「
社
会
人
基
礎
力
に
関
す
る
研
究
会
」
中
間
報
告
、

平
成
一
八
年
二
月
）

　

さ
ら
に
、「
独
立
自
活
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
の
高
等
教
育
の
潮
流
に
照
ら

せ
ば
、
自
学
自
修
の
意
欲
を
持
ち
、
こ
れ
を
実
践
す
る
こ

と
と
理
解
で
き
ま
す
。
自
学
自
修
と
は
、
単
に
授
業
を
受

け
身
で
聴
く
の
み
で
な
く
、
予
習
も
行
い
、
授
業
で
学
ん

だ
こ
と
を
ふ
ま
え
て
さ
ら
に
自
ら
調
査
・
研
究
を
深
め
、

よ
り
広
く
深
く
事
柄
の
理
解
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

そ
の
よ
う
な
主
体
的
な
学
び
が
あ
っ
て
こ
そ
、
そ
の
科
目

の
単
位
が
認
定
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
み
ま
す
と
、
円
了
の
教
育
理
念
は
、
今
日
の

高
等
教
育
の
課
題
を
先
取
り
し
た
も
の
と
言
え
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
し
た
現
代
の

地
球
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
優
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル

人
財
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
で
し
ょ
う
。

問
題
は
こ
う
し
た
高
尚
な
理
念
を
ど
の
よ
う
に
本
学
の
教

育
活
動
に
具
現
し
て
い
く
か
に
あ
り
ま
す
。

　

幸
い
、
本
学
の
教
職
員
は
一
丸
と
な
っ
て
、
時
代
の
先

端
に
求
め
ら
れ
て
い
る
人
財
育
成
に
取
り
組
ん
で
下
さ
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
高
等
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
教
育

活
動
の
よ
り
高
度
な
水
準
の
実
現
に
向
け
て
、
諸
施
策
の

企
画
、
諸
制
度
の
構
築
に
鋭
意
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

井
上
円
了
没
後
百
周
年
を
機
に
、
本
学
の
教
育
・
研
究
・

社
会
貢
献
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
さ
ら
な
る
高
度
化
を
追
求
し

て
参
る
所
存
で
す
。
皆
さ
ま
の
、
ご
協
力
及
び
ご
支
援
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
洋
大
学
学
長　

竹
村　

牧
男

創
立
者
・
井
上
円
了
の

建
学
の
理
念
を
継
承
し
て
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甫
水
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
東
洋
大
学
の

発
展
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
東
洋
大
学
地
区
別
父
母
懇
談
会
で
は

各
支
部
の
役
員
を
は
じ
め
と
す
る
会
員
皆
様
方
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
改
め
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
学
は
、
文
部
科
学
省
の
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

大
学
創
成
支
援
事
業
」
の
採
択
を
受
け
、
新
た
な
価
値

を
創
造
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
」
の
育
成
、
国
際
化

を
推
進
す
る
新
学
部
の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
競
争
力
激
化
や
多
様
性
の

受
容
、第
4
次
産
業
革
命
・Society5.0

（
I
o
T
、ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
、
A
I
、
ロ
ボ
ッ
ト
等
）、
急
速
な
少
子
高

齢
化
な
ど
社
会
全
体
の
構
造
が
劇
的
に
変
容
す
る
時
代

を
迎
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
職
戦
線
も
グ
ロ
ー
バ
ル

化
し
海
外
の
学
生
と
互
角
に
渡
り
合
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
わ
が
国
の
将
来
を
見
据
え
、
次
世
代

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
け
ん
引
役
と
な
る
学
生
の
皆
さ
ん

に
は
、
自
ら
主
体
的
に
考
え
る
力
、
未
知
の
時
代
を
切

り
拓
く
力
、
国
際
通
用
力
を
身
に
付
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
3
つ
の
力
を
修
得
す
る
に
は
、

留
学
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
期
間
の
長
短

に
関
わ
ら
ず
、
海
外
か
ら
自
分
の
国
を
見
つ
め
直
し
、

異
文
化
や
多
様
性
を
理
解
し
、
自
ら
の
力
で
生
き
て
い

く
こ
と
を
体
験
す
る
こ
と
が
貴
重
な
も
の
に
な
る
と
考

え
ま
す
。

　

よ
り
効
果
が
あ
る
留
学
の
た
め
に
は
、
ま
ず
英
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

本
学
で
は
、
授
業
の
空
き
時
間
に
受
講
で
き
る
学
内
英

会
話
講
座
や
英
語
力
検
定
試
験
無
料
受
験
な
ど
各
種
英

語
力
向
上
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
留
学
に
際
し
て
は
海
外
留
学
促
進
奨
学
金
制
度
を

設
け
、
2
0
1
7
年
度
は
総
額
で
1
億
円
程
に
な
る

3
4
9
件
の
奨
学
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。
夏
季
、
春

季
休
暇
に
実
施
し
て
い
る
英
語
能
力
を
問
わ
な
い
海
外

異
文
化
体
験
は
、
国
際
的
な
視
点
で
自
分
を
見
つ
め
直

す
機
会
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
後
の
英
語
学
習

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
留
学
経
験
者
は
、
短
期
、
長
期
に
関
わ
ら
ず

一
般
的
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル
と
は
「
知
識
活
用
力
」
や

「
行
動
実
践
力
」
で
、
経
済
産
業
省
が
定
め
た
「
社
会

人
基
礎
力
」
や
文
部
科
学
省
が
定
め
た
「
学
士
力
」
に

対
応
し
ま
す
。
本
学
で
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル
を
測

定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
P
R
O
G
）
を
導
入
し
て
お
り
、

入
学
時
と
就
職
活
動
準
備
時
期
で
あ
る
3
年
次
に
実
施

し
、
こ
の
結
果
を
学
生
個
人
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
「
知
識
活
用
力
」
と
は
、
問

題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
で
求
め
ら
れ
る
情
報
収
集
力
、
情

報
分
析
力
、
課
題
発
見
力
、
構
想
力
を
指
し
、「
行
動

実
践
力
」
と
は
、
対
人
基
礎
力
、
対
自
己
基
礎
力
、
対

課
題
基
礎
力
で
、
自
分
だ
け
で
な
く
周
囲
を
巻
き
込
ん

で
行
動
す
る
力
を
い
い
ま
す
。
留
学
経
験
者
は
、「
知

識
活
用
力
」
に
お
け
る
情
報
収
集
力
、
情
報
分
析
力
の

伸
長
度
が
高
く
、「
行
動
実
践
力
」
で
は
、
対
人
基
礎
力
、

対
自
己
基
礎
力
、
対
課
題
基
礎
力
の
い
ず
れ
も
が
伸
長

し
て
お
り
、
特
に
多
様
性
理
解
、
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
、
独
自
性
理
解
、
主
体
的
行
動
、
本
質
理
解
、

リ
ス
ク
分
析
な
ど
に
著
し
い
伸
長
が
見
ら
れ
ま
す
。
社

会
全
体
の
構
造
が
劇
的
に
変
容
す
る
時
代
に
お
い
て
は
、

い
ず
れ
も
必
要
な
能
力
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
留
学
で

の
異
文
化
の
人
々
と
の
交
流
や
経
験
に
よ
っ
て
新
た
な

目
標
を
見
つ
け
出
す
学
生
も
多
い
よ
う
で
す
。
短
期
間

の
留
学
で
も
学
生
の
皆
さ
ん
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
に
は
ぜ
ひ
留
学
を
勧
め
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

学
校
法
人
東
洋
大
学
常
務
理
事
・
甫
水
会
常
任
理
事　

大
熊　

廣
一

留
学
の
勧
め
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2
0
1
8
年
度
甫
水
会
地
区
別
父
母
懇
談
会
の
2
地
区
に
お

け
る
懇
談
会
に
出
席
し
ま
し
た
の
で
そ
の
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
7
月
28
日
（
土
）
に
石
川
県
金
沢
市
の
A
N
A
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
沢
を
会
場
に
甫
水
会
石
川
・
福
井
県
支
部

の
懇
談
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
次
に
翌
日
7
月
29
日
（
日
）
に

は
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
富
山
を
会
場
に
甫
水
会
富

山
県
支
部
の
懇
談
会
に
出
席
し
て
、
大
学
を
代
表
し
て
大
学
の

近
況
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
金
沢
の
会
場
で
は
12
組
15
名
様
が

出
席
さ
れ
、
8
件
の
個
別
面
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
富
山
の
会

場
で
は
31
組
42
名
様
が
出
席
さ
れ
、
14
件
の
個
別
面
談
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
会
場
に
お
い
て
も
出
席
さ
れ
た
父
母
の

皆
様
は
た
い
へ
ん
熱
心
に
報
告
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

東
洋
大
学
の
近
況
報
告
に
つ
い
て
は
、「
東
洋
大
学
の
現
在

と
未
来
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
2
0
1
4
年
に
採

択
さ
れ
た
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
（
S
G
U
、

英
語
で
はT

op Global U
niversity Project

）」
事
業
、
そ

れ
に
伴
う
学
内
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
む
け
た
取
り
組
み
、
就
職

活
動
と
そ
の
成
果
、
そ
し
て
2
0
1
7
年
4
月
に
設
置
さ
れ
た

新
学
部
・
学
科
、
す
な
わ
ち
国
際
学
部
、
国
際
観
光
学
部
（
国

際
地
域
学
部
の
学
科
か
ら
学
部
に
改
組
）、
情
報
連
携
学
部
、

文
学
部
国
際
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
紹
介
に
加
え
、

新
設
さ
れ
た
赤
羽
台
新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
含
め
た
全
5
キ
ャ
ン
パ

ス
の
様
子
等
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
で
取
り
上
げ
た
ど
の
話
題
に
つ
い
て
も
興
味
を
も
っ
て

聞
い
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
父
母
懇
談
会
に
出
席
さ
れ

た
皆
様
は
、
学
生
の
学
業
成
績
や
今
後
の
就
職
活
動
に
関
心
を

持
っ
て
出
席
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に

学
生
が
学
ぶ
大
学
の
現
状
や
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
に
つ
い
て
も
強

い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。「
ス
ー
パ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
」
事
業
に
採
択
さ
れ
全
学
を
あ
げ

て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
て
い
る
こ
と
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
含

め
在
校
生
、
卒
業
生
の
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
の
活
躍
ぶ
り
な
ど
、

東
洋
大
学
が
国
の
内
外
で
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
、
認
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
聞
い
て
満
足
し
て
い
た
だ
け
て
い
る
と
実
感
し
ま

し
た
。

　

国
際
担
当
の
副
学
長
と
し
て
講
演
を
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る
時
間

を
取
り
ま
し
た
。
交
換
留
学
の
機
会
（
協
定
を
交
換
し
た
相
手

大
学
と
本
学
の
学
生
を
相
互
で
授
業
料
を
免
除
す
る
制
度
）
を

増
や
す
た
め
に
、
海
外
の
大
学
と
の
大
学
間
協
定
、
部
局
間
協

定
（
学
部
間
や
大
学
院
研
究
科
間
で
協
定
を
交
換
）
に
よ
っ
て
、

学
生
交
換
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
交
換
留
学
の
機
会
が
増
え
て

い
る
こ
と
に
も
言
及
し
ま
し
た
。

　

広
い
視
野
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
交
換
留
学
を
は
じ
め
と
し

て
、
認
定
留
学
（
協
定
校
で
は
な
い
が
、
学
生
が
学
び
た
い
と

希
望
す
る
大
学
か
ら
短
期
留
学
が
認
め
ら
れ
た
場
合
）、
協
定

校
語
学
留
学
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な

ど
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
大
変
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
留
学
機
会
を
促
進
す
る
た
め
の
奨
学

金
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
説
明
い
た
し
ま
し
た
。
詳
細
に

つ
い
て
は
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

申
し
添
え
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
英
語
に
よ
る
正
規
授
業
数
を
増
や
し
て
い
る

こ
と
、
受
け
入
れ
交
換
留
学
生
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
、
日
本

語
禁
止
の
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の

E
C
Z
（
イ
ー
シ
ー
ゼ
ッ
ト
、English Com

m
unity Zone

）

の
設
置
、
英
語
能
力
試
験
（
T
O
E
F
L
、
I
E
L
T
S
）
に

特
化
し
た
L
E
A
P
授
業
、
T
O
E
I
C
課
外
授
業
の
開
講
な

ど
学
生
に
と
っ
て
学
内
留
学
の
環
境
整
備
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
し
て
き
て
い
る

こ
と
に
触
れ
ま
し
た
。

　

全
体
を
通
し
て
の
質
疑
応
答
で
は
、
学
生
生
活
、
成
績
、
就

職
、
留
学
な
ど
に
質
問
が
集
中
し
ま
し
た
。
特
筆
す
べ
き
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
は
、
学
生
が
学
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
を
知
り
た
い

の
で
父
母
向
け
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
の
機
会
を
作
っ
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
学
生
が
参
加
し
て
い
る
海
外
研
修
の
内
容
と
実
態

に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
の
と
、
機
会
が
あ
れ
ば
父
母
に
も
学

生
が
経
験
し
て
い
る
よ
う
な
海
外
研
修
の
機
会
が
提
供
さ
れ
る

と
い
い
の
で
は
な
い
か
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
の
あ
と
や
個
別
面
談
の
合
間
に
父
母
の
皆
様
と
自
由
に

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
時
間
が
あ
り
ま
し
た
。
様
々
な
要
望

も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
声
を
真
摯
に
受
け
と
め
今
後

の
教
学
運
営
に
反
映
さ
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度
父
母
懇
談
会

（
石
川
お
よ
び
富
山
会
場
）に
参
加
し
て

�

東
洋
大
学
副
学
長　

髙
橋　

一
男

平
成
三
十
年
度
「
父
母
懇
談
会
」
に
参
加
し
て
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平
成
30
年
8
月
19
日
（
日
）
午
後
に
A
N
A
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
福
岡
で
行
わ
れ
ま
し
た
地
区
別
父
母

懇
談
会
（
福
岡
会
場
）
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
会
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
大
学
主
催
の
父
母

懇
談
会
と
い
う
形
式
で
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
会
場
が
福
岡
、
佐
賀
、
大
分
の
三
県
で
一
カ
所

と
少
な
く
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
25
組
36
名
の
ご
父
兄
の
皆
様
に
足
を
お
運
び
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
ま
ず
大
学
代
表
と
し
て
「
東
洋
大
学
の

現
在
と
未
来
」
と
題
し
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
東
洋

大
学
の
現
在
の
組
織
と
5
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
現
状
、

5
年
目
を
迎
え
た
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
事

業
の
進
捗
に
加
え
、
赤
羽
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
今
後
の
展

開
構
想
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
ご
父
母
の
方
々
に
は

最
近
の
元
気
な
東
洋
大
学
の
様
子
の
一
端
を
お
伝
え
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
大
学
の
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
か
ら
、「
昨

今
の
就
職
活
動
の
実
情
と
保
護
者
の
関
わ
り
方
」
と
題

し
、
学
生
と
ご
父
母
の
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
就
職
に

つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
保
護
者
世
代
と
現

在
の
学
生
と
で
は
選
考
方
法
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
の
学
生
は
在
学
中
の
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
行
う
な
ど
、
複
雑
な
就
職
活
動
の
流
れ
を
乗

り
切
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
講
演
で
は
大
学
と
し

て
の
学
生
へ
の
支
援
、
保
護
者
に
も
行
っ
て
欲
し
い
支

援
な
ど
が
詳
細
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
U
タ
ー
ン

就
職
に
お
き
ま
し
て
は
方
向
性
を
早
期
に
決
定
し
、
ご

両
親
や
親
戚
の
人
脈
を
活
用
す
る
と
と
も
に
地
元
企
業

の
情
報
収
集
を
積
極
的
に
行
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ご
父
母
の
皆
様
へ
の
お
願
い
で
す
が
、
是
非
学
生
の
皆

さ
ん
が
大
学
の
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
署
へ
コ
ン
タ

ク
ト
を
す
る
よ
う
ご
指
導
く
だ
さ
い
。
キ
ャ
リ
ア
教
育

等
に
関
し
ま
し
て
は
、
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.toyo.ac.jp/life/5/5/

）
を
ご
参
照

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
成
績
表
や
履
修
登
録
確
認
表
な
ど
の
見
方
の

説
明
の
後
、
ご
父
母
と
大
学
関
係
者
と
の
個
別
面
談
に

移
り
卒
業
に
必
要
な
単
位
の
取
得
状
況
な
ど
に
つ
い
て

担
当
者
か
ら
個
別
に
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
個
別
面
談
を
待
た
れ
て
い
る
間
、
ご
父
母
の
席
に

お
伺
い
し
て
多
く
の
方
か
ら
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
説
明
会
に
出
て
み
た
い
と
の

ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
し
、
ご
自
宅
を
離
れ
て
生
活
さ

れ
て
い
る
学
生
さ
ん
の
生
活
状
況
に
つ
い
て
ご
心
配
さ

れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
も
し
一
人
暮

ら
し
の
生
活
に
何
か
ご
不
安
を
抱
え
て
い
る
よ
う
な
様

子
が
お
あ
り
で
し
た
ら
、学
生
サ
ポ
ー
ト
室（
白
山
キ
ャ

ン
パ
ス
）
ま
た
は
学
生
相
談
室
（
川
越
、
板
倉
、
朝
霞
、

赤
羽
台
各
キ
ャ
ン
パ
ス
）
ま
で
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

東
洋
大
学
の
教
職
員
は
、
今
後
も
ご
父
母
の
方
々
か

ら
の
ご
要
望
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社

会
で
生
き
残
れ
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
努
力
を
続

け
て
行
く
所
存
で
す
。
今
後
も
父
母
懇
談
会
を
始
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
情
報
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

平
成
三
十
年
度

父
母
懇
談
会（
福
岡
会
場
）に
参
加
し
て

�

東
洋
大
学
副
学
長　

北
脇　

秀
敏
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文
学
部
は
、
哲
学
科
、
東
洋
思
想
文
化
学
科
、
日
本
文

学
文
化
学
科
、
英
米
文
学
科
、
史
学
科
、
教
育
学
科
（
人

間
発
達
専
攻
、
初
等
教
育
専
攻
）、
国
際
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
（
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
に

は
、
3
、
4
年
生
の
み
在
籍
）、
2
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
、

2
部
日
本
文
学
文
化
学
科
、
2
部
教
育
学
科
か
ら
構
成
さ

れ
る
本
学
で
最
も
大
き
な
学
部
で
す
。「
哲
学
館
」
時
代

か
ら
の
1
3
0
年
を
超
え
る
伝
統
を
受
け
継
ぐ
文
学
部
は
、

「
諸
学
の
基
礎
は
哲
学
に
あ
り
」
と
い
う
学
祖
井
上
円
了

先
生
の
言
葉
を
大
切
に
守
り
つ
つ
歴
史
を
積
み
重
ね
て
き

て
い
ま
す
。

　

東
洋
、
西
洋
を
問
わ
ず
、
大
学
の
歴
史
を
見
て
み
ま
す

と
、
そ
の
始
ま
り
は
宗
教
的
な
指
導
者
養
成
や
政
治
的
な

リ
ー
ダ
ー
養
成
が
め
ざ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
指
導
者
や

リ
ー
ダ
ー
た
る
人
物
が
身
に
つ
け
る
べ
き
学
問
と
は
、
深

く
思
考
す
る
た
め
の
倫
理
学
や
哲
学
、
先
人
の
知
恵
を
学

ぶ
思
想
、
歴
史
や
文
学
、
そ
れ
ら
の
文
書
を
読
み
解
く
た

め
の
言
語
学
や
修
辞
学
な
ど
の
「
教
養
」
で
あ
っ
た
こ
と

が
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
で
は
こ
う
し

た
「
教
養
」
分
野
は
大
学
の
世
界
で
縮
小
さ
れ
る
傾
向
に

あ
り
、
魂
を
開
放
し
自
由
に
し
て
く
れ
る
学
問
を
追
究
し

て
も
、
情
報
処
理
能
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

基
盤
と
し
た
職
業
的
な
能
力
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
た
社
会
の
荒
波
を
乗
り
越
え
る
道
を
な
か
な
か

見
つ
け
出
せ
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
、
大
学
で
も
多
様

な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

文
学
部
に
お
い
て
も
、
一
人
ひ
と
り
の
学
生
の
魂
の
自

立
を
促
す
学
習
と
、
経
済
的
な
自
立
に
つ
な
が
る
よ
う
な

実
践
的
な
力
量
の
両
方
を
学
生
た
ち
が
獲
得
で
き
る
よ
う

に
と
、
様
々
な
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
そ
の
一
端
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
1
点
目
と
し
て
、
各
学
科
が
提
供
す
る
教
育

課
程
そ
の
も
の
で
す
。
講
義
や
演
習
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
卒

業
論
文
等
を
通
し
て
専
門
領
域
に
お
け
る
最
新
の
知
識
や

課
題
を
し
っ
か
り
と
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
道
筋
が
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
す
。
学
生
た
ち
に
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
深

い
洞
察
力
や
探
究
心
、
物
事
を
多
面
的
に
捉
え
る
眼
力
、

知
的
な
好
奇
心
に
導
か
れ
て
学
び
を
喜
び
と
し
て
感
じ
る

力
、
そ
し
て
現
実
社
会
の
荒
波
を
生
き
抜
く
た
め
の
主
体

的
な
力
、
そ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
力
量
の
育
成
を
目
指
し

て
、
工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

2
点
目
と
し
て
、
文
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
委
員
会

を
中
心
に
企
画
し
て
い
る
海
外
文
化
研
修
が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
な
語
学
研
修
と
は
一
味
違
っ
た
海
外
の
豊
か
な
歴

史
や
文
化
に
つ
い
て
の
体
験
的
な
学
び
の
機
会
を
学
生
に

提
供
し
て
い
ま
す
。
思
想
や
歴
史
、
文
化
や
言
語
を
専
門

と
し
て
学
ぶ
学
生
た
ち
が
、
そ
の
専
門
性
を
生
か
し
な
が

ら
海
外
で
の
研
修
に
参
加
し
、
学
び
と
現
実
社
会
と
の
た

ゆ
ま
ぬ
交
流
を
経
験
し
て
い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
西
洋

や
東
洋
の
歴
史
に
造
詣
の
深
い
教
員
を
多
数
擁
す
る
学
部

の
特
徴
を
生
か
し
、
外
国
か
ら
の
研
究
者
に
よ
る
共
同
授

業
や
講
演
会
の
提
供
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

3
点
目
は
、
文
学
部
教
育
で
あ
る
「
東
洋
大
学
・
井
上

円
了
研
究
」
と
「
東
洋
伝
統
文
化
（
T
D
B
）
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
す
。
前
者
は
、
各
学
科
か
ら
教
員
が
参
加
し
、

オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
で
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
発
揮
し
て
自

大
学
及
び
学
祖
に
つ
い
て
の
講
義
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

後
者
は
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
伝
統
文
化
で
あ
る
「
能
と

狂
言
」、「
声
明
」、「
落
語
と
講
談
」
等
を
井
上
円
了
ホ
ー

ル
で
実
際
に
鑑
賞
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
自
文
化
へ
の
理

解
を
深
め
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
英
語
で
日
本
の
文
化
を
発
信
す
る
力
を
つ
け
る
こ
と

も
含
ん
で
お
り
、
留
学
生
に
と
っ
て
は
日
本
の
伝
統
文
化

に
触
れ
る
貴
重
な
体
験
学
習
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

4
点
目
は
、
学
部
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
・
就
職
講
座
の
提

供
で
す
。
各
学
科
の
先
輩
を
講
師
に
招
い
て
大
学
で
の
学

び
が
ど
の
よ
う
に
職
業
生
活
を
支
え
て
い
る
か
、
学
生
と

懇
談
の
形
で
お
話
し
て
い
た
だ
く
機
会
や
、
各
種
業
界
の

専
門
家
に
よ
る
講
演
会
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
多
様
な
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
学
生
た
ち
が
自
ら
の
立
つ
基
盤
を
深
く
掘
り
下
げ
て

考
え
、
多
様
な
価
値
観
を
持
っ
て
生
き
る
人
々
の
文
化
を

理
解
す
る
柔
軟
性
を
身
に
つ
け
、
そ
し
て
、
柔
軟
で
タ
フ

な
精
神
力
を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
、
働
き
か
け
を
続
け
て

お
り
ま
す
。

矢口 悦子
文学部教授
御茶の水女子大学卒業。
同大学院人間文化研究科（博士課程）満期退学。
博士（人文科学）。専門は社会教育学・生涯学習論。
著書に『イギリス成人教育の思想と制度―背景とし
てのリベラリズムと責任団体制度―』等。

学部だより

文
学
部
長　

矢
口　

悦
子

文
学
部
に
お
け
る
伝
統
の
堅
持
と

社
会
的
要
請
へ
の
対
応
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学
生
の
主
体
性
を
育
む
活
動
と
し
て
、
経
済
学
部
が
最
も
力

点
を
置
い
て
い
る
の
は
、
1
年
か
ら
4
年
ま
で
の
ゼ
ミ
活
動
で

あ
る
。
経
済
学
部
の
ゼ
ミ
活
動
は
、
卒
業
し
て
社
会
へ
船
出
す

る
た
め
に
必
要
な
い
ろ
い
ろ
な
力
を
学
生
が
主
体
的
に
育
む
大

き
な
基
盤
の
1
つ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
各
学
科
の
専
門
ゼ
ミ

（
2
年
次
以
降
）
に
関
し
て
代
表
的
な
活
動
（
各
学
科
1
例
）

を
紹
介
し
た
い
。

（
1
）
経
済
学
科
：
安
田
ゼ
ミ
の
活
動

　

経
済
学
科
に
関
し
て
紹
介
す
る
の
は
、
中
小
企
業
論
を
専
門

分
野
と
す
る
安
田
武
彦
教
授
の
ゼ
ミ
で
あ
る
。
安
田
ゼ
ミ
で
は
、

企
業
や
役
所
を
訪
問
し
て
経
営
者
や
政
策
担
当
者
に
学
生
が
直

接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
中
小
企
業
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
、
真
剣
勝
負
の
実
態
把
握
を
行
っ
て
い
る
。
机

上
の
調
査
と
は
異
な
る
事
前
準
備
、
結
果
発
表
を
伴
う
現
地
調

査
は
学
生
に
と
っ
て
非
常
に
良
い
実
践
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

写
真
①
は
今
年
7
月
に
発
効
さ
れ
た
図
解
要
説
『
中
小
企
業

白
書
を
読
む
』
の
表
紙
で
あ
る
。
安
田
ゼ
ミ
で
は
、
毎
年
発
表

さ
れ
る
『
中
小
企
業
白
書
』
を
学
生
が
読
み
解
い
て
、

2
0
0
8
年
か
ら
す
で
に
11
回
に
わ
た
っ
て
こ
の
図
解
要
説
を

作
成
し
て
き
た
。
大
部
の
『
中
小
企
業
白
書
』
を
精
読
し
、
そ

の
年
の
特
徴
を
分
か
り

易
く
ま
と
め
あ
げ
て
、

成
書
と
し
て
出
版
す
る

作
業
は
、
各
年
の
学
生

に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
経
験
と
い
え
る
。

（
2
）
国
際
経
済
学
科
：
佐
野
ゼ
ミ
の
活
動

　

国
際
経
済
学
科
に
し
て
関
し

て
紹
介
す
る
の
は
、
国
際
的
な

食
料
・
農
業
問
題
を
専
門
分
野

と
す
る
佐
野
聖
香
准
教
授
の
ゼ

ミ
で
あ
る
。「
現
代
の
世
界
・

日
本
の
食
料
・
農
業
問
題
」
を

テ
ー
マ
と
す
る
佐
野
ゼ
ミ
で
は
、

ゼ
ミ
活
動
の
1
つ
と
し
て
、
家

庭
に
あ
る
食
品
を
持
ち
寄
り
、

必
要
な
方
々
に
寄
付
す
る
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
の
実
践
的
な
活
動

を
学
内
で
展
開
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
写
真
②
は
、
食
料
か
ら
み
る
先
進
国
と
途
上
国
の
関

係
と
い
う
問
題
意
識
を
掲
げ
て
行
っ
た
ゼ
ミ
の
海
外
研
修
「
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
事
業
へ
の
参
加
」
に
お
け
る

学
生
の
様
子
で
あ
る
。
途
上
国
へ
実
際
に
赴
い
て
現
地
の
実
情

を
肌
身
で
実
感
す
る
こ
と
は
、
学
生
に
と
っ
て
容
易
に
は
経
験

で
き
な
い
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

（
3
）
総
合
政
策
学
科
：
澁
澤
ゼ
ミ
の
活
動

　

総
合
政
策
学
科
に
関
し
て
紹
介
す
る
の
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム

を
専
門
分
野
と
す
る
澁
澤
健
太
郎
教
授
の
ゼ
ミ
で
あ
る
。
澁
澤

ゼ
ミ
で
は
、
経
済
学
を
実
経
済
に
照
ら
し
て
考
え
学
ぶ
ゼ
ミ
と

位
置
付
け
て
多
様
な
ゼ
ミ
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
毎
週
の
ゼ

ミ
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
が
中
心
で
あ
る
が
、

為
替
ダ
ー
ビ
ー
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
15
年
以
上
も
ゼ
ミ

の
海
外
研
修
を
毎
年
継
続
的

に
実
施
し
て
き
た
こ
と
も
ゼ

ミ
活
動
と
し
て
特
筆
に
値
す

る
。
写
真
③
は
、
那
須
塩
原

市
の
活
性
化
プ
レ
ゼ
ン
大
会

で
学
生
の
提
案
が
グ
ラ
ン
プ

リ
に
輝
い
た
と
き
の
も
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
澁
澤

ゼ
ミ
の
学
生
は
多
様
な
活
動

へ
参
加
す
る
中
で
か
け
が
え

の
な
い
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

（
4
）
終
え
る
に
あ
た
っ
て

　

本
稿
で
は
ゼ
ミ
活
動
3
例
を
紹
介
し
た
が
、
経
済
学
部
で
は

こ
の
他
に
も
多
様
な
ゼ
ミ
活
動
が
実
施
さ
れ
、
学
生
の
主
体
性

を
育
ん
で
い
る
。
な
お
、
上
述
の
ゼ
ミ
活
動
を
対
象
に
、
澁
澤

健
太
郎
教
授
と
佐
野
聖
香
准
教
授
は
、
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
第

1
回
目
の
優
秀
教
育
活
動
賞
の
栄
誉
に
輝
い
た
こ
と
を
付
記
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

　

7
月
8
日
に
新
潟
を
お
訪
ね
し
て
、
甫
水
会
の
地
区
別
父
母

懇
談
会
で
保
護
者
の
方
々
と
意
見
交
換
を
行
う
機
会
が
あ
っ
た

が
、
学
生
が
ゼ
ミ
活
動
に
参
加
す
る
の
と
し
な
い
の
で
は
、
4

年
間
の
学
生
生
活
に
大
き
な
違
い
が
出
る
こ
と
を
、
こ
の
時
も

詳
し
く
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

学部だより

経
済
学
部
長　

小
川　

芳
樹

学
生
の
主
体
性
を
育
む

経
済
学
部
の
ゼ
ミ
活
動

小川 芳樹
経済学部教授
東京大学大学院理学系研究科
科学博士課程修了　理学博士（東京大学）
（財）日本エネルギー経済研所勤務を経て、
2004年から経済学部教授、環境経済学専攻　
趣味は歴史もの・ファンタジーものの読書、スキー、
クラシック音楽鑑賞

写真①：『中小企業白
書を読む』

写真②：カンボジアのマングローブ植林
事業への参加（ゼミ海外研修）

写真③：那須塩原市活性化プレゼン
大会でグランプリ獲得
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大
学
教
育
に
お
い
て
、
教
員
が
講
義
を
中
心
に
進
め
る

授
業
は
知
識
や
方
法
論
を
効
率
よ
く
学
ぶ
方
法
の
一
つ
と

し
て
行
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
最
近
で

は
P
B
L
（Project Based Learning
）、
反
転
授
業

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
授
業
形
態
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
営
学
部
に
お
い
て
も
っ
と
も
学
生
の
主
体
性
を
育
む

授
業
と
し
て
「
演
習
（
ゼ
ミ
）」
を
ま
ず
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
1
ク
ラ
ス
10
数
名
と
い
う
少
人
数
で
あ
る
こ

と
だ
け
で
も
、
学
生
の
積
極
的
な
参
加
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
以
上
に
、
自
分
や
自
分
の
属
す
る
グ
ル
ー
プ
で
研
究

す
る
テ
ー
マ
自
体
を
自
ら
設
定
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
教
員
に
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
で
は
な

く
、
自
分
で
テ
ー
マ
設
定
を
す
る
た
め
に
は
、
講
義
科
目

で
培
っ
た
知
識
や
方
法
論
を
総
動
員
し
て
、
さ
ら
に
新
し

い
文
献
を
探
索
し
て
、
ひ
ら
め
い
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

グ
ル
ー
プ
の
場
合
に
は
相
互
に
検
討
し
あ
う
と
い
う
プ
ロ

セ
ス
が
最
初
に
あ
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
前
で
の
発
表
に

堪
え
る
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
だ
け
で
も
容
易
な
事
で
は
な

い
よ
う
で
す
。
良
い
テ
ー
マ
と
思
っ
て
も
、
進
め
て
み
る

と
陳
腐
だ
っ
た
り
、
困
難
だ
っ
た
り
で
、
自
ら
良
い
テ
ー

マ
を
設
定
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
学
生
の
主
体
性
を
育
む

大
き
な
部
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
、
教
員
は
具

体
的
な
テ
ー
マ
そ
の
も
の
を
学
生
に
提
示
す
る
こ
と
は
し

な
い
で
、
自
ら
の
力
で
設
定
で
き
る
よ
う
に
助
言
を
す
る

と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

研
究
テ
ー
マ
が
決
ま
り
ま
す
と
、
実
際
に
研
究
す
る
わ

け
で
す
が
、
関
係
す
る
文
献
を
探
し
出
し
て
、
仮
説
を
作

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
講
義
で
は
教
科
書
や
参
考

書
が
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
演
習
で
は
、
何
を
読
む
か
も
自
ら
が
判
断
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
研
究
に
は
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
考
え
ら

れ
、
現
地
に
実
際
に
足
を
運
ん
で
観
察
す
る
こ
と
、
関
係

者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
こ
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
す
る

方
法
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
実
際
に
研

究
成
果
が
出
た
場
合
に
、
そ
の
意
味
づ
け
や
応
用
に
つ
い

て
も
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
ま
ま
で
未
知
と

思
わ
れ
て
き
た
世
界
に
つ
い
て
、
自
ら
で
地
図
を
作
っ
て

い
く
よ
う
な
こ
と
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
自
分
で
問
題
を
見
つ
け
出
し
、
そ
れ
を
自

ら
解
決
す
る
と
い
う
過
程
に
お
い
て
学
生
の
主
体
性
が
求

め
ら
れ
る
た
め
、
必
然
的
に
そ
れ
が
育
成
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
結
果
と
し
て
社
会
人
基
礎
力
を
高
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
経
営
学
部
で
は
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
演

習
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
演
習
の
研
究
成
果
を
報
告
す
る

経
営
学
会
研
究
発
表
大
会
や
他
大
学
の
演
習
と
の
交
流
な

ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

専
門
科
目
に
お
け
る
、
2
年
生
の
基
礎
演
習
、
3
・
4

年
生
の
演
習
だ
け
で
は
な
く
、
基
盤
教
育
（
一
般
教
育
）

に
お
け
る
演
習
科
目
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

演
習
を
通
じ
て
卒
業
論
文
を
書
き
上
げ
る
こ
と
が
一
つ

の
ゴ
ー
ル
と
な
る
は
ず
で
す
が
、
大
学
生
活
の
ス
タ
ー
ト

に
あ
た
る
1
年
生
に
は
、
基
礎
実
習
講
義
と
い
う
科
目
を

必
修
と
し
て
い
ま
す
。
初
年
次
に
お
け
る
大
学
教
育
へ
の

導
入
教
育
の
一
環
と
し
て
、
大
学
の
講
義
を
受
講
す
る
の

に
必
要
な
知
識
や
技
法
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
の
特
性

に
応
じ
て
学
ぶ
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

　

就
職
の
準
備
に
つ
い
て
は
、
全
学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
課

主
催
の
様
々
な
企
画
と
と
も
に
、
経
営
学
部
お
よ
び
各
学

科
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
企
画
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
演
習
を
履
修
し
な
か
っ
た
学
生
に
と
っ
て
も
、
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
個
別
指
導
を
す
る
機
会
を
設
け
て
い
る

学
科
も
あ
り
ま
す
。

　

経
営
学
部
で
は
公
認
会
計
士
、
中
小
企
業
診
断
士
、
税

理
士
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
技
能
士
、
統
計

検
定
、
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
な
ど
の
資
格
取
得
の
た
め
の
講

座
な
ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
課
外
の
も
の
が

多
く
、
学
生
は
自
ら
の
意
思
で
参
加
を
し
て
、
資
格
を
取

得
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
へ
の
様
々
な
ア
ン
ケ
ー
ト
や
授
業
時
の
発
言
な
ど

か
ら
、
学
生
の
主
体
性
を
育
む
た
め
の
様
々
な
機
会
を
用

意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
の
人
生
の
糧
と
な
る
よ
う

に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
を
常
に
見
直
し
て
、
最
適
な
も
の

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
東
洋
大
学
経
営
学

部
を
卒
業
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

一
層
の
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。
甫
水
会
の
会
員
の
皆
様

に
は
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

長島 広太
経営学部教授
早稲田大学商学部卒業・同大学大学院
商学研究科博士課程満期退学。
早稲田大学商学部助手、東京国際大学教授を経て
2008年から本学経営学部教授。
マーケティング専攻。インターネットを活用した
マーケティングを研究している。
日本ダイレクトマーケティング学会副会長。

学部だより

経
営
学
部
長　

長
島　

広
太

経
営
学
部
生
の

主
体
性
を
育
む
取
組
に
つ
い
て
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（
１
）
は
じ
め
に

　

法
学
部
で
は
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
学
生
の

主
体
性
の
育
み
を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
紹
介

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
は
、
東
洋
大
学
の
三
つ
の

柱
で
あ
る
「
国
際
化
」・「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」・「
哲
学
教
育
」

に
も
合
致
す
る
よ
う
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
法
学
を
学
習
す
る
上
で
学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
、
積
極

的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
２
）
国
際
化
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

学
部
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
三
つ
海
外
研
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
大
学
が
実

施
す
る
「
夏
季
英
語
音
声
学
セ
ミ
ナ
ー
」
で
す
。
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
は
、
英
語
の
発
音
・
聴
き
取
り
技
術
の
向
上
に
主

眼
を
置
い
た
二
週
間
集
中
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
英
語
音
声
学

の
理
論
と
実
践
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

つ
ぎ
に
、
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
行
わ
れ
る

語
学
研
修
で
す
。
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
会
が

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
と
合
同
で
設
置
す
る
語
学
研
修
へ
の
参

加
を
通
し
て
ド
イ
ツ
語
の
能
力
を
高
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
ド
イ
ツ
語
と
併
せ
て
法
律
の
学
び
も
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。
最
後
に
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ト
ロ

ム
ソ
大
学
に
お
け
る
平
和
学
研
修
が
あ
り
ま
す
。
現
地
大

学
に
お
け
る
英
語
の
講
義
を
通
し
て
、
教
育
・
社
会
経
済

発
展
お
よ
び
平
和
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
、
視
野
を
身
に

付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

学
部
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

「
公
務
員
対
策
講
座
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
法
学
部
を
目

指
す
学
生
に
は
将
来
、
公
務
員
を
志
す
者
が
多
く
い
ま
す
。

学
生
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
つ
つ
、
勉
学
の
環
境
を
整

え
る
た
め
に
予
備
校
と
提
携
し
た
対
策
講
座
を
設
け
て
い

ま
す
。
法
学
部
の
学
生
が
公
務
員
合
格
と
い
う
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
、
時
に
は
互
い
に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
切
磋
琢

磨
す
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
以
外
に
も
、
学
部
独
自
で
、
実
務
家
（
卒
業
生
）

に
よ
る
講
演
会
、
就
活
始
動
セ
ミ
ナ
ー
、
内
定
者
に
よ
る

就
活
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
行
い
、
就
職
活
動
を
迎
え
る
在
校

生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

（
４
）
哲
学
教
育
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
「
井
上
円
了
と
建
学
の
精
神
」
は
第
一
部
、
第
二
部
と

も
に
一
年
次
必
修
科
目
と
し
て
開
講
し
て
い
ま
す
。
創
立

者
で
あ
る
井
上
円
了
博
士
の
思
想
と
建
学
の
精
神
を
学
ぶ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
教
室
で
の
学
習
だ
け
で
は

な
く
、円
了
博
士
が
「
哲
学
を
テ
ー
マ
に
し
た
精
神
修
養
」

の
場
と
し
て
創
立
し
た
中
野
区
に
あ
る
哲
学
堂
公
園
を
見

学
し
、
哲
学
に
直
接
、
肌
で
ふ
れ
て
考
え
る
機
会
も
設
け
、

学
生
の
主
体
的
学
び
の
場
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

（
５
）
専
門
教
育
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

法
学
部
で
は
成
績
優
秀
者
、
検
定
試
験
や
資
格
試
験
で

一
定
の
成
績
を
修
め
た
学
生
を
表
彰
す
る
学
部
長
表
彰
制

度
が
あ
り
ま
す
。
学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
効

果
と
下
級
生
に
は
先
輩
た
ち
の
努
力
す
る
姿
を
見
せ
る
こ

と
に
よ
り
努
力
目
標
と
し
て
意
識
し
て
も
ら
う
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
一
方
で
、
一
定
の
単
位
取
得
基
準
を
充
た
せ
な

か
っ
た
学
生
を
対
象
に
し
た
単
位
僅
少
者
面
接
を
各
セ
メ

ス
タ
ー
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

右
以
外
に
も
、
法
学
部
長
杯
争
奪
法
律
討
論
会
、
法
学

部
長
杯
争
奪
ゼ
ミ
発
表
会
、
中
学
生
お
よ
び
高
校
生
を
対

象
と
し
た
主
権
者
教
育
へ
の
学
生
参
加
を
通
し
て
、
法
学

学
習
の
実
践
や
社
会
還
元
の
場
も
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

（
６
）
お
わ
り
に

　

本
年
度
、
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
お
よ
び
兵
庫
県
お
よ
び
大

阪
府
で
開
催
さ
れ
た
父
母
懇
談
会
に
参
加
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
直
接
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
七
月
七
日
、
兵
庫
県
地
方
は
大
雨
特
別
警
報

が
発
令
さ
れ
て
い
る
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
お
足

元
の
悪
い
中
お
出
か
け
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
保
護
者
の
皆
さ
ま

の
大
学
に
対
す
る
ご
期
待
の
大
き
さ
を
実
感
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
甫
水
会
会
員
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

※
14
（
と
ー
よ
ー
め
ー
る
）
に
つ
い
て

　

法
学
部
で
は
、
法
学
部
と
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
つ
な
ぐ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
、毎
月
一
四
（
と
ー
よ
ー
）

日
に
連
絡
用
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録
に
つ
い
て
は
以
下
の
ア
ド
レ

ス
か
ら
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
http://toyodaigakuhougakubu.renrak.m

obi/

学部だより

法
学
部
長　

井
上　

貴
也

法
学
部
に
お
け
る
学
生
の
主
体
性
を

育
む
取
り
組
み
に
つ
い
て

井上 貴也
法学部教授
東洋大学大学院法学研究科私法学専攻博士後期課程
満期退学、法学部講師、助教授、准教授を経て
二〇〇八年四月より教授。
趣味は、鉄道を利用した旅行、法律史跡めぐり。
専門は、商法、会社法
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社
会
学
部
の
教
育
の
特
色
と
し
て
、
実
習
を
重
視
し
て

い
る
こ
と
が
第
一
に
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
60
年
近

く
の
学
部
の
歴
史
の
中
で
、
一
貫
し
て
保
た
れ
て
き
ま
し

た
。
中
心
を
担
っ
て
き
た
の
は
社
会
調
査
の
実
習
で
、
社

会
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
学
生
自
ら
が
設
定
し
、

客
観
的
・
実
証
的
に
と
ら
え
る
た
め
の
調
査
を
自
ら
計
画

し
て
実
施
し
、
報
告
と
し
て
ま
と
め
る
と
い
う
作
業
を
と

お
し
て
、
学
生
の
主
体
性
を
育
む
教
育
を
実
践
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
学
部
共
通
の
社
会
調
査
に
加
え
て
、

学
科
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
実
習
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
問

題
設
定
か
ら
研
究
の
実
施
、
成
果
の
公
表
ま
で
、
教
員
か

ら
の
指
示
を
極
力
抑
え
、
学
生
の
自
主
的
な
活
動
を
促
す

こ
と
で
、
主
体
性
を
育
む
教
育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
社
会
福
祉
学
科
で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
活

動
を
重
視
し
て
お
り
、
福
祉
施
設
は
も
と
よ
り
、
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
学
習
支
援
、
被
災
地

に
お
け
る
復
興
支
援
、
余
暇
を
持
て
余
す
障
が
い
の
あ
る

人
た
ち
と
の
活
動
、
元
気
な
高
齢
者
た
ち
と
の
地
域
づ
く

り
、
営
利
企
業
が
展
開
す
る
社
会
貢
献
活
動
な
ど
、
幅
広

い
フ
ィ
ー
ル
ド
で
学
生
た
ち
が
学
び
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
で
は
、
学
生
が
自
ら
進
ん
で
関
わ
り
た
い

活
動
に
飛
び
込
む
こ
と
で
、
生
き
生
き
と
学
習
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
経
験
は
学
生
の
主
体
性

を
育
み
、
大
学
生
活
全
般
に
肯
定
的
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
学
科
の
イ
ブ
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
で

は
、
起
業
に
関
連
す
る
外
部
講
師
を
招
聘
し
て
社
会
人
基

礎
力
の
涵
養
に
つ
な
げ
る
試
み
や
、「
働
き
な
が
ら
学
ぶ
」

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
学
生
が
社
会
福
祉
法
人
、
福
祉

系
企
業
な
ど
で
働
い
て
生
活
の
糧
を
得
な
が
ら
、
主
体
的

に
学
習
す
る
と
い
う
試
み
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
文
化
シ
ス
テ
ム
学
科
で
も
、「
社
会
文
化
体
験
演

習
」
な
ど
の
授
業
で
、
現
場
で
の
学
生
間
・
学
生
と
教
員

間
の
協
働
学
習
を
通
し
て
学
生
の
主
体
性
と
自
信
、
多
文

化
社
会
に
生
き
る
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を
重
ね
て
い
ま

す
。

　

メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は
、
独
自
の

「
H
i
T
S
（
白
山
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
T
V
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
お
り
、
文
京
区
白
山

お
よ
び
そ
の
周
辺
の
地
域
情
報
を
中
心
と
し
て
、
学
生
が

企
画
、
取
材
、
編
集
し
た
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
（
作
品
）
を

学
外
へ
向
け
て
継
続
的
に
発
信
す
る
と
い
う
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
主
に
1
年
生
を
対

象
と
し
た
自
主
的
な
課
外
活
動
で
、
学
科
教
員
は
学
生
が

主
体
的
に
企
画
か
ら
学
外
者
と
の
取
材
交
渉
、
作
品
の
完

成
ま
で
を
行
え
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
学
の
予
算
支
援
を
受
け
た「
新
聞
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
朝
日
新
聞
・
読
売
新
聞
の
ど
ち
ら
か
を
1
年
生
全

員
に
1
年
間
講
読
さ
せ
、
ま
た
授
業
の
中
で
新
聞
社
か
ら

の
講
演
者
の
講
演
を
聴
か
せ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を

材
料
と
し
て
社
会
や
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ト

ピ
ッ
ク
・
話
題
に
つ
い
て
主
体
的
に
議
論
や
考
察
を
行
わ

せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
希
望
者
を
朝
日
新
聞
社
・
読
売
新

聞
社
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
か
せ
る
と
い
う
試
み
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
科
主
催
の
就
職
活
動
支

援
講
座
を
年
に
2
～
3
回
開
催
し
、卒
業
生
、メ
デ
ィ
ア
・

I
T
関
連
企
業
、
就
活
が
終
わ
っ
た
4
年
生
な
ど
に
、
メ

デ
ィ
ア
・
I
T
関
連
の
採
用
動
向
や
企
業
が
求
め
る
人
材
、

就
職
活
動
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
支
援
講
座
を
通
し
て
、
卒
業
後
の
進
路
に
つ

い
て
主
体
的
に
考
え
さ
せ
、
卒
業
生
・
企
業
と
積
極
的
に

交
流
す
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

社
会
心
理
学
科
で
は
、
特
に
初
年
次
教
育
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
1
年
次
の
基
礎
演
習
に
お
い
て
、
学
生
一
人
一

人
に
対
し
て
主
体
的
・
積
極
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
育
成
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
科
独
自
の
実
験

実
習
科
目
が
1
年
次
か
ら
開
講
さ
れ
て
お
り
、
学
生
は
少

人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
実
験
を
計
画
し
実
施
す
る
よ
う
に
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
験
実
習
を
通
し
て
社
会
心
理
学
の

研
究
に
関
心
を
持
ち
、
自
主
的
・
主
体
的
に
学
ぶ
意
欲
が

高
ま
る
こ
と
を
意
図
し
て
お
り
、
最
終
的
に
卒
業
論
文
の

執
筆
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

社
会
学
科
で
は
卒
業
論
文
を
必
修
と
し
て
お
り
、
自
分

の
追
究
し
た
い
テ
ー
マ
を
自
分
で
探
し
て
、
自
信
を
も
っ

て
書
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
ゼ
ミ
で
4
年
間
を
か
け
て

導
く
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

大島　尚
社会学部教授
1975年東京大学工学部計数工学科卒業、1978年東京
大学大学院人文科学研究科心理学専攻博士課程中退。
文学修士。1978年東京大学文学部助手、1985年東洋
大学社会学部専任講師、1988年同助教授、1995年同
教授となり現在に至る。
教務部長、国際交流センター長、大学院社会学研究
科長などを歴任。認知心理学、社会心理学を専門と
し、情報システムと人間、対人関係とコミュニティ
意識、価値観の文化差などの研究を行ってきた。現
在は、人工知能の社会的意義に関心を持っている。

学部だより

社
会
学
部
長　

大
島　

尚

社
会
学
部
に
お
け
る

学
生
の
主
体
性
を
育
む
取
り
組
み
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1
．
学
生
の
主
体
性
と
本
学
部
の
教
育
活
動

　

国
際
学
部
は
、
経
済
、
貧
困
、
環
境
、
紛
争
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
発
生
し
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
に
お
い
て
、
地

域
の
多
様
性
と
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
ス
テ
ム
と
の
関

連
性
の
理
解
に
基
づ
い
て
、
経
済
、
社
会
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

シ
ス
テ
ム
に
変
革
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
を
起
こ
し
う
る
人
材

を
育
成
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
科
（
以
下
、

G
I
N
O
S
）」
と
、
多
様
な
地
域
に
お
け
る
課
題
解
決
と
自

律
的
な
発
展
に
貢
献
し
う
る
人
材
を
育
成
す
る
「
国
際
地
域
学

科
（
以
下
、
R
D
S
）」
の
2
学
科
体
制
で
昨
年
4
月
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
対
し
て
、
実
践
的
な
活
動
を
展
開
で
き
る
人
材
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
が
卒
業
し
た
の
ち
上
記
の
よ
う
な
実
践
的
な
人
材
と
し

て
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
や
そ
し
て
地

域
の
諸
問
題
に
対
す
る
知
識
と
そ
れ
を
分
析
す
る
能
力
、
異
文

化
環
境
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
他
、
課
題
解
決

に
向
け
た
実
践
的
能
力
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
構
想
・
推
進
し

て
い
く
た
め
の
構
想
力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力
を
磨
く
こ
と
を

本
学
部
の
教
育
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
実
践
的
能

力
や
構
想
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力
は
主
体
性
が
前
提
と
な
っ

て
お
り
、
両
学
科
で
行
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
は
主
体

性
を
育
む
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
G
I
N
O
S
や
R
D
S
の
国
際
地
域
専
攻
に
在
籍

す
る
日
本
人
学
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
1
年
間
お
よ
び
5
週
間
の
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
か
ら
離
れ
て
異
文
化
環
境
で
生
活
し
て
い
く
中
で
学
生
は

自
ら
考
え
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
お
の
ず
と

主
体
性
が
身
に
つ
い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
他
に
も

両
学
科
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
2
つ
を
取
り
上
げ
て
以
下

で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
．
G
I
N
O
S
に
お
け
る
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

G
I
N
O
S
で
は
、T

ravel 

（
旅
し
て
）、Play 

（
演
じ
て
）、

D
ialogue 

（
対
話
す
る
）
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
多
彩
な

教
育
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
創
造

性
（Creativity

）
を
高
め
る
実
践
的
演
習
と
し
て
「
演
劇
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
女
優
・
山
中
結
莉
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
演

劇
を
通
じ
て
「
伝
え
る
」
よ
り
「
相
手
へ
伝
わ
る
こ
と
」
を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
8
月
の
予
備

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

さ
ら
に
今
年
2
月
12

～
21
日
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
延

べ
30
名
の
学
生
が
参

加
し
、
参
加
者
自
ら

が
主
体
的
に
演
じ
る

こ
と
に
よ
り
、
相
手

に
伝
わ
る
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
を
実

践
的
に
学
び
ま
し

た
。　

3
．
R
D
S
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
P
S
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

　

R
D
S
で
の
学
び
の
ベ
ー

ス
に
な
る
の
は
、T

hink 

Globally, A
ct Locally = 

G
lobalization from

 the 

Bottom

 U
p - 

「
地
に
足
の

着
い
た
グ
ロ
ー
バ
ル
を
！
」

と
い
う
言
葉
で
あ
り
、
国
内

外
で
の
調
査
型
研
修
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
実
践
型
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
、
多
く

の
学
生
が
履
修
で
き
る
よ
う

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
6
月
21
日
に
、
こ
の
よ
う
な
実
践
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
て
成
果
を
挙
げ
た
学
生
の
中
か
ら
選
抜
さ
れ
た
学
生
が

そ
の
成
果
を
報
告
す
る
“
第
1
回
P
S
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
”
を

井
上
円
了
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
国
際
地
域
学
科
学
生
約

5
0
0
名
が
集
ま
る
な
か
、
実
際
の
社
会
で
実
践
を
す
る
う
え

で
の
難
し
さ
や
自
身
の
成
長
に
つ
い
て
、
6
組
の
学
生
が
そ
れ

ぞ
れ
の
経
験
を
も
と
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の

中
か
ら
最
優
秀
発
表
賞
を
み
ん
な
で
選
出
す
る
と
と
も
に
、
各

発
表
に
対
す
る
学
科
教
員
か
ら
の
講
評
を
受
け
、
そ
れ
ら
の
活

動
の
意
義
を
改
め
て
確
認
し
、
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学部だより

国
際
学
部
長　

荒
巻　

俊
也

学
生
の
主
体
性
を
育
む
国
際
学
部
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

荒巻 俊也
国際学部教授
東京大学工学部卒
同大学大学院工学系研究科博士課程修了
博士（工学）
2008年国際地域学部着任
専門は環境科学・環境工学
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個
人
的
は
昔
話
か
ら
の
書
き
出
し
で
恐
縮
で
す
。
私
が

中
学
校
に
入
学
し
た
と
き
の
最
初
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
、

ク
ラ
ス
担
任
が
黒
板
に
大
き
く
「
勉
強
」
と
書
き
、
こ
の

意
味
が
わ
か
る
か
と
尋
ね
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
質
問
に

対
し
、「
小
学
生
で
は
あ
る
ま
い
し
、
こ
の
教
師
は
い
ま

さ
ら
何
を
聞
き
た
い
の
か
」
と
訝
し
く
思
っ
た
こ
と
を
鮮

明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ク
ラ
ス
担
任
は
私
た
ち
に
、「
強
い
て
勉
め
る
こ

と
」、
つ
ま
り
、「
や
り
た
く
な
い
こ
と
を
無
理
し
て
で
も

行
う
こ
と
が
勉
強
だ
」
と
言
い
た
か
っ
た
の
で
す
。
私
は
、

こ
の
説
明
を
聞
き
、「
な
る
ほ
ど
勉
強
と
は
そ
う
い
う
も

の
か
」
と
納
得
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
来
怠
け
者
の
私

に
は
、
担
任
の
教
え
に
従
う
こ
と
が
き
ず
、
怠
け
癖
が
出

る
と
机
の
ま
え
に
座
る
こ
と
が
苦
痛
に
な
り
、「
座
る
」

と
い
う
練
習
か
ら
始
め
た
こ
と
が
た
び
た
び
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
東
洋
大
学
に
奉
職
し
教
師
に
な
っ
た
と
き
、「
教

師
な
の
だ
か
ら
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
感
じ
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
数
年
経
っ
た
と
き
、「
教
師
が
一

方
的
に
教
え
る
か
ら
学
生
は
学
ば
な
い
の
だ
」
と
気
づ
き

ま
し
た
。

　

確
か
に
、
教
師
は
、
教
え
る
こ
と
を
生
業
に
す
る
職
業

で
す
。
し
か
し
、
教
え
る
（
＝
動
作
の
出
し
手
）
と
学
ぶ

（
＝
動
作
の
受
け
手
）
の
関
係
が
固
定
化
す
れ
ば
、
学
生

は
常
に
受
け
身
に
な
り
、
自
分
か
ら
学
ぶ
姿
勢
を
養
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
教
師
の
職
務
は
、
学
生
が
学
ぶ
た
め

の
道
程
づ
く
り
で
あ
る
と
気
づ
い
た
の
で
す
。

　

と
言
っ
て
も
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
す
だ
け
で
は
、
主

体
的
に
学
べ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
前
述

し
た
「
勉
め
て
強
い
る
」
こ
と
に
よ
り
、
学
び
の
姿
勢
を

つ
く
り
だ
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
当
学
部
で
は
、

宿
題
や
自
習
課
題
を
多
く
出
す
こ
と
で
、
こ
の
姿
勢
づ
く

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
学
部
で
は
、
2
年
次
に

5
つ
の
専
門
分
野
に
分
か
れ
学
習
し
ま
す
が
、
そ
の
5
分

野
に
定
員
を
設
け
、
成
績
順
に
定
員
ま
で
希
望
者
を
受
け

入
れ
る
と
い
う
方
式
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
方
式
に

よ
り
、
1
年
次
に
勉
強
す
る
習
慣
を
確
立
し
た
い
か
ら
で

す
。

　

一
方
、
知
識
を
与
え
て
も
多
く
の
場
合
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
廃
れ
、
忘
れ
ら
れ
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
れ
で
は
、

主
体
的
な
学
び
に
直
結
し
ま
せ
ん
。
知
識
は
、
応
用
す
る

こ
と
で
深
み
が
増
し
、
さ
ら
な
る
知
識
を
得
た
い
と
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
当
学
部
で
は
、「
理
論
と
実
践
と
の
融
合
」

を
教
育
の
基
盤
に
据
え
、
座
学
だ
け
で
な
く
、
観
光
が
生

起
す
る
「
現
場
」
で
学
ぶ
こ
と
を
学
生
に
奨
め
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
の
一
分
野
に
、「
メ
ニ
ュ
ー

企
画
論
」
と
い
う
授
業
が
あ
り
ま
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

知
識
を
応
用
し
な
が
ら
、
料
理
を
企
画
し
、
コ
ス
ト
計
算

し
な
が
ら
、
販
売
す
る
商
品
を
考
案
す
る
と
い
う
授
業
で

す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
、
企
画
さ
れ
た
商
品
は
、
メ

ニ
ュ
ー
冊
子
に
掲
載
さ
れ
、
顧
客
に
提
示
さ
れ
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
い
ざ
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
す
る
と
き
、
ど
の
よ
う

な
順
番
で
商
品
を
展
開
す
べ
き
か
が
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
の
手
法
を
解
説
す
る
書
籍
が
な
く
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は

企
業
内
に
蓄
積
さ
れ
、
私
た
ち
が
見
聞
で
き
な
い
か
ら
で

す
。
し
か
し
、
メ
ニ
ュ
ー
冊
子
の
作
り
方
が
わ
か
ら
な
け

れ
ば
、
メ
ニ
ュ
ー
企
画
論
と
い
う
授
業
を
行
っ
て
も
画
龍

点
睛
を
欠
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
学
生
に
対
し
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の

現
場
を
訪
ね
、
実
際
の
メ
ニ
ュ
ー
冊
子
の
構
成
が
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
顧
客
が
ど
の
よ
う
手
順
で
メ

ニ
ュ
ー
を
見
て
い
る
か
観
察
し
て
来
な
さ
い
と
指
導
し
て

い
ま
す
。

　

観
光
は
、
現
場
が
あ
っ
て
初
め
て
成
立
す
る
学
問
で
あ

り
、
現
場
を
知
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
で
す
か
ら
、
私

た
ち
は
、
1
年
生
全
員
を
海
外
に
連
れ
出
し
、
国
際
観
光

の
現
場
を
皮
膚
感
覚
で
体
験
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
シ
ッ
プ
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
現
場
で
感
じ
た
疑
問
を
教
室
に
持
ち
帰

り
、
そ
の
疑
問
を
質
問
と
い
う
形
式
で
教
師
に
問
い
か
け

た
り
、
個
人
的
に
詳
し
く
調
べ
直
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
勉
強
に
興
味
を
抱
く
と
思
わ
れ
、
ま
た
主
体
的

な
学
び
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

論
語
に
、「
学
び
て
と
き
に
之
を
習
う
」
と
い
う
一
節

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
対
し
て
、「
見
聞
し
て
こ
れ
を
習
う
」

と
い
う
手
法
が
、
私
た
ち
国
際
観
光
学
部
の
主
体
的
な
学

び
に
必
要
で
は
な
い
か
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

学部だより

国
際
観
光
学
部
長　

飯
嶋　

好
彦

学
生
が
主
体
的
に
学
ぶ
た
め
の

取
り
組
み
つ
い
て

飯嶋 好彦
国際観光学部教授
東京大学卒業
横浜市立大学大学院経営学研究科
後期課程単位取得満期退学
京浜急行電鉄株式会社勤務を経て
1999年　短期大学観光学科着任
2001年　国際地域学部転籍
　専門はサービス経営学
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文
・
芸
・
理
の
融
合
と
は

　

現
在
、
新
た
な
情
報
の
時
代
が
到
来
し
て
、
学
問
に
お
い
て

も
従
来
の
文
系
や
理
系
と
い
う
考
え
方
で
分
け
る
の
が
難
し
い

中
間
領
域
が
多
く
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
が
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
主
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
最
近
ビ
ジ

ネ
ス
の
分
野
で
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
と
い
う
も
の
が
大
変
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
と
「
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
」を
融
合
さ
せ
た
新
し
い
造
語
で
す
。コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
た
金
融
の
考
え
方
で
、

そ
の
範
囲
に
は
当
然
電
子
マ
ネ
ー
と
か
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
よ
う

な
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
技
術
が
登
場
す
る
こ
と

に
よ
り
、
経
済
学
な
ど
も
こ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
新

し
い
モ
デ
ル
を
創
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
て
、
た

と
え
ば
運
輸
業
で
は
ウ
ー
バ
ー
が
タ
ク
シ
ー
の
あ
り
方
を
ま
っ

た
く
新
た
な
も
の
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
世
界
は
も
の
す
ご
く
大
き
な
変
化
の
渦
中
に
あ
る
と
い

え
ま
す
。
従
来
の
学
問
分
野
は
ネ
ッ
ト
社
会
誕
生
以
前
に
作
ら

れ
た
も
の
で
す
の
で
、
こ
れ
だ
け
で
は
こ
れ
ら
を
カ
バ
ー
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
こ
そ
新
た
な
学
問
の
体
系
を
打
ち
立
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
が
情
報
連
携
学
部（
I
N
I
A
D
）

な
の
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
が
中
核
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
ビ
ジ
ネ
ス
や
デ
ザ
イ
ン
、

そ
し
て
シ
ビ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
い
っ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
関
わ
り
の
深
い
分
野
を
含
め
、
そ
れ
ら
を
再
構
築
し
て
新

た
な
学
部
を
創
っ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
う
新
し
い
学
問
が
登

場
し
て
い
ま
す
。I
o
T
時
代
の
現
在
、リ
ア
ル
で
着
実
な
デ
ー

タ
が
大
量
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
人
間
の
経
験
と
勘
で
動
か
し

て
き
た
こ
れ
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
異
な
り
、
I
o
T
や
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
の
技
術
を
使
い
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
そ
れ
を
、
人

工
知
能
や
機
械
学
習
と
い
っ
た
技
術
を
使
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

解
析
さ
せ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
起
こ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

新
し
い
時
代
の
「
デ
ザ
イ
ン
」
と
は

　

現
在
で
は
3
D
プ
リ
ン
タ
の
登
場
に
よ
り
、
昔
と
は
ま
っ
た

く
違
っ
た
方
法
で
物
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
製
品
開
発
は
ま
す

ま
す
容
易
に
な
っ
て
い
ま
す
。
考
え
て
い
る
も
の
を
制
約
な
く

形
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
今
、
デ
ザ
イ
ン
と
は
何
か
を
再
考
す

る
必
要
が
で
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ユ
ー

ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
の
考
え
方
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
て
、

い
ろ
い
ろ
な
ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
に
集
約
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
単
に
画
面
操
作

だ
け
で
な
く
、
音
声
認
識
、
位
置
認
識
、
モ
ー
シ
ョ
ン
検
出
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
駆
使
し
て
、
よ
り
よ
い
ユ
ー
ザ
エ
ク
ス

ペ
リ
エ
ン
ス
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
考
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
ビ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
も
進
化
す
る

　

従
来
は
、
シ
ビ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
い
う
と
、
主
に
イ

ン
フ
ラ
を
つ
く
る
こ
と
が
ベ
ー
ス
で
し
た
。
都
市
や
街
を
つ
く

る
と
き
に
、
道
路
や
上
下
水
道
を
ど
う
引
く
か
と
い
う
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
。
し
か
し
、
先
進
国
で
そ
う
い
う
も
の
が

当
た
り
前
に
な
っ
て
く
る
と
、
次
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
は

ク
オ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ど
う
形
成

す
る
の
か
、
少
子
高
齢
社
会
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
、
ま

た
、
都
市
と
地
方
の
格
差
を
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
の
か
。
こ

れ
ら
の
課
題
を
、
こ
れ
か
ら
は
前
面
に
打
ち
出
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
時
代

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
し
て
は
、
大
型
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
バ
ッ
チ
処
理
の
時
代
か
ら
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
の
時
代
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
時
代
、
そ

し
て
ネ
ッ
ト
の
時
代
、
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
時
代
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。ネ
ッ
ト
の
時
代
で
は
、ク
ラ
ウ
ド
と
エ
ッ

ジ
で
処
理
を
ど
の
よ
う
に
分
担
さ
せ
る
か
と
い
っ
た
研
究
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
I
o
T
の
時
代
で
は
、

従
来
の
情
報
処
理
の
技
術
と
組
込
み
技
術
が
融
合
す
る
と
い
う

時
代
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
学
問
の
枠
組
み
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
化
す

る
と
い
う
時
代
に
、
従
来
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
ま
ま
で
は
な
く
、

そ
の
変
化
に
対
し
て
新
た
な
挑
戦
を
し
よ
う
と
す
る
の
が

I
N
I
A
D
な
の
で
す
。
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2003年紫綬褒章。2006年日本学士院賞受賞。

学部だより

東
洋
大
学
情
報
連
携
学
部 

Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ 

学
部
長　

坂
村　

健

東
洋
大
学
情
報
連
携
学
部 

Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る

人
材
を
育
成
す
る
」
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甫
水
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
学
部
の
教
育
に
対

し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、

心
よ
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ま
も
ご
存
知
の

と
お
り
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
は
今
年
で
14
年
目
を
迎

え
ま
す
。
我
が
国
が
こ
れ
か
ら
直
面
す
る
少
子
高
齢
人
口

減
少
社
会
に
お
い
て
、
豊
か
な
Q
O
L
を
創
造
す
る
使
命

を
持
っ
た
学
部
で
す
。
学
部
に
は
生
活
支
援
学
科
（
生
活

支
援
学
専
攻
・
子
ど
も
支
援
学
専
攻
）、
健
康
ス
ポ
ー
ツ

学
科
、
人
間
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
が
独
立
し
た
学
部
と
し
て
も
成
り
立
つ
よ
う
な
、
個
性

と
独
自
性
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
が
融
合
し
て
、

高
齢
者
対
策
や
子
育
て
、
健
康
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
等

を
創
造
し
て
い
く
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
学
部
の
性
質
上
、
人
間
や
地
域
社
会
と
直
接
に
関
わ

る
機
会
が
多
く
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
所
在
す
る
地
元
自
治
体

で
あ
る
朝
霞
市
と
の
包
括
協
定
を
結
ぶ
な
ど
、
地
域
と
密

着
し
た
教
育
や
研
究
、
そ
し
て
社
会
貢
献
等
が
展
開
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

朝
霞
市
と
の
関
係
の
中
で
は
、
多
く
の
教
員
が
各
種
行

政
委
員
会
の
委
員
長
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
で
か
か
わ
り
を

持
た
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
他
、
市
民
講
座
の
講
師
等
も

担
当
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
大
学
の
施
設
を
開
放
し
て

の
「
子
ど
も
大
学
あ
さ
か
」、「
放
課
後
キ
ャ
ン
パ
ス
」、「
子

育
て
サ
プ
リ
」、「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
倶
楽
部
A
S
A
K
A
」、

「
K
e
e
p 

A
c
t
i
v
e
」
等
の
社
会
貢
献
活
動
も

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
は
必
ず
学
生
が

参
加
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
学
生
の
専
門
性
の
習
得
や

学
習
意
欲
の
向
上
、
そ
し
て
何
よ
り
も
主
体
的
意
欲
の
涵

養
に
役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
授

業
や
実
習
・
演
習
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
朝
霞
市
内
の

環
境
や
施
設
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
学
生
が
住
民
の
方

や
専
門
職
ま
た
は
多
く
の
関
係
者
の
方
々
と
の
接
点
持
つ

こ
と
に
よ
る
教
育
効
果
は
絶
大
な
も
の
が
あ
る
と
評
価
し

て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
学
生
と
教
員
が
地
域
と
か
か
わ
る
活
動
は
地

元
自
治
体
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東
京
都
北
区
や
川
越
市
、

飯
能
市
、
南
会
津
、
遠
く
は
青
森
県
深
浦
町
、
北
海
道
今

金
町
な
ど
、
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
多
く
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
最
近
は
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
海

外
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。
お

そ
ら
く
こ
れ
ら
の
実
践
は
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
教
員

の
も
つ
教
育
精
神
の
支
柱
に
あ
る
「
現
場
主
義
」
や
「
実

践
主
義
」
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
学
部
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
と
と
も
に
、
教
育

的
な
強
み
で
あ
る
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　

お
時
間
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
一
度
大
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
お
開
き
頂
き
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
の
取
り

組
み
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
と
く
に
各
学
科

や
専
攻
で
は
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
の
中
で
、
今
回
ご
紹
介
申
し
上
げ
た
活
動
が
タ
イ

ム
リ
ー
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ま
に
は
既
に
ご
承
知
の
方
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
2
0
2
1
年
に
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
は
東

京
都
北
区
赤
羽
に
移
転
を
い
た
し
ま
す
。
こ
の
赤
羽
台

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
既
に
情
報
連
携
学
部
が
昨
年
度
よ
り
設

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
隣
の
敷
地
に
移
転
が
決
定

し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
2
0
2
3
年
に
は
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
学
部
を
改
組
し
、
福
祉
系
学
部
と
健
康
ス
ポ
ー
ツ
系

学
部
、
二
つ
の
新
学
部
を
つ
く
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
北
区
は
少
子
高
齢
が
急
速
に
進
み
、
様
々
な
課

題
を
抱
え
る
地
域
で
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
移
転
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
、
そ
し
て
そ
の
後

の
2
つ
の
新
学
部
は
多
く
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
い
た
だ
く
こ

と
に
な
ろ
う
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
完
了
す
る
た
め
の
、
様
々
な
取
り
組
み
に
対
し
て
学
生

を
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
少
子
高
齢
人
口
減
少
社
会

を
生
き
抜
け
る
力
と
、
創
造
的
に
切
り
開
い
て
い
け
る
能

力
が
学
生
に
備
わ
る
も
の
と
期
待
し
、
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
の
取
り
組
み
に
対
し

て
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学部だより

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
長　

齊
藤　

恭
平

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
の

「
現
場
主
義
」と「
実
践
主
義
」

齊藤 恭平
ライフデザイン学部教授
1960年　函館市生まれ。
1984年　順天堂大学体育学部（現スポーツ健康科学

部）健康学科卒業
1986年　同大学院体育学研究科修士課程修了
2012年　博士（医学）学位取得
1986年　順天堂大学助手　
1995年　函館短期大学講師〜助教授〜教授
2007年　東洋大学ライフデザイン学部健康スポーツ

学科教授
2017年　同学部　学部長

専門は健康社会学・ヘルスプロモーション
地方自治体の健康増進計画策定や健康づくり事業の企画
立案評価等が専門。
東京都北区オリンピック・パラリンピック・リレーションシップ会議 座長
東京都板橋区文化国際交流財団　理事
飯能市健康体力づくり市民会議　アドバイザー
北海道健康づくり協会　監事　
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理
工
学
部
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
入
学
時
に
「
人
は

な
ぜ
学
ぶ
の
か
？
」
を
し
っ
か
り
考
え
て
み
て
頂
く
よ
う

お
願
い
を
し
ま
し
た
。
学
ぶ
の
は
、
単
に
知
識
を
得
る
た

め
で
も
、
職
を
得
る
た
め
で
も
、
地
位
を
得
る
た
め
で
も
、

人
に
教
え
る
た
め
で
も
、
人
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
た
め
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
を
磨
く
た
め
で
す
。
自
分
を
磨

く
の
は
、
人
々
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
て
学
業
に
励
み
、

様
々
な
体
験
を
積
む
の
が
東
洋
大
学
の
心
で
も
あ
る
こ
と

を
お
話
し
ま
し
た
。
多
様
な
価
値
観
を
学
習
し
理
解
す
る

こ
と
に
よ
り
、
自
己
の
哲
学
（
人
生
観
・
世
界
観
）
を
持

て
る
よ
う
に
な
り
、
先
入
観
や
偏
見
に
と
ら
わ
れ
ず
、
物

事
の
本
質
に
迫
り
、
論
理
的
・
体
系
的
に
深
く
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
向

け
競
技
用
国
産
カ
ヌ
ー
の
開
発

　

流
体
力
学
、
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ク
ス
、
人
間
工
学
、
日

本
の
物
作
り
技
術
、
素
材
、
船
作
り
な
ど
に
関
わ
る
異
分

野
の
技
術
者
お
よ
び
専
門
家
が
集
ま
り
日
本
人
に
適
し
た

国
産
カ
ヌ
ー
を
開
発
し
、
日
本
人
選
手
に
金
メ
ダ
ル
を
獲

ら
せ
る
。
そ
ん
な
夢
を
実
現
す
べ
く
国
産
カ
ヌ
ー
開
発
水

走
（
み
つ
は
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

現
在
競
技
用
カ
ヌ
ー
は
、
主
に
東
欧
の
限
ら
れ
た
国
々
で

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
欧
米
人
の
体
格
に
合
わ

せ
、
選
手
や
職
人
の
経
験
を
元
に
作
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
学
で
は
、
大
学
が
研
究
成
果
に
よ
り
得
ら
れ
て

き
た
「
知
」
と
企
業
が
有
す
る
「
技
術
」
を
融
合
さ
せ
、

世
界
の
ト
ッ
プ
を
目
指
せ
る
日
本
人
の
体
格
に
合
わ
せ
た

船
艇
の
開
発
を
産
学
連
携
に
よ
り
、
学
生
の
皆
さ
ん
と
共

に
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
す
る
カ
ヌ
ー
は
、
急
流
の
中

で
関
門
を
通
過
す
る
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技
用
で
す
。
そ
の
た

め
船
艇
に
は
、
高
い
直
進
性
と
旋
回
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
設
計
に
は
、
生
物
の
優
れ
た
機
能
を
生
か
し
て
物

づ
く
り
を
進
め
る
「
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ク
ス
」
に
よ
り
高

い
旋
回
性
、「
流
体
力
学
」
に
よ
り
川
の
流
れ
を
生
か
し

た
高
い
直
進
性
、「
人
間
工
学
」
に
よ
り
日
本
人
に
合
っ

た
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
を
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
レ
ー
シ
ン

グ
カ
ー
に
も
用
い
ら
れ
る
C
F
R
P
（
炭
素
繊
維
強
化
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
）
に
よ
り
、
軽
く
強
い
船
艇
を
産
学
連
携
に

よ
り
製
作
し
ま
し
た
。
こ
の
船
艇
を
「
水
走
（
み
つ
は
）」

と
名
付
け
、
現
在
ま
で
コ
ン
セ
プ
ト
艇
（
0
号
艇
）、
試

作
艇
（
1
号
艇
）
の
開
発
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
取

り
組
み
を
通
し
、
広
い
基
盤
的
な
理
学
的
知
見
を
持
っ
て
、

先
端
的
な
科
学
分
野
を
創
造
的
に
切
り
開
く
人
材
育
成
に

つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

理
工
系
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

　

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
し
て
い
る
企
業
に
対
し
て
、
学
生

の
皆
さ
ん
自
身
が
感
じ
て
い
る
敷
居
の
高
さ
を
払
拭
し
て
、

海
外
へ
の
興
味
を
持
っ
て
頂
き
、
世
界
に
目
を
向
け
て
も

ら
い
、
異
文
化
理
解
や
協
調
性
を
獲
得
し
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
創
成
事

業
を
意
識
し
て
入
学
し
た
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
満
足
し
て

頂
け
る
よ
う
、
海
外
留
学
が
出
来
る
水
準
へ
と
引
き
上
げ

ら
れ
る
学
習
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
全
学
T
G
L
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
連
動
し
た
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
の
3
か
所
に
用

意
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス

（
G
C
S
）
で
は
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
、
英
語

初
級
ミ
ニ
講
座
な
ど
独
自
講
座
を
開
講
し
、
留
学
生
と
の

交
流
イ
ベ
ン
ト
や
海
外
の
記
念
日
に
関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
M
O
O
C
s
や
T
E
D
な
ど
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
さ
れ
て
い
る
優
れ
た
英
語
で
の
教
材

を
利
用
し
た
学
習
環
境
を
整
備
し
、
適
切
に
フ
ォ
ロ
ー
す

る
こ
と
で
自
主
学
習
の
定
着
を
図
る
支
援
体
制
も
整
え
ま

し
た
。　

　
「
わ
く
わ
く
」
し
な
が
ら
目
的
意
識
を
も
っ
て
熱
中
で

き
る
も
の
に
学
生
の
皆
さ
ん
が
出
会
え
る
よ
う
、
い
ろ
い

ろ
な
興
味
・
関
心
を
持
っ
た
学
生
さ
ん
達
の
心
に
響
か
せ

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
若

い
皆
さ
ん
が
、
日
々
、
生
き
生
き
と
輝
き
、
明
る
く
微
笑

み
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
環
境
を
創
出
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組
に
は
各
方
面
の
多
く
の

皆
様
の
叡
智
が
不
可
欠
で
す
。
何
卒
、
ご
指
導
、
ご
協
力
、

ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学部だより

理
工
学
部
長　

寺
田　

信
幸

先
端
的
な
科
学
分
野
を
創
造
的
に

切
り
開
く
人
材
育
成
成

寺田 信幸
東洋大学理工学部生体医工学科教授
　1952年大阪に生まれる。1976年に東邦大学理学部
生物学科を卒業。1976年信州大学医学部附属病院、
1978年国立循環器病センターを経て、1982年山梨医
科大学生理学講座に助手として赴任。1992年に博士
（医学）取得（山梨医科大学）、同年山梨医科大学
医学部助教授。大学統合で2002年山梨大学総合分析
実験センター助教授。2005年 4 月より東洋大学工学
部機能ロボティクス学科教授、2009年 4 月東洋大学
理工学部生体医工学科教授。2012年より学校法人東
洋大学理事、2015年 4 月より理工学部長。
専門分野：生体医工学、環境生理学（循環生理）、

宇宙医学、医療情報

2018  TOYO UNIVERSITY 24



　

今
後
の
高
等
教
育
機
関
が
直
面
す
る
社
会
変
化
の
方
向

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、「SD

Gs
（
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
目
標
）」、「Society5.0

・
第
4
次
産
業
革
命
」、「
人

生
1
0
0
年
時
代
」、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」、「
地
方
創
生
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応
す
る
た

め
に
、
中
教
審
の
中
間
報
告
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
高
等
教

育
で
は
、「
文
系
・
理
系
の
区
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
新

し
い
教
育
に
も
対
応
し
た
教
育
」、「
分
野
を
越
え
た
専
門

知
や
技
能
を
組
み
合
わ
せ
た
教
育
」、「
個
々
人
の
“
強
み
”

や
卓
越
し
た
才
能
を
最
大
限
に
伸
長
す
る
教
育
」
が
必
要

に
な
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
学
術
振
興

会
顧
問
の
安
西
祐
一
郎
氏
は
、「
日
本
で
学
ぶ
生
徒
・
学

生
に
と
っ
て
最
も
大
事
な
の
は
主
体
性
」
で
あ
り
、「
主

体
性
と
は
、
自
分
の
目
標
を
自
分
で
見
い
だ
し
、
実
践
す

る
力
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

総
合
情
報
学
部
は
、
2
0
0
8
年
に
情
報
を
核
と
し
た

文
理
融
合
の
学
部
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
こ

の
よ
う
な
新
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
文
理
融
合
教
育
の

実
践
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

以
下
、
本
学
部
に
お
け
る
学
生
の
主
体
性
を
育
む
取
り

組
み
に
つ
い
て
学
年
別
に
説
明
し
ま
す
。

（
1
）
1
年
次
：
情
報
の
基
礎
力
養
成
＆
独
自
の
学
び
の

目
標
設
定

　

文
系
入
試
で
入
っ
た
学
生
と
理
系
入
試
で
入
っ
た
学
生

を
全
く
区
別
せ
ず
、
総
合
情
報
学
科
の
学
生
と
し
て
同
一

に
教
育
し
ま
す
。
情
報
の
基
礎
力
養
成
の
た
め
に
、
必
修

科
目
で
I
T
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
合
格
に
向
け
た
勉
強
を
し

ま
す
。
毎
年
、
1
年
生
で
1
0
0
人
以
上
の
合
格
者
を
出

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
1
年
次
は
、
2
年
次
で
の
コ
ー
ス

振
り
分
け
の
準
備
期
間
と
し
て
、
各
コ
ー
ス
の
専
門
の
基

本
的
科
目
を
履
修
し
た
上
で
、
自
分
で
将
来
の
目
標
を
設

定
し
、
コ
ー
ス
を
選
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
学
び
の
準

備
を
し
ま
す
。

（
2
）
2
年
次
：
自
分
の
選
ん
だ
コ
ー
ス
/
専
門
分
野
に

お
け
る
基
礎
固
め
＋
学
際
的
な
学
び

　

各
コ
ー
ス
内
で
、
自
身
の
学
習
目
標
を
定
め
、
対
象
と

な
る
専
門
領
域
を
深
く
学
び
ま
す
。
学
際
的
素
養
を
獲
得

す
る
た
め
に
、
同
時
に
他
コ
ー
ス
の
学
問
領
域
も
幅
広
く

学
び
ま
す
。

・
シ
ス
テ
ム
情
報
コ
ー
ス

　

経
営
が
わ
か
る
シ
ス
テ
ム
開
発
/
管
理
者
、
I
C
T
を

活
用
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ス
ン
を
目
指
し
て
情
報
科
学

と
経
営
学
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
び
ま
す
。
目
標
と
な
る
職

種
と
し
て
は
、
S
E
、
A
I
技
術
者
、
高
校
「
情
報
」
教

員
、
I
T
起
業
家
、
プ
ロ
マ
ネ
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

他
で
す
。

・
メ
デ
ィ
ア
文
化
コ
ー
ス

　

現
代
社
会
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
の
多
様
な
役
割
を
理
解

し
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
す
る
理
論
と
制

作
技
法
を
体
系
的
に
学
び
ま
す
。
目
標
と
な
る
職
種
と
し

て
は
、
メ
デ
ィ
ア
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、
C
G
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、
T
V
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
、
他
で
す
。

・
心
理
・
ス
ポ
ー
ツ
情
報
コ
ー
ス

　

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
身
体
と
心
理
を
知
る
た
め
の
ス
キ
ル

と
理
論
を
学
び
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
資
格
で
あ
る

N
S
C
A
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
、
ス
ト
レ
ン
グ
ス

＆
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
取
得
に
つ
な
が
る
科
目
を
配

置
し
て
い
ま
す
（
公
認
心
理
師
の
資
格
取
得
に
つ
な
が
る

科
目
の
配
置
も
予
定
し
て
い
ま
す
）。目
標
と
な
る
職
種
は
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
メ
ン
タ
ル
指
導
士
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
他
で
す
。

（
3
）
3
年
次
：
研
究
室
配
属
に
よ
る
研
究
の
目
標
設
定

　

3
年
次
の
始
め
か
ら
研
究
室
配
属
に
な
り
ま
す
。
配
属

さ
れ
た
研
究
室
に
お
い
て
、
主
宰
教
員
、
研
究
室
の
仲
間
、

先
輩
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
自
分
を

相
対
化
し
て
、
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
を
1
年
か
け
て
絞
っ

て
い
き
、
そ
の
テ
ー
マ
に
必
要
な
知
識
・
技
能
に
つ
い
て
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
習
得
し
て
い
き
ま
す
。

（
4
）
4
年
次
：
卒
業
研
究
＋
進
路
決
定

　

3
年
次
に
1
年
間
か
け
て
自
身
で
目
標
設
定
し
た
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
主
宰
教
員
の
指
導
の
下
で
、
各
研
究
室
内

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
1
年
か
け
て
研

究
を
遂
行
し
ま
す
。
他
研
究
室
の
卒
研
生
と
の
協
同
研
究

も
可
能
で
す
（
他
コ
ー
ス
の
研
究
室
も
可
能
で
す
）。
進

路
決
定
に
つ
い
て
は
、
就
職
・
大
学
院
進
学
等
の
相
談
を

研
究
室
主
宰
教
員
、
就
職
委
員
、
研
究
室
の
先
輩
等
と
行

い
、
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
学
生
が
自
身
の
進
路
を

決
定
し
ま
す
。

学部だより

総
合
情
報
学
部
長　

土
田　

賢
省

総
合
情
報
学
部
に
お
け
る
学
生
の

主
体
性
を
育
む
取
り
組
み
に
つ
い
て

土田 賢省
総合情報学部教授
昭和59年 3 月、早稲田大学大学院理工学研究科博士
	 前期課程数学専攻修了。
昭和59年 4 月、株式会社日本電気入社、
	 ソフトウェア生産技術研究所研究員。
平成 2 年 4 月、神奈川大学工学部工業経営学科助手。
平成 4 年 4 月、東洋大学工学部情報工学科専任講師。
平成 6 年10月、早稲田大学より博士（理学）取得。
平成 7 年 4 月、東洋大学工学情報工学科助教授。
平成 9 年 9 月～平成10年 8 月、
	 米国オレゴン州立大学コンピュータ

サイエンス学科客員助教授。
平成14年 4 月、東洋大学工学情報工学科教授。
平成21年 4 月、東洋大学総合情報学部総合情報学科

教授。
平成25年 4 月～平成27年 3 月、東洋大学総合情報学

部総合情報学科学科長。
平成29年 4 月、東洋大学総合情報学部学部長。
専門領域：ソフトウェア工学、グラフ文法の応用、
アルゴリズム、知的アプリケーション等。
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平
成
9
年
（
1
9
9
7
年
）
に
、
他
大
学
に
先
駆
け
て

本
学
の
「
生
命
科
学
部
」
は
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
生
物
学
関
係
の
学
問
分
野
は
、
大
学
の
「
理
学
部
」
あ

る
い
は
「
農
学
部
」
に
所
属
し
て
お
り
ま
し
た
。
本
学
で

は
、「
基
礎
研
究
」に
ベ
ー
ス
を
置
く
理
学
部
的
発
想
と「
応

用
研
究
」
に
ベ
ー
ス
置
く
農
学
的
発
想
と
を
併
せ
持
っ
た

「
生
命
」
全
般
を
網
羅
で
き
る
学
部
と
し
て
「
生
命
科
学

部
」
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。
地
球
上
に
は
人
間
を
含
め
、

様
々
な
「
生
命
体
（
生
物
）」
が
存
在
し
ま
す
。
開
設
以
来
、

本
学
生
命
科
学
部
で
は
、
生
命
を
分
子
レ
ベ
ル
か
ら
個
体

レ
ベ
ル
ま
で
様
々
な
角
度
で
捉
え
、
基
礎
分
野
か
ら
応
用

分
野
ま
で
広
く
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
遺
伝
子
操
作
や
遺
伝
子
検
査
、
i
P
S
細
胞
な

ど
を
用
い
た
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
理
学
・
農
学
・

工
学
・
医
学
な
ど
の
境
界
を
越
え
て
大
き
な
発
展
を
遂
げ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
高
熱
で
生
存
す
る
好
熱
菌

（T
herm

us  

aquaticus

）
が
産
生
す
る
D
N
A
ポ
リ
メ

ラ
ー
ゼ
の
利
用
に
よ
る
P
C
R
法
（
D
N
A
複
製
技
術
）

の
開
発
に
よ
り
、
1
9
9
3
年
に
キ
ャ
リ
ー
・
マ
リ
ス

（K
ary M

ullis

）
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
が
、

こ
の
技
術
に
よ
り
様
々
な
遺
伝
子
解
析
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。テ
レ
ビ
の
C
M
で
宣
伝
さ
れ
て
い
る「
遺

伝
子
検
査
」
や
、
精
度
の
高
い
「
D
N
A
鑑
定
」
も
こ
の

発
見
に
よ
り
可
能
と
な
り
、
ガ
ン
発
症
リ
ス
ク
検
査
、
親

子
鑑
定
や
犯
罪
捜
査
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
0
0
7
年
に
京
都
大
学
の
グ
ル
ー
プ
が
i
P
S
細
胞
の

開
発
に
成
功
し
、
山
中
先
生
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
て

か
ら
は
、「
再
生
医
学
」
と
い
う
言
葉
も
良
く
耳
に
す
る

よ
う
に
な
り
、
実
際
に
、
心
臓
や
角
膜
な
ど
様
々
な
難
病

の
治
療
に
i
P
S
細
胞
が
使
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
発
見
や
技
術
改
革
が
日
進
月
歩
で
起
こ
る

生
命
科
学
分
野
で
は
、
絶
え
ず
新
し
い
知
識
を
取
り
込
む

高
い
主
体
性
や
勤
勉
性
を
持
つ
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
生
命
科
学
部
で
は
、「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
形

成
の
促
進
」
や
「
専
門
職
に
向
け
た
就
職
支
援
」
な
ど
、

基
礎
力
や
専
門
性
の
育
成
だ
け
で
な
く
、
向
上
心
・
主
体

性
育
成
や
就
職
に
繋
が
る
以
下
の
様
な
多
彩
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
課
外
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
①
基

礎
力
の
確
立
、
基
盤
教
育
の
推
進
、
②
専
門
知
識
の
修
得
、

③
実
験
・
実
習
を
介
し
て
主
体
的
に
物
事
に
取
組
み
、
自

分
で
考
え
る
力
の
育
成
、
④
体
験
学
習
に
よ
る
好
奇
心
や

学
習
意
欲
の
向
上
、
⑤
高
度
な
機
器
の
技
術
獲
得
に
よ
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
、
⑥
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き
る
英
語

力
向
上
、
⑦
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成
、
⑧
学
生

に
よ
る
国
内
・
国
際
学
会
発
表
に
よ
る
行
動
力
・
発
信
力

の
育
成
、
⑨
資
格
取
得
支
援
や
教
職
取
得
支
援
、
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
で
も
、
特
に
③
、
④
、

⑧
は
、
主
体
性
育
成
に
直
接
繋
が
る
取
組
み
で
す
。
例
え

ば
③
の
体
験
学
習
で
は
、農
業
体
験
、胚
培
養
士
体
験
（
医

科
大
学
の
生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー
で
人
工
受
精
を
行
う
技
術

者
［
胚
培
養
士
］
研
修
を
受
け
る
）
や
公
害
防
止
管
理
者

（
国
家
資
格
）
育
成
の
た
め
の
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
⑧
で
は
、
学
生
が
国
内
・
国
際
学
会
で
発
表
す
る
こ

と
を
学
部
と
し
て
促
し
て
お
り
、
経
済
的
サ
ポ
ー
ト
も
受

け
ら
れ
る
た
め
、
毎
年
多
数
の
学
生
が
学
会
で
発
表
を
し

て
い
ま
す
。

　

上
記
の
よ
う
な
様
々
な
取
組
み
を
通
し
て
、
理
系
と
し

て
の
基
礎
力
お
よ
び
専
門
性
を
育
成
し
つ
つ
、
自
ら
積
極

的
に
物
事
に
取
り
組
む
「
主
体
的
な
姿
勢
の
育
成
」
に
も

学
部
と
し
て
努
め
て
お
り
ま
す
。
自
信
と
実
力
を
つ
け
て

社
会
に
羽
ば
た
い
て
い
け
る
よ
う
学
部
教
職
員
一
同
、
学

生
育
成
・
支
援
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
理
解
・
ご
協
力
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

学部だより

生
命
科
学
部
長　

金
子　

律
子

生
命
科
学
部
の
取
組
み

─
学
生
の
主
体
性
を
育
成
す
る
た
め
に
─

金子 律子
生命科学部教授
東京大学理学部生物学科動物学教室卒業。同大学院
修士課程終了。医学博士。山形大学医学部・助手（現、
助教）、カナダ・アルバータ大学医学部・博士研究員、
聖マリアンナ医科大学・助手（現、助教）・講師・
助教授（現、准教授）を経て、本学生命科学部教授。
専門分野は、神経生物学。
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1
．
食
環
境
科
学
部
の
概
要

　

1
9
9
7
年
に
創
設
さ
れ
た
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

2
0
1
3
年
に
は
「
食
環
境
科
学
部
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

食
環
境
科
学
部
は
食
環
境
科
学
科
と
健
康
栄
養
学
科
で
構
成
さ

れ
、
食
品
の
機
能
科
学
や
栄
養
・
健
康
科
学
を
総
合
的
に
探
究

し
、
こ
れ
を
高
度
な
栄
養
指
導
に
発
展
さ
せ
、
生
命
と
健
康
、

食
の
安
全
に
係
る
分
野
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、
国
民

が
生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
明
る
く
、
活
力
あ
る
生
活
が
送
れ
る

社
会
づ
く
り
、
国
際
社
会
の
先
駆
け
と
な
る
健
康
長
寿
社
会
の

実
現
（
健
康
寿
命
の
延
伸
）
に
貢
献
い
た
し
ま
す
。

2
．
食
環
境
科
学
科
の
近
況

　
「
私
が
考
え
る
食
育
」
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。
本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
群
馬
県
な
ら
び
に
（
社
）
全
国

栄
養
士
養
成
施
設
協
会
か
ら
後
援
を
受
け
て
、
全
国
の
高
校
生

を
対
象
に
平
成
22
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
平
成
30
年
度

に
は
第
9
回
を
迎
え
ま
し
た
。
高
校
生
に
は
、
自
身
の
こ
れ
ま

で
の
経
験
や
学
習
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て「
食
」に
関
す
る
テ
ー

マ
つ
い
て
、
自
ら
の
考
え
を
文
章
化
す
る
こ
と
で
、
食
育
の
理

解
や
食
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。
30
年
度
は
、

「
忘
れ
ら
れ
な
い
味
」、「
忘
れ
ら
れ
な
い
料
理
」
と
い
う
課
題

で
作
文
を
募
集
し
、
約
3
,
5
0
0
点
の
応
募
作
品
が
届
き
ま

し
た
。
本
コ
ン
テ
ス
ト
の
運
営
は
、
自
主
的
に
参
加
し
た
食
環

境
科
学
部
の
学
生
（
1
・
2
年
生
）
が
中
心
と
な
り
、
広
報
グ

ル
ー
プ
、
選
考
グ
ル
ー
プ
、
高
大
連
携
意
見
交
換
会
企
画
（
企

画
）
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
広
報
グ
ル
ー
プ

は
ポ
ス
タ
ー
の
制
作
や
出
身
高
校
訪
問
に
よ
る
コ
ン
テ
ス
ト
の

広
報
を
、
選
考

グ
ル
ー
プ
は
受

賞
候
補
作
品
を

選
出
し
、
外
部

有
識
者
が
加

わ
っ
た
選
考
会

に
お
い
て
、
優

秀
作
品
の
選
考

を
行
い
ま
す
。

企
画
グ
ル
ー
プ
は
表
彰
式
と
表
彰
式
後
に
開
催
さ
れ
る
意
見
交

換
会
の
企
画
・
運
営
を
行
い
ま
す
。
各
グ
ル
ー
プ
は
、
コ
ン
テ

ス
ト
の
実
行
委
員
を
務
め
た
上
級
生
や
教
員
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。
食
環
境

科
学
部
で
は
、
本
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
行
事
の
企
画
や
運
営
、

作
品
の
評
価
、
外
部
有
識
者
や
高
校
生
徒
へ
の
連
絡
や
対
応
、

交
流
と
い
っ
た
、
教
室
で
の
授
業
で
は
体
験
す
る
事
の
出
来
な

い
事
が
ら
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
人

材
を
育
く
ん
で
い
ま
す
。

3
．
健
康
栄
養
学
科
の
近
況

　

健
康
栄
養
学
科
（
入
学
定
員
1
0
0
名
）
で
は
、
健
康
と
食

を
つ
な
ぐ
専
門
的
知
識
と
技
術
を
修
得
し
た
専
門
職
と
し
て
、

人
々
の
健
康
の
維
持
・
増
進
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
管
理
栄
養

士
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
学
科
で
は
、
3
年
生
の
後
半
か
ら
4
年
生
に
か
け
て
、
管

理
栄
養
士
の
職
場
で
あ
る
病
院
へ
3
週
間
、
保
健
所
・
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
1
週
間
行
き
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
具
備
す
べ
き
知

識
お
よ
び
技
術
の
修
得
を
目
的
と
し
た
「
臨
地
実
習
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
臨
地
実
習
先
で
は
、

管
理
栄
養
士
の
先
生
に
よ
る
ご

指
導
の
下
、
管
理
栄
養
士
の
業

務
の
多
く
を
見
学
・
体
験
し
て

き
ま
す
。
慣
れ
な
い
環
境
の
中

で
、
計
4
週
間
も
の
実
習
を
こ

な
し
て
帰
学
し
た
学
生
は
、
一

回
り
も
二
回
り
も
成
長
し
て
い

ま
す
。

　

本
学
科
学
生
の
主
体
性
を
育

む
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

そ
の
成
果
発
表
を
行
う
臨
地
実
習
報
告
会
が
あ
り
ま
す
。
同
級

生
お
よ
び
後
輩
で
あ
る
新
3
年
生
を
対
象
と
し
て
、
実
習
先
ご

と
の
グ
ル
ー
プ
発
表
と
い
う
形
で
行
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
集
ま
り
、
同
級
生
ば
か
り
で
な
く
、
ま
だ
学
習
の
進
ん
で
い

な
い
新
3
年
生
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
る
発
表
を
す
る
に
は
、

ど
の
よ
う
な
ス
ラ
イ
ド
が
必
要
か
、
ど
の
よ
う
な
話
し
方
を
す

れ
ば
よ
い
の
か
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
ま
す
。
司
会
進
行
も

学
生
が
行
い
、
ま
さ
に
学
生
主
体
の
報
告
会
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
学
生
の
取
り
組
み
を
通
し
、
報
告
会
は
、
毎
年
、

素
晴
ら
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
臨
地
実
習
と
そ
の
報
告
会
は
継
続
し
ま
す
が
、
学

生
の
主
体
性
を
養
う
た
め
に
よ
り
よ
い
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
、

一
層
、
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学部だより

食
環
境
科
学
部
長　

林　
　

清

学
生
の
主
体
性
を
育
む
取
り
組
み

林　　清
食環境科学部教授
名古屋大学農学部農芸化学科卒業。
農林省　食品総合研究所研究員、農林水産省首席研
究開発企画官、（独）農業・食品産業技術総合研究
機構　理事、食品総合研究所　所長をへて、2013年
4 月より現職。
専門は食品科学、微生物利用、酵素利用。博士（農
学）
主な著書は、食物学Ⅰ、Ⅱ（建帛社）、食品技術総
合事典（朝倉書店）、総合　調理用語辞典（社団法
人　全国調理師養成施設協会）、Biocatalysis and 
Agricultural Biotechnology（CRC Press）等多数。

臨地実習報告会
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平
成
30
年
6
月
24
日
（
日
）
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
、
父
母
懇
談
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

理
工
学
部
と
総
合
情
報
学
部
を
あ
わ
せ
て
2
6
9
名

の
ご
父
母
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、
盛
況
の
う
ち
に
無
事

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
体
会
は
7
号
館
の
7
2
1
教
室
に
て
行
わ
れ
、
大

学
代
表
者
、
理
工
学
部
長
、
総
合
情
報
学
部
長
、
甫
水

会
顧
問
の
挨
拶
の
後
、
就
職
講
演
と
い
う
次
第
で
実
施

し
ま
し
た
。

　

今
年
の
就
職
講
演
の
テ
ー
マ
は
、「
就
職
活
動
の
実

情
と
『
親
』
と
し
て
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
」
で
す
。

　

日
本
の
就
職
活
動
の
仕
組
み
と
親
の
役
割
に
つ
い
て
、

株
式
会
社
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ニ
ン
グ
研
究
所
の
人
事

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
櫻
井
照
士
氏
に
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

櫻
井
照
士
氏
は
企
業
の
採
用
戦
略
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
に
携
わ
る
一
方
で
、
東
洋
大
学
に
お
い
て
長
年
に

亘
り
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ミ
ナ
ー
や
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
の
講
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
就
職
活
動

を
通
し
て
学
生
が
感
じ
る
疑
問
や
不
安
に
対
し
て
、
常

に
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
き
た
経
験
に
基
づ
い

た
説
得
力
の
あ
る
講
演
に
、
参
加
さ
れ
た
ご
父
母
の
皆

様
も
熱
心
に
傾
聴
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
は
、
各
学
科
に
分
か
れ
て
、
学
科
別

ガ
イ
ダ
ン
ス
と
個
別
面
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
科
教
員
と
の
面
談
を
通
し
て
、
授
業
の
成
績
や
資

格
取
得
、
就
職
な
ど
、
大
学
生
活
に
関
わ
る
様
々
な
情

報
を
共
有
さ
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
個
別
面

談
の
待
機
時
間
を
利
用
し
て
、
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
の
広

大
な
敷
地
を
自
由
に
見
学
で
き
る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

バ
イ
オ
・
ナ
ノ
セ
ン
タ
ー
β
棟
や
図
書
館
、
体
育
館
な

ど
特
徴
あ
る
建
物
を
含
め
、
緑
豊
か
な
学
修
環
境
を
ご

覧
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

推
進
に
向
け
た
、
様
々
な
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

英
語
力
に
対
す
る
学
生
の
意
識
を
高
め
て
い
く
た
め
、

ま
た
多
く
の
企
業
が
就
職
活
動
に
お
い
て
英
語
力
を
判

断
す
る
材
料
と
し
て
T
O
E
I
C
テ
ス
ト
の
ス
コ
ア
を

要
件
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
英
語
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト

テ
ス
ト
と
し
て
、
両
学
部
に
お
い
て
T
O
E
I
C
-

I
P
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
テ
ス
ト

を
受
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
習
到
達
度
を
測
る
こ
と

が
で
き
、
学
生
の
英
語
学
修
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
部
の
海
外
研

修
と
し
て
、
ペ
ー
ス
大
学
（
ア
メ
リ
カ
）、
チ
ュ
ラ
ロ

ン
コ
ン
大
学
（
タ
イ
）、
ハ
ワ
イ
大
学
（
ア
メ
リ
カ
）

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
英
語
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
い
う
要
望
に
対
応

す
る
た
め
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

ペ
ー
ス
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
」
で
は
、
個
別
学
修
ブ
ー
ス

や
グ
ル
ー
プ
学
修
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
す
る
と
と
も
に
、

専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
常
駐
し
、
語
学
留
学
や
海
外
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
英
会
話
講
座
、
奨
学
金
情
報
、
留

学
生
と
の
交
流
な
ど
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

父
母
懇
談
会
は
、
実
際
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
、
ご
子
息
の
学
修
状
況
や
学
修
環
境
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
、
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
父
母
懇
談
会
を
実
施
し
て

�

川
越
事
務
部　

次
長　

藤
田　

正
彦

平
成
三
十
年
度
「
父
母
懇
談
会
」
を
実
施
し
て
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平
成
30
年
6
月
10
日
（
土
）
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、

生
命
科
学
部
及
び
食
環
境
科
学
部
の
保
護
者
の
方
を
対

象
に
父
母
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
生
命
科
学
科
30
名
、

応
用
生
物
化
学
科
27
名
、
食
環
境
科
学
科
36
名
、
健
康

栄
養
学
科
40
名
、
合
計
1
3
3
名
の
保
護
者
の
皆
さ
ま

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
全
体
会
、
学
科
説
明
、
個
別
相
談
、
キ
ャ

ン
パ
ス
見
学
会
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
で
し
た

が
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
体
会
は
、
学
校
法
人
を
代
表
し
、
大
熊
廣
一
常
務

理
事
か
ら
の
挨
拶
、
金
子
律
子
生
命
科
学
部
長
と
林
清

食
環
境
科
学
部
長
の
紹
介
が
あ
り
、
荻
野
雅
彦
甫
水
会

長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
就
職
講
演
と
し
て
、
株
式
会
社
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ザ
イ
ニ
ン
グ
研
究
所 

人
事
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト 

櫻
井
照
二
氏
か
ら
「
就
職
活
動
の
実
情
と
『
親
』

と
し
て
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

　

櫻
井
照
二
氏
は
、
企
業
の
人
事
採
用
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
大
学
生
の
就
職
支
援
の
双
方
の
経
験
を
持
つ
エ

キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
、長
年
に
亘
り
、東
洋
大
学
全
キ
ャ

ン
パ
ス
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
を
担
当
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
学
学
生
特
有
の
課
題
を
理
解
し
、

実
際
の
採
用
に
係
わ
っ
て
い
る
経
験
に
よ
る
具
体
的
か

つ
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
好
評
で
す
。
低
学
年
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
の
た
め
の
準
備
セ
ミ
ナ
ー
に
始
ま

り
、
自
己
分
析
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
作
成
、
筆
記

試
験
の
ポ
イ
ン
ト
、
面
接
対
策
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
就

職
活
動
全
般
の
講
演
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
で
は
、
親
の
時
代
と
は
異
な
る
就
職
活

動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
売
り
手
市
場
の
実
情
、
さ
ら
に
、

就
職
に
直
面
し
て
い
る
学
生
に
「
親
」
が
す
べ
き
こ
と

に
つ
い
て
、
普
段
接
し
て
い
る
学
生
の
実
際
の
状
況
に

触
れ
な
が
ら
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
慣
れ
な
い
就
職
活
動
で
混
乱
し
疲
弊
し
て
い
る
学

生
を
保
護
者
が
ど
う
サ
ポ
ー
ト
す
れ
ば
良
い
か
、
つ
か

ず
離
れ
ず
精
神
的
な
支
え
と
な
る
た
め
の
方
策
な
ど
を

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、
学
科
に
分
か
れ
て
、
学
科
長
か
ら
の
全

体
説
明
を
行
い
、
個
別
面
談
の
後
、
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学

と
な
り
ま
し
た
。
男
子
学
生
（
お
子
様
）
に
案
内
さ
れ

て
い
る
お
母
様
な
ど
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
ご
参
加
の
方
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
就
職
講

演
の
評
判
が
高
く
「
就
職
活
動
が
良
く
分
か
っ
た
」「
安

心
し
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

食
堂
を
利
用
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
健
康
栄
養
学
科
が

あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
食
堂
と
し
て
は
い
か
が
な
も
の

か
」
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
か
ら
、
給
食
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
教

職
員
と
食
堂
（
カ
パ
テ
ィ
ー
ナ
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー

ヒ
ー
）
関
係
者
が
、
よ
り
良
い
食
事
の
提
供
を
目
指
し
、

月
1
回
の
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
健
康
栄
養
学
科

の
学
生
が
企
画
・
提
案
し
た
健
康
ラ
ン
チ
や
、
季
節
野

菜
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
選
べ
る
雑
穀
ご
飯
な
ど
、
健
康

的
で
美
味
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
取
組
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
大
切
に
受
け
止
め
、
学
生
に
喜

ば
れ
る
食
堂
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

大
学
生
活
を
健
康
に
送
る
上
で
「
食
」
は
重
要
な
要

素
と
な
り
ま
す
。
甫
水
会
か
ら
ご
援
助
を
い
た
だ
き
全

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
っ
て
い
る
「
1
0
0
円
朝
食
」
は
恒

例
の
行
事
と
な
り
、
試
験
前
の
学
生
の
健
康
を
支
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
食
堂
が
、
栄
養

が
あ
っ
て
美
味
し
い
朝
食
の
提
供
に
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
ま
す
。
生
活
の
リ
ズ
ム
を
作
る
上
で
も
効
果
的
な
、

朝
食
を
食
べ
る
習
慣
が
根
付
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
全
国
の
地
区
別
懇
談
会
で
配
付
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
冊
子
「
健
康
は
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
ン
チ

か
ら
」
は
、
食
環
境
科
学
部
が
立
ち
上
げ
た
学
生
健
康

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
作
成
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
も
、
甫
水
会
か
ら
ご
支
援
を
頂
い
て
い
ま
す
。

冊
子
の
中
で
は
、
大
学
時
代
に
基
本
的
な
食
生
活
の
習

慣
と
知
識
を
身
に
つ
け
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
健
康
的

な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
、
身
近
な
学
生
食

堂
を
利
用
し
た
食
事
の
摂
り
方
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
学
部
の
特
性
を
生
か
し
、

学
習
と
生
活
の
両
面
か
ら
の
学
生
支
援
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
保
護
者
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
助
言

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
父
母
懇
談
会
報
告

�

板
倉
事
務
部　
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朝
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
で
6
月
23
日
（
土
）
に
開
催
し
た

平
成
30
年
度
父
母
懇
談
会
は
、
多
く
の
参
加
者
を
お
迎

え
し
、
盛
況
の
う
ち
に
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
当
日
は
12
：
30
～
16
：
20
ま
で
の
短
い
時
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
就
職
講
演
会
を
は
じ
め
と
し
た
全

体
会
、
学
科
・
専
攻
別
説
明
会
、
個
別
面
談
、
キ
ャ
ン

パ
ス
見
学
会
の
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
ご
父
母
の
み
な
さ
ま
、
な
ら
び
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
に
対
し
、
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

全
体
会
は
、
朝
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
講
義
棟
3
階
の
講

3
1
4
教
室
に
て
行
な
わ
れ
、
大
学
代
表
者
と
し
て
、

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授
で
も
あ
る
中
原
美
惠
副
学

長
の
挨
拶
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
学
部
長
の
齊
藤
恭
平
教
授
よ
り
挨
拶
を
差
し

上
げ
た
後
、
甫
水
会
代
表
と
し
て
竹
内
夕
美
子
副
会
長

よ
り
、
ご
挨
拶
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
父
母
の
み
な
さ
ま
の
関
心
が
と
て
も
高
い
就
職
講

演
会
で
は
、
㈱
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ニ
ン
グ
研
究
所
の

渡
邊
剛
氏
を
お
招
き
し
、「
就
職
活
動
の
実
情
と
『
親
』

と
し
て
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
」
と
題
し
て
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
渡
邊
氏
は
、
採
用
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
し
て
企
業
に
お
け
る
採
用
戦
略
や
人
事
研
修
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
業
務
等
に
日
々
携
わ
ら
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
ほ
か
、
本
学
に
お
き
ま
し
て
も
、
各
種
講
演
や

ガ
イ
ダ
ン
ス
、
模
擬
面
接
等
の
指
導
・
講
師
と
し
て
、

学
生
指
導
に
お
け
る
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

本
学
の
学
生
気
質
を
重
々
理
解
し
、
か
つ
、
ご
子
息
の

支
援
に
も
直
接
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
講
師
か
ら

の
お
話
に
つ
い
て
は
、
ご
父
母
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
今
後
の
大
き
な
指
針
と
し
て
い
た
だ
け
た
の

で
は
な
い
か
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、就
職
関
係
の
補
足
と
な
り
ま
す
が
、朝
霞
キ
ャ

ン
パ
ス
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
た

キ
ャ
リ
ア
支
援
室
、
教
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
学
生
を
指

導
す
る
教
職
支
援
室
を
設
置
し
、
様
々
な
就
職
支
援
行

事
や
資
格
取
得
の
た
め
の
講
座
、
教
員
採
用
試
験
対
策

講
座
、
公
務
員
対
策
講
座
な
ど
、
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。
就
職
活
動
が
本
格
化
す

る
3
年
次
以
降
だ
け
で
な
く
、
1
～
2
年
次
か
ら
も
ぜ

ひ
と
も
、
上
記
の
支
援
室
な
ど
を
積
極
的
に
利
用
す
る

よ
う
お
伝
え
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

就
職
講
演
終
了
後
は
、
各
学
科
・
専
攻
に
分
か
れ
て
、

教
員
に
よ
る
学
科
・
専
攻
の
説
明
お
よ
び
個
別
面
談
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ご
子
息
の
大
学
生
活
や
授
業
で

の
様
子
、
成
績
、
資
格
取
得
、
就
職
に
関
す
る
質
問
な

ど
、
教
員
と
の
面
談
を
通
じ
て
様
々
な
情
報
を
共
有
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
は
、
生
き
方
、
健
康
、
く
ら

し
、
そ
し
て
生
活
環
境
を
創
造
す
る
「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
」
と
は
何
か
を
考
え
、
よ
り
豊
か
な
21
世
紀
の
生
活

と
環
境
を
実
現
す
る
た
め
に
、
幅
広
い
知
識
と
実
践
を

積
み
重
ね
、
高
度
な
専
門
性
と
総
合
的
な
視
野
を
も
っ

た
人
材
を
育
成
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
各
種
実
習
施
設

等
を
見
学
で
き
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
の
注
目
度
も
高

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
で
は
、
介
護
実
習
室
、
入
浴
実
習

室
、
保
育
実
習
室
、
音
楽
実
習
室
、
実
験
工
房
棟
や
図

書
館
を
は
じ
め
、
体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
人
工
芝

グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
体
育
施
設
な
ど
、
学
修
環
境
や
学

生
生
活
の
場
を
ご
父
母
の
み
な
さ
ま
に
ご
覧
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

朝
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
今
後
と
も
教
員
・
職
員
が

一
体
と
な
り
、
今
ま
で
以
上
に
学
生
一
人
ひ
と
り
に
細

か
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
し
て
い

く
所
存
で
す
。

　

平
成
30
年
度
の
父
母
懇
談
会
が
無
事
、
開
催
で
き
ま

し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今

後
も
ご
父
母
の
み
な
さ
ま
に
は
積
極
的
に
父
母
懇
談
会

へ
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
大
学
へ
の
意
見
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

朝
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
父
母
懇
談
会
を
開
催
し
て

�

朝
霞
事
務
部
朝
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事
務
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2
0
1
8
年
6
月
17
日
（
日
）、
赤
羽
台
キ
ャ
ン
パ

ス
で
第
2
回
目
の
父
母
懇
談
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

赤
羽
台
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
2
0
1
7
年
度
に
開
設
し

た
情
報
連
携
学
部
（Inform

ation N
etw

orking for 

Innovation and D
esign

：
通
称
I
N
I
A
D
）
の

1
、
2
年
生
約
8
0
0
名
が
学
習
し
て
お
り
、
A
I
＋

I
o
T
時
代
の
教
育
の
場
と
し
て
、
情
報
技
術
と
他
分

野
と
の
連
携
に
よ
っ
て
社
会
に
新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
起
こ
す
こ
と
の
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
鍵
や
照
明
、
空
調
、
ロ
ッ
カ
ー
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
セ
ン
サ
ー
や
カ
メ
ラ
な
ど
の
様
々
な

設
備
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
て
い
る
最
先
端

の
I
o
T
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
な
っ
て
お
り
、
建
物
自
体

が
教
員
や
学
生
の
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
を
推
進
し
て
お
り
、
紙
の
掲

示
板
や
冊
子
に
よ
る
図
書
館
、
黒
板
は
な
く
、
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
案
内
、

電
子
ブ
ッ
ク
や
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
利
用
し
た
学
習
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
各
自
で
の
予
習
・
復
習
が
可

能
な
M
O
O
C
s
（
ム
ー
ク
ス
）
を
活
用
し
た
授
業
な

ど
、
特
徴
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

懇
談
会
で
は
、
I
o
T
の
世
界
的
な
権
威
で
あ
り
、

こ
の
I
N
I
A
D
と
赤
羽
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
を
行
っ
た
坂
村
健
学
部
長
よ
り
、
学
部
の
コ

ン
セ
プ
ト
と
学
生
の
学
習
状
況
、
指
導
体
制
な
ど
を
説

明
し
ま
し
た
。
特
に
坂
村
学
部
長
か
ら
は
、
大
学
は
勉

強
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
I
N
I
A
D
で
の
学
習
は

決
し
て
楽
で
は
な
い
が
、
自
ら
考
え
、
一
生
懸
命
努
力

を
す
る
学
生
に
は
最
大
限
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
の
で
、

I
N
I
A
D
で
社
会
に
通
用
す
る
力
を
身
に
付
け
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
を
実
施
し
、
上
記
の

施
設
設
備
の
ほ
か
、
井
上
円
了
展
「
哲
学
ワ
ン
ダ
ー
ラ

ン
ド
－
井
上
円
了
の
不
思
議
な
世
界
－
」
を
ご
案
内
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

展
示
会
は
、
本
学
の
設
立
者
井
上
円
了
博
士
が
設
計

し
た
中
野
区
の
哲
学
堂
公
園
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す

が
、I
N
I
A
D
の
趣
旨
に
則
り
、最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
技
術
を
使
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
展
示
は
一
切
紙
を
使
わ
ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
使
用
し
、
写
真
だ
け
で
は
な
く
動
画
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
を
駆
使
し
て
い
る
ほ
か
、

A
I
を
活
用
し
た
1
2
0
ヵ
国
語
の
自
動
翻
訳
表
示
や
、

明
治
時
代
の
写
真
の
高
解
像
度
化
・
自
動
カ
ラ
ー
化
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
サ
ー
を
利
用
し
て
哲
学
堂
公
園
の
建
物
内

部
を
3
6
0
度
回
転
し
て
見
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
り
、

哲
学
堂
公
園
の
模
型
に
、
井
上
円
了
が
哲
学
の
「
教
育

装
置
」
と
し
て
想
定
し
た
公
園
の
順
路
と
説
明
を
付
す

な
ど
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
展
示
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
赤
羽
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
で
は
、

I
N
I
A
D
の
教
育
研
究
を
活
か
し
た
取
組
が
随
時
進

め
ら
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
第
2
回
目
の
実
施
と
な
っ

た
大
学
祭
「
I
N
I
A
D 

F
E
S
」
で
は
、
学
生
が

主
体
と
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
た
未
来
の
大

学
祭
を
イ
メ
ー
ジ
、
企
画
し
ま
し
た
。

　

学
生
自
ら
が
授
業
で
学
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
駆

使
し
、
来
場
者
の
入
退
場
の
ア
プ
リ
や
、
I
o
T
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
脱
出
ゲ
ー
ム
を
制
作
し
た
り
、

清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
を
利
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
や

V
R
体
験
な
ど
の
体
験
型
企
画
を
実
施
し
た
ほ
か
、
普

段
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
成
果
を
数
多
く
発
表
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
学
祭
で
は
初
と
な
る
V
T
u
b
e
r
4
人

に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
多
く
の
来
場

者
の
方
か
ら
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
成

果
も
あ
っ
て
、
全
国
か
ら
1
2
0
以
上
の
大
学
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
た
「
学
園
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
2
0
1
8
」
に
お

い
て
総
合
6
位
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
1
月
に
は
I
o
T
テ
ス
ト
ハ
ブ
が
完
成

し
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、L
E
D
パ
ネ
ル
の
床
面
に
様
々

な
走
行
コ
ー
ス
を
表
示
し
、
I
o
T
デ
バ
イ
ス
を
搭
載

し
た
モ
デ
ル
カ
ー
の
自
動
走
行
実
験
を
行
っ
た
り
、

モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
や
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー
類

を
柔
軟
に
設
置
す
る
こ
と
で
様
々
な
実
験
を
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
赤
羽
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
育
研
究
環

境
は
日
々
進
歩
し
て
お
り
、
い
わ
ば
、
教
員
や
学
生
と

と
も
に
成
長
し
て
い
く
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

我
々
職
員
も
、
こ
れ
ら
を
精
一
杯
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
所
存
で
す
の
で
、
ご
父
母
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
る
と
と
も
に
、

ぜ
ひ
次
回
の
父
母
懇
談
会
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
成

長
し
続
け
る
I
N
I
A
D
を
ご
覧
に
い
た
だ
け
れ
ば
と

存
じ
ま
す
。

赤
羽
台
キ
ャ
ン
パ
ス
父
母
懇
談
会
を
開
催
し
て

�

赤
羽
台
事
務
課
長　

渥
美　

元
康
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今
年
度
甫
水
会
常
任
理
事
を
拝
命
し
、
所
属
支
部
以
外

の
各
支
部
総
会
お
よ
び
父
母
懇
談
会
に
初
め
て
出
席
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
に
お
伺
い
す
る
支
部
は

7
/
7
の
岡
山
県
支
部
で
あ
り
、
兵
庫
県
姫
路
市
開
催
を

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
事
前
に
支
部
長
よ
り
き
ち
ん

と
し
た
総
会
資
料
を
お
送
り
い
た
だ
き
準
備
万
端
と
思
い

き
や
、
皆
様
の
ご
記
憶
に
も
深
く
刻
ま
れ
た
平
成
30
年
7

月
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
交
通
手
段
が
断
た
れ
総
会
は
延
期

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
方
同
日
に
は
兵
庫
県
支
部

と
合
同
の
父
母
懇
談
会
が
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
父
母

懇
談
会
で
は
学
部
長
に
よ
る
大
学
の
教
育
体
制
の
説
明
、

就
職
支
援
課
職
員
に
よ
る
就
職
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
対
し
て
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
、
ま
た
こ
こ
ま

で
細
や
か
に
就
職
を
支
援
し
て
い
る
の
だ
と
、
私
の
学
生

の
頃
と
比
べ
う
ら
や
ま
し
く
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
父
母

個
人
面
談
で
は
学
生
の
成
績
書
を
元
に
学
校
生
活
の
相
談

な
ど
を
行
な
っ
て
お
り
、
首
都
圏
に
一
人
暮
ら
し
を
さ
れ

て
い
て
普
段
電
話
で
話
し
て
も
そ
っ
け
な
い
ご
子
息
の
リ

ア
ル
な
学
業
状
況
を
把
握
で
き
る
良
い
機
会
と
推
察
さ
れ
、

お
時
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
と
ご
相
談
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
翌
日
は
大
阪
に
会
場
を
移
し
、
私
は
和
歌
山
県
支
部

の
総
会
に
出
席
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
ご
出
席
者
が
お
住

ま
い
の
那
智
勝
浦
か
ら
和
歌
山
市
ま
で
の
距
離
が
約

1
7
0
㎞
（
ち
な
み
に
和
歌
山
市
か
ら
会
場
の
大
阪
市
ま

で
が
約
80
㎞
）と
、県
内
の
移
動
に
も
大
変
ご
苦
労
な
さ
っ

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
支
部
活
動
の
難
し
さ
に
直
面
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
ご
出
席
さ
れ
た
皆
様
の
協
力

の
も
と
役
員
を
選
出
し
来
期
へ
の
活
動
を
繋
い
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
私
の
初
の
支
部
総
会
は
、
大
自
然

の
猛
威
と
、
今
ま
で
自
覚
し
て
い
な
か
っ
た
各
支
部
運
営

の
物
理
的
な
壁
に
打
ち
の
め
さ
れ
ま
し
た
。

　

7
／
14
は
鹿
児
島
支
部
の
総
会
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

熊
本
市
に
て
熊
本
県
支
部
と
合
同
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
実

直
な
支
部
長
の
下
、
現
役
員
、
新
役
員
の
ご
協
力
に
よ
り

円
滑
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
一
方
他
県
開
催
で
会
場
ま

で
約
1
7
0
㎞
の
遠
距
離
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
出
席
者

は
振
る
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
合
同
開
催
の
メ
リ
ッ
ト
は
大

き
い
も
の
の
、
支
部
に
と
っ
て
の
そ
の
あ
り
方
を
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

7
／
29
は
所
属
支
部
で
も
あ
る
神
奈
川
県
支
部
総
会
へ

出
席
い
た
し
ま
し
た
。
会
員
数
2
0
0
0
名
を
超
え
年
間

5
つ
の
行
事
を
開
催
し
、
そ
の
準
備
等
も
含
め
月
に
1
回

強
の
役
員
会
を
実
施
し
て
い
る
、
活
発
な
支
部
の
ひ
と
つ

で
す
。
メ
イ
ン
の
行
事
は
神
奈
川
県
を
横
断
し
て
行
な
わ

れ
る
箱
根
駅
伝
の
応
援
で
あ
り
、
近
県
の
支
部
は
も
と
よ

り
遠
方
の
支
部
の
方
も
応
援
に
駆
け
つ
け
る
ビ
ッ
ク
イ
ベ

ン
ト
で
す
が
、
役
員
の
減
少
に
伴
い
規
模
の
縮
小
も
や
む

な
し
と
の
こ
と
で
す
。
支
部
活
動
の
活
発
化
ひ
い
て
は
会

費
の
会
員
へ
の
還
元
と
役
員
の
負
荷
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど

う
取
る
か
と
い
う
課
題
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
伺
っ
た
の
が
8
/
4
の
高
知
県
支
部
で
す
。
こ

ち
ら
は
四
国
合
同
開
催
で
4
県
の
中
心
に
あ
る
愛
媛
県
新

居
浜
市
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
7
月
豪
雨
で
愛
媛
県
を
中

心
に
甚
大
な
被
害
が
出
た
四
国
は
ま
だ
復
興
中
で
予
讃
線

が
一
部
不
通
の
中
、
各
県
と
も
無
事
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
し
た
高
知
県
支
部
で
は
新
入
生
へ
の
甫
水
会
説
明
会

な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
そ
う
で
と
て
も
新
鮮
に
感
じ
ま
し

た
。
一
方
こ
ち
ら
で
も
総
会
会
場
が
ど
の
県
か
ら
も
遠
い

こ
と
か
ら
出
席
人
数
が
振
る
わ
ず
、
合
同
開
催
の
課
題
は

ど
こ
の
支
部
で
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
い
た
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
支
部
総
会
出
席
を
通
じ
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の

は
、
上
述
の
他
に
支
部
行
事
開
催
の
難
し
さ
で
す
。
地
理

的
に
集
ま
る
こ
と
が
難
し
い
他
、
経
験
が
無
い
た
め
ど
の

よ
う
な
行
事
を
ど
の
よ
う
な
手
順
で
企
画
し
た
ら
よ
い
の

か
分
か
ら
な
い
と
い
う
声
も
聞
き
ま
し
た
。
本
部
役
員
と

し
て
は
他
支
部
事
例
紹
介
な
ど
支
部
間
の
情
報
や
行
事
の

横
通
し
を
支
援
す
る
必
要
性
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
各
支

部
役
員
の
方
々
が
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も

支
部
活
動
を
継
続
さ
れ
て
い
る
姿
に
感
謝
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
大
学
職
員
、
支
部
役
員
の
方
々
の
ご
尽
力
に

感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
甫
水
会
活
動
へ
の
積
極
的
な
ご
参
加
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
洋
大
学
甫
水
会
常
任
理
事　

松
村　

壮
史

「
平
成
三
十
年
度
父
母
懇
談
会
お
よ
び

支
部
総
会
に
参
加
し
て
」
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本
学
は
、
文
部
科
学
省
に
日
本
の
国
際
化
を
牽
引
す
る

大
学
と
し
て
選
定
さ
れ
た
37
大
学
の
う
ち
の
1
校
で
す
。

目
覚
ま
し
く
発
展
す
る
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、

学
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
力
強
化
の
た
め
の
様
々
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

I
I
E
（Institute of International Education

）

の
調
査
で
は
、
世
界
に
お
け
る
高
等
教
育
に
係
わ
る
学
生

の
留
学
者
数
は
2
0
0
1
年
に
は
2
1
0
万
人
で
し
た
が
、

2
0
1
7
年
に
は
4
6
0
万
人
へ
と
2
・
2
倍
に
増
加
し

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
1
年
間
だ
け
で
も
50
万
人
増
加
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
若
者
が
異
国
で
学
び
、
異
文
化
を
体

験
し
、
国
際
適
応
力
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
大
き
な
問
題
と
し
て
人
口
の
減
少
が
あ
り
ま
す
。

出
生
数
は
1
9
7
3
年
（
昭
和
48
年
）
の
2
0
9
万
人
か

ら
2
0
1
7
年
（
平
成
29
年
）
に
は
94
万
人
へ
と
半
減
し

ま
し
た
。
絶
え
間
な
い
技
術
革
新
と
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
な
が
ら
企
業
は
成
長
を
続
け
ま
す
が
、
人
口
の
減

少
は
日
本
の
市
場
（
購
買
層
）
が
縮
小
し
て
い
く
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
企
業
は
更
な
る
成

長
を
追
求
す
る
た
め
、
海
外
へ
の
市
場
進
出
が
今
後
急
増

し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
に
必
要
と
な
る
の
が
個
々

人
の
グ
ロ
ー
バ
ル
力
で
す
。
英
語
を
中
心
と
し
た
語
学
力
、

他
国
文
化
の
理
解
と
受
容
、
関
係
者
と
の
交
渉
力
や
交
流

力
な
ど
、
個
々
人
の
能
力
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。
高
い

語
学
力
や
海
外
留
学
経
験
が
な
く
と
も
大
学
は
卒
業
で
き

ま
す
し
、
ま
た
現
在
は
就
職
も
順
調
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
降
は
景
気
が
悪
化
す
る
と
予

測
さ
れ
、
先
に
述
べ
た
人
口
減
少
に
よ
る
市
場
の
縮
小
は

さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
ま
す
。
韓
国
も
市
場
の
縮
小
に

よ
り
海
外
に
そ
の
場
を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
韓
国

の
大
学
生
は
、
サ
ム
ス
ン
電
子
（Sam

sung

）
な
ど
の

自
国
の
優
良
企
業
に
就
職
す
る
た
め
に
は
、
ダ
ブ
ル
メ

ジ
ャ
ー
（
学
位
を
2
つ
と
る
こ
と
。
例
え
ば
経
営
学
士
と

情
報
学
士
）
と
英
語
に
関
し
て
は
T
O
E
I
C
9
0
0
点

以
上
の
ス
コ
ア
の
保
有
が
必
須
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
も
と
よ
り
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
及
び

ブ
ー
タ
ン
な
ど
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
英
語
教
育
が
浸
透
し
、

国
民
の
英
語
力
が
大
変
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、
本
学
に
在
学
し
て
い
る
学
生
が
卒
業
し
、
10
年

後
、
20
年
後
経
っ
た
時
に
は
、
多
く
の
卒
業
生
が
海
外
勤

務
を
始
め
、
国
際
的
な
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
の
時
に
、
能
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
で
き
る

よ
う
、
学
生
時
代
に
グ
ロ
ー
バ
ル
力
を
身
に
付
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
特
に
語
学
力
は
一
長
一
短
に
は
身
に
付
き

ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
と
同
じ
で
毎
日
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

必
要
で
す
。
語
学
力
が
向
上
す
る
と
、
外
国
語
で
教
え
る

授
業
科
目
の
履
修
、
海
外
留
学
へ
の
参
加
、
グ
ロ
ー
バ
ル

力
を
測
定
す
る
た
め
の
T
G
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
と

幅
広
く
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
語
学
力
、
特
に
英
語
力
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
留
学
に
必
要
な
英
語
力
を
習
得
す
る
た
め

の
正
課
授
業
（
L
E
A
P
）、
少
人
数
制
（
1
人
～
4
人
）

の
英
会
話
教
室
（
課
外
講
座
）、
英
語
資
格
T
O
E
I
C
、

T
O
E
F
L
E
、
I
E
L
T
S
の
試
験
対
策
講
座
、
英
作

文
の
個
人
添
削
な
ど
、
1
年
を
通
じ
て
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
無
料
又
は
安
価
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
異
文
化
を
理
解
す
る
た
め
、
短
期
（
9
日
）
か

ら
長
期
（
1
年
）
ま
で
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
数
用
意

し
て
い
ま
す
。
海
外
留
学
は
学
生
時
代
に
し
か
で
き
な
い

貴
重
な
経
験
で
あ
り
、
将
来
を
見
据
え
た
と
き
、
学
生
時

代
に
こ
そ
身
に
付
け
る
べ
き
能
力
と
し
て
位
置
付
け
て
い

ま
す
。
本
年
11
月
1
日
現
在
で
、
海
外
の
大
学
な
ど

1
6
4
機
関
と
協
定
を
締
結
し
、
う
ち
1
0
3
機
関
と
学

生
交
換
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
の
で
、
世
界
各
国
の
大

学
に
留
学
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
た
だ
、
留
学
に
は
費

用
負
担
が
伴
い
ま
す
の
で
、
他
大
学
と
比
べ
て
手
厚
い
奨

学
金
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
留
学
の
種
別
と
期
間
、
語
学

力
等
に
よ
り
7
万
円
～
3
0
0
万
円
ま
で
返
還
不
要
の
奨

学
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
本
学
で
学
ぶ
外
国
人
留
学
生
も
増
加
し
、

2
0
1
3
年
（
平
成
25
年
）
の
4
8
1
人
か
ら
2
0
1
7

年
（
平
成
29
年
）
に
は
1
、
5
0
9
名
へ
と
、
こ
の
4
年

間
で
3
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
学
内
に
居
な
が
ら
多
く
の

外
国
人
学
生
と
交
流
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
更
に
増
や
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
将
来
を
見
据
え
、
国
際
化
の
う
ね
り
を

乗
り
越
え
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財

の
育
成
は
、
本
学
の
教
育
の
柱
の
一
つ
で
あ
り
、
保
護
者

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も
こ
の
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

学
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
後
押
し
て
い
た
だ
き
た
く
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

国際部の
窓口から

国
際
部　

部
長　

高
橋　

清
隆

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
育
成
の
目
的
と

そ
の
支
援
に
つ
い
て
」
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東
洋
大
学
学
生
部
で
は
、
学
生
生
活
を
支
援
す
る
た
め

の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
業
務
内
容
と
し
て
は
、
①
奨

学
金
及
び
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
留
学
生
な
ど
を
担
当
す

る
厚
生
業
務
。
②
運
動
系
の
部
活
動
を
補
助
・
支
援
す
る

運
動
部
業
務
。
③
2
0
2
0
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
係
す
る
業
務
。そ
し
て
、④
文
化
系
サ
ー

ク
ル
や
学
生
の
課
外
活
動
（
大
学
祭
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
含
む
）
を
補
助
・
支
援
す
る
課
外
業
務
と
な
り
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
子
様
の
大
学

生
活
は
非
常
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
今
年
度
も
6
月
か
ら
8
月
ま
で
の
3
ヶ
月
間
、
父

母
懇
談
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
懇
談
会
で
は
、奨
学
金
・

部
や
サ
ー
ク
ル
活
動
・
学
生
生
活
全
般
に
関
す
る
こ
と
な

ど
を
率
直
に
聞
い
て
い
た
だ
き
、
日
頃
疑
問
に
思
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
少
し
で
も
解
決
さ
れ
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
回
は
、
現
在
の
学
生
を
取
り
巻
く
環
境
及
び
諸
問
題

に
つ
い
て
情
報
共
有
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
最
近
、

特
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
マ
ル
チ
商
法
に

よ
る
詐
欺
被
害
や
飲
酒
問
題
な
ど
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
事
例
を
交
え
て
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

【
マ
ル
チ
商
法
に
よ
る
詐
欺
被
害
に
つ
い
て
】　

　

マ
ル
チ
商
法
の
詐
欺
被
害
に
あ
っ
た
学
生
か
ら
の
話
を

聞
く
と
大
抵
の
場
合
、
知
人
や
友
人
か
ら
「
儲
け
話
」
が

あ
る
と
呼
び
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
話
を
す
る
と
言

わ
れ
喫
茶
店
へ
向
う
と
言
葉
巧
み
に
投
資
で
の
儲
け
話
を

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
投
資
で
成
功
し
た
人
た
ち
が
映
っ
て

い
る
映
像
を
見
せ
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
数
日
後
、

再
度
呼
び
出
さ
れ
る
と
今
度
は
数
十
万
円
の
学
生
ロ
ー
ン

を
組
ま
さ
れ
、
現
金
を
渡
し
、
契
約
書
を
書
か
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
際
、
領
収
書
も
契
約
書
も
手
渡
さ
れ
ず
、

学
生
の
手
元
に
残
る
の
は
、
数
十
万
円
で
購
入
し
た
「
投

資
で
儲
か
る
必
勝
法
の
D
V
D
や
U
S
B
な
ど
」
で
す
。

　

こ
の
時
点
で
、
投
資
詐
欺
に
よ
る
被
害
に
あ
っ
た
こ
と

に
気
づ
き
、
保
護
者
、
先
生
、
友
人
に
相
談
の
後
、
学
生

支
援
課
及
び
学
生
相
談
担
当
窓
口
へ
相
談
に
来
た
場
合
に

は
、
そ
れ
程
被
害
が
拡
が
ら
ず
に
終
息
で
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
洗
脳
さ
れ
て
し
ま
い
自
分
は
投
資
詐
欺
に
あ
っ

て
い
る
訳
で
は
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
る
場
合
に
は
、
友

人
・
知
人
も
紹
介
し
て
し
ま
い
加
害
者
と
な
っ
て
し
ま
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。
や
は
り
、
学
生
だ
け
で
判
断
す
る
の

で
は
な
く
常
に
周
り
の
方
々
に
相
談
す
る
意
識
を
持
つ
こ

と
で
、
防
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
簡
単
に
儲
け
ら
れ
る

話
に
は
充
分
に
注
意
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
飲
酒
問
題
に
つ
い
て
】

　

年
間
を
通
し
て
学
生
の
飲
酒
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
4
月
の
新
入
生
歓
迎
会
・
長
期
休
暇
期
間
（
夏
季

休
暇
・
冬
季
休
暇
・
春
季
休
暇
）
で
す
。
未
成
年
者
の
飲

酒
や
飲
酒
の
強
要
や
イ
ッ
キ
飲
み
は
「
絶
対
し
な
い
・
さ

せ
な
い
」
こ
と
に
つ
い
て
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
て
周
知
し
、

掲
示
物
及
び
学
生
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
に
て
注
意
喚
起
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
学
生
の
一
般
的
な
飲
酒
に
対
す
る
意
識
の
中

に
は
、「
友
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

と
な
っ
て
い
る
こ
と
」「
飲
め
な
い
こ
と
・
飲
ま
な
い
こ

と
は
ノ
リ
が
悪
い
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
」
な
ど
飲
ま

な
い
こ
と
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
に
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
未
成
年
者
の
飲
酒
に
つ
い
て
は
、「
未

成
年
者
飲
酒
禁
止
法
」
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
飲

酒
に
よ
り
気
が
大
き
く
な
り
、
羽
目
を
外
し
す
ぎ
て
店
内

で
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
り
、
外
部
か
ら
の
通
報
が
大
学

に
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、急
性
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
に
な
り
救
急
車
で
病
院
に
運
ば
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
最
悪
の
場
合
に
は
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
等

に
よ
る
大
学
生
の
事
故
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
度
、
飲
酒
に
つ
い
て
人
生
の
先
輩
で
あ
る
保
護
者
よ
り

失
敗
談
な
ど
も
含
め
て
お
子
様
と
話
し
合
わ
れ
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
マ
ル
チ
商
法
に
よ
る
詐
欺
被
害
及
び
飲
酒
問

題
を
中
心
に
記
載
い
た
し
ま
し
た
が
、
学
生
生
活
に
お
け

る
事
例
の
ほ
ん
の
一
部
で
す
。
学
生
の
抱
え
て
い
る
問
題

に
い
ち
早
く
対
応
し
、
解
決
す
る
に
は
、
学
生
と
保
護
者

の
日
頃
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で
す
。

是
非
、
お
子
様
と
色
々
な
こ
と
を
話
し
て
い
た
だ
き
、
学

生
が
大
学
生
活
を
有
意
義
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
保
護
者
の

皆
様
よ
り
ご
協
力
、
ご
支
援
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学生部の
窓口から

学
生
部
学
生
支
援
課　

課
長
補
佐　

椎
名　

康
行

「
学
生
生
活
に
お
け
る
環
境
及
び

諸
問
題
に
つ
い
て
」
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就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
部　
部
長　

石
井　
健
一

は
じ
め
に

　

平
素
よ
り
、
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
度
も
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
父
母
懇
談
会
」、

全
国
各
地
で
の
「
地
区
別
父
母
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
経
団
連
の
指
針
に
よ
る
企
業
側
の
採
用
活
動
は
、

「
３
月
広
報
活
動
解
禁
・
６
月
選
考
活
動
解
禁
」
と
、

今
年
度
も
昨
年
度
と
同
じ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
動
き
ま
し

た
が
、
実
際
は
昨
年
度
よ
り
選
考
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
早

め
た
企
業
が
多
々
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
３
年
生
向
け
を
中
心
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

実
施
す
る
企
業
が
増
え
、
そ
れ
に
伴
い
学
生
も
「
就
職

活
動
の
前
段
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す

る
」
こ
と
が
、
普
通
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
変
化
と
そ
れ
に
対
す
る
就
職
・
キ
ャ
リ
ア

支
援
部
の
取
組
み
を
、
毎
年
の
父
母
懇
談
会
で
の
講
演

等
を
通
じ
て
、
今
後
も
皆
さ
ま
に
お
伝
え
で
き
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

以
下
、
現
４
年
生
の
状
況
と
、
こ
れ
か
ら
就
職
活
動

が
本
格
化
す
る
現
３
年
生
の
状
況
、
最
後
に
低
学
年
か

ら
の
準
備
な
ど
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

４
年
生
の
就
職
状
況
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
状
況
で
す
が
、
経
団
連
の
指
針
ど
お
り
６

月
に
選
考
を
ス
タ
ー
ト
し
た
企
業
は
全
体
の
一
部
で
、

多
く
の
企
業
は
そ
れ
よ
り
早
い
時
期
に
選
考
を
開
始
し
、

６
月
以
前
に
内
々
定
を
出
し
た
企
業
も
あ
り
ま
し
た
。

企
業
の
採
用
意
欲
は
昨
年
度
同
様
に
高
め
で
、
早
い
時

期
に
複
数
企
業
か
ら
内
々
定
を
得
て
選
択
に
迷
う
学
生

も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
進
路
決
定
に
向
け
て
活
動
を
し
て
い
る
学
生

も
多
く
お
り
ま
す
。
３
月
ま
で
例
年
企
業
か
ら
の
求
人

は
届
き
ま
す
の
で
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
、
粘
り
強
く
活

動
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

特
に
こ
れ
か
ら
は
、

①
本
学
求
人
サ
イ
ト
（
求
人
ナ
ビ
）
の
求
人
情
報
の
活

用
②
本
学
へ
来
訪
さ
れ
た
企
業
の
求
人
情
報
の
活
用

③
内
定
直
結
型
「
マ
ッ
チ
ン
グ
会
社
説
明
会
」
等
の
学

内
求
人
イ
ベ
ン
ト
の
活
用

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

お
子
様
に
は
、
ぜ
ひ
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
就
職
支
援
室

の
活
用
と
、
職
員
・
相
談
員
に
よ
る
個
別
相
談
を
利
用

す
る
よ
う
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

な
お
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
は
、
学
生
向
け
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト「
T
o
y
o
N
e
t

-

G
の
就
職
情
報
」の
他
、

掲
示
・
学
内
放
送
・
D
M
な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。

３
年
生
の
就
職
状
況
に
つ
い
て

　

現
在
就
職
活
動
本
番
に
向
け
て
準
備
を
す
る
た
め
の

「
就
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
が
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
10

月
か
ら
年
明
け
1
月
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。
次
年
度

も
経
団
連
の
指
針
に
よ
る
企
業
側
の
採
用
活
動
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
変
更
無
し
で
す
が
、
選
考
等
で
各
企
業
の

動
き
出
し
は
更
に
早
く
な
る
事
も
予
測
さ
れ
ま
す
。

従
っ
て
、
大
学
で
実
施
す
る
支
援
セ
ミ
ナ
ー
に
早
く
か

ら
参
加
し
、
社
会
の
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
就

職
活
動
全
体
の
流
れ
と
対
策
を
把
握
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

支
援
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ワ
ー
ク
も
交
え
な
が
ら
、
採

用
試
験
に
必
要
な
エ
ッ
セ
ン
ス
を
修
得
し
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
自
分
の
将
来
と
就
職
活
動
を
結
び
つ
け
る
自

己
分
析
や
、
企
業
の
見
つ
け
方
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

の
書
き
方
、
模
擬
面
接
、
人
事
担
当
者
の
講
演
な
ど
、

多
岐
に
渡
る
内
容
で
す
。
ま
た
、
業
界
・
職
種
研
究
、

S
P
I
・
一
般
常
識
テ
ス
ト
・
W
e
b
テ
ス
ト
対
策
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
平
行
し
て
実
施

し
ま
す
。

　

現
時
点
で
具
体
的
な
希
望
進
路
を
決
め
て
い
な
い
学

生
も
、
公
務
員
・
教
員
を
希
望
す
る
学
生
も
、
こ
れ
ら

の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

自
立
し
た
大
人
と
し
て
社
会
で
働
く
た
め
の
準
備
に
、

き
っ
と
役
立
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

１・２
年
生
か
ら
の
就
職
準
備
に
つ
い
て

　

本
学
で
は
、
入
学
と
同
時
に
全
学
生
を
対
象
に
基
礎

力
テ
ス
ト
「
P
R
O
G
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
大
卒
者
と
し
て
社
会
で
求
め
ら
れ
る
汎
用
的
な
能

力
・
態
度
・
志
向
を
客
観
的
に
把
握
す
る
た
め
の
テ
ス

ト
で
す
。
こ
の
テ
ス
ト
は
３
年
生
の
４
月
に
再
度
行
い

ま
す
の
で
、
２
年
間
の
成
長
を
自
ら
確
認
す
る
と
と
も

に
、
自
身
の
強
み
を
活
か
し
た
就
職
活
動
の
た
め
の
一

助
と
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
就
職
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に
は
、

低
学
年
か
ら
意
欲
的
・
積
極
的
に
学
生
生
活
を
送
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
ゼ
ミ
や
国
内
外
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
様
な
経
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
よ
う
促
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
就
活
ル
ー
ル
の
見
直
し

議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
こ
の
議
論
が
ど
う
ま

と
ま
る
か
不
明
で
す
が
（
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
9

月
現
在
）、
将
来
ル
ー
ル
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

本
学
の
就
活
支
援
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
必
要
に
合
わ
せ
て

見
直
し
を
行
う
予
定
で
す
。
引
き
続
き
保
護
者
の
皆
さ

ま
の
ご
支
援
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
職
関
係
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経
理
部
財
務
課

Ｉ　
納
付
金
の
納
入
方
法
と
時
期

　

毎
年
、
納
付
金
の
納
入
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

納
付
金
に
つ
い
て
、
電
話
等
で
の
問
い
合
わ
せ
内
容

を
中
心
に
説
明
い
た
し
ま
す
。

納
付
金
振
込
用
紙
は
、
学
年
末
に
次
の
学
年
に
必
要
な

金
額
を
記
載
し
、
お
送
り
し
ま
す
。

①
納
付
金
振
込
用
紙
の
郵
送
先

　

第
一
部
…
保
証
人
住
所
宛
て
に
郵
送

　

第
二
部
… 

本
人
ま
た
は
保
証
人
住
所
宛
て
に
郵
送

　
（
郵
送
先
は
入
学
時
に
選
択
し
た
宛
て
先
）

②
納
付
金
の
振
込
方
法

　

大
学
よ
り
郵
送
さ
れ
た
そ
の
年
度
の
指
定
振
込
用
紙

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
学
で
の
現
金
に
よ
る
受
付
は
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

③
全
納
と
分
納

　

振
込
用
紙
に
は
「
全
納
」
と
「
分
納
」
の
用
紙
が
あ

り
、
振
込
時
に
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　

全
納
…
年
間
必
要
額
を
一
括
し
て
納
入

　

分
納
…
年
間
必
要
額
を
春
学
期
と
秋
学
期
の
二
回
に

分
け
て
納
入

　

分
納
を
選
択
さ
れ
た
方
の
秋
学
期
用
振
込
用
紙
は
、

秋
学
期
納
入
時
期
に
大
学
よ
り
郵
送
し
ま
す
。

④
納
入
期
間

　

・
春
学
期　

四
月
一
日
～
四
月
二
五
日

　

・
秋
学
期　

十
月
一
日
～
十
月
十
五
日

※
納
入
期
間
は
各
年
度
の
曜
日
に
よ
り
変
動
し
ま
す
。

　

振
込
用
紙
記
載
の
期
間
内
に
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

Ⅱ　
納
付
金
の
内
訳

　

納
付
金
は
、「
学
費
」
と
「
そ
の
他
の
費
用
」
に
区

別
さ
れ
ま
す
。

① 

「
学
費
」
に
は
、
入
学
金
・
授
業
料
・
一
般
施
設
設

備
資
金
・
実
験
実
習
料
・
教
育
充
実
料
が
含
ま
れ
ま

す
。

　

 

（
実
験
実
習
料
・
教
育
充
実
料
は
該
当
す
る
学
部
・

学
科
の
み
。）

② 「
そ
の
他
の
費
用
」
は
次
の
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

・
甫
水
会
費

　

・
学
生
課
外
活
動
育
成
会
費

Ⅲ　
学
籍
異
動
に
係
る
納
付
金
に
つ
い
て

　

休
学
・
原
級
・
退
学
等
、
学
籍
異
動
時
に
は
必
要
な

納
付
金
が
変
わ
り
ま
す
。

　

休
学
…
休
学
期
間
中
の
一
般
施
設
設
備
資
金
の
半
額
、

お
よ
び
そ
の
他
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

原
級
…
四
年
生
で
原
級
す
る
場
合
、
当
該
年
度
の
正

規
四
年
生
の
納
付
金
と
同
額
に
な
り
ま
す
。

原
級
さ
れ
た
後
は
、
納
付
金
の
お
支
払
い

は
学
期
ご
と
に
な
り
ま
す
。

　

退
学
…
各
学
期
の
納
入
期
間
内
に
退
学
の
手
続
き
が

完
了
し
た
場
合
、
前
学
期
末
付
で
の
退
学

と
な
り
、
納
付
金
を
納
入
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

な
お
「
異
動
許
可
願
」
が
受
理
さ
れ
た
日
に
よ
り
学

籍
異
動
の
効
力
が
発
生
す
る
日
付
が
異
な
り
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
に
つ
い
て
不
明
な
点
等
は
、
各
学
部
教

務
課
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ⅳ　
納
付
金
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

　

振
込
用
紙
の
未
着
や
紛
失
、
支
払
額
の
詳
細
な
ど
、

納
付
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
や
ご
相
談
は
テ
レ

フ
ォ
ン
ガ
イ
ド
を
参
照
願
い
ま
す
。
ま
た
、
東
洋
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
詳
細
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

納
付
金（
学
費
等
）に
つ
い
て
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平
成
29
年
度
甫
水
会
活
動
報
告

　

�

（
平
成
30
年
度
評
議
員
会
資
料
抜
粋
）

平
成
29
年
度
事
業
報
告

　

東
洋
大
学
に
お
い
て
は
、
平
成
24
年
に
、「
諸
学
の
基

礎
は
哲
学
に
あ
り
」
の
理
念
を
基
礎
と
し
、
創
立
1
3
0 

周
年
を
迎
え
る
平
成
29
年
度
に
は
、「
T
O
Y
O 

G
L
O
B
A
L 

D
I
A
M
O
N
D
S
」
構
想
に
お
け
る

平
成
28
年
度
ま
で
の
実
績
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

さ
ら
に
、
新
学
部
・
学
科
の
設
置
も
あ
い
ま
っ
て
キ
ャ
ン

パ
ス
の
国
際
化
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
い
っ
そ
う
進
展
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
東
洋
大
学
は
世
界
標
準
の
教
育
と
研
究
、
社
会
貢
献

活
動
を
推
進
す
る
の
み
な
ら
ず
、
国
際
的
に
優
れ
た
水
準

の
大
学
を
目
指
す
」
と
い
っ
た
「
未
来
宣
言
」
の
実
現
を

目
指
し
、
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
大
学
へ
の
道
の
第
一
歩
を

踏
み
出
す
年
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
洋
大
学
甫
水
会
は
、
昭
和
34
年
1
月
父
兄
会
と
し
設

立
さ
れ
て
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、「
東
洋
大
学
学
生
の

父
母
及
び
保
証
人
と
の
連
絡
を
密
に
し
、
大
学
の
興
隆
発

展
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
大
学
と
協
力
し
て
学
生
の
心

身
の
健
全
な
発
達
を
図
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
お
り
、

平
成
29
年
度
で
創
設
58
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
27
年
度
よ
り
、
甫
水
会
と
し
て
大
学
の
掲
げ
る
目
標
及

び
事
業
を
支
援
す
る
た
め
、
大
学
と
の
「
協
働
」
の
も
と
、

事
業
分
野
を
拡
大
し
、
各
種
事
業
運
営
を
見
直
し
ま
し
た
。

会
員
に
と
っ
て
今
ま
で
以
上
に
大
学
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
会
員
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
る
こ

と
に
も
注
力
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
、

大
学
と
の
「
協
働
」「
連
携
」
の
基
本
方
針
の
さ
ら
な
る

充
実
を
目
指
し
て
、
甫
水
会
の
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

以
下
、
去
る
平
成
29
年
5
月
の
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ

た
事
業
計
画
に
基
づ
き
執
行
し
た
1
年
間
の
事
業
実
施
概

要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

本
部
事
業
関
係

　
1
.
諸
会
議
及
び
行
事

　
【
諸
会
議
】

⑴
評
議
員
会

　

平
成
29
年
5
月
27
日
14
時
よ
り
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ

ン
パ
ス
8
号
館
1
2
5
記
念
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
会
則

第
6
章
評
議
員
第
21
条
に
基
づ
き
開
催
さ
れ
、
評
議
員

72
名
が
出
席
し
て
、
議
長
、
副
議
長
選
出
、
ま
た
、
議

事
録
署
名
人
を
選
任
後
、
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ

た
。

⑵
理
事
会

　
　

常
任
理
事
と
地
区
長
理
事
で
構
成
さ
れ
、
会
則
第
4

章
役
員
第
8
条
に
基
づ
き
、
開
催
さ
れ
た
。

　

①
平
成
28
年
度

　
　

第
2
回
理
事
会　
　
　

平
成
29
年
4
月
15
日

　

②
平
成
29
年
度

　
　

第
1
回
理
事
会　
　
　

平
成
29
年
10
月
28
日

⑶
常
任
理
事
会

　

会
則
第
4
章
役
員
第
9
条
に
基
づ
き
、
月
1
回
の
定

例
会
議（
但
し
、
7
・
8
月
は
除
く
）を
開
催
し
、
業
務

を
執
行
し
た
。

　

①
平
成
28
年
度

　
　

第
9
回
常
任
理
事
会　

平
成
29
年
4
月
15
日

　
　

第
10
回
常
任
理
事
会　

平
成
29
年
5
月
13
日

　

②
平
成
29
年
度

　
　

第
1
回
常
任
理
事
会　

平
成
29
年
6
月
3
日

　
　

第
2
回
常
任
理
事
会　

平
成
29
年
9
月
2
日

　
　

臨　

時
常
任
理
事
会　

平
成
29
年
9
月
9
日

　
　

第
3
回
常
任
理
事
会　

平
成
29
年
10
月
14
日

　
　

第
4
回
常
任
理
事
会　

平
成
29
年
11
月
11
日

　
　

第
5
回
常
任
理
事
会　

平
成
29
年
12
月
9
日

　
　

第
6
回
常
任
理
事
会　

平
成
30
年
1
月
13
日

　
　

第
7
回
常
任
理
事
会　

平
成
30
年
2
月
3
日

　
　

第
8
回
常
任
理
事
会　

平
成
30
年
3
月
10
日

⑷
常
任
理
事
会
内
委
員
会

　
　

必
要
に
応
じ
て
業
務
を
執
行
し
た
。

⑸
役
員
選
考
委
員
会

　

会
則
第
4
章
役
員
第
6
条
に
基
づ
き
、
全
国
56
支
部

よ
り
選
出
し
、
次
期
役
員
候
補
者
を
選
考
す
る
た
め
、

平
成
30
年
1
月
20
日
に
開
催
し
た
。

⑹
地
区
別
支
部
長
会
議

　

会
則
第
10
章
地
区
お
よ
び
支
部
第
39
条
に
基
づ
き
、

本
部
・
支
部
活
動
の
円
滑
な
連
携
と
地
区
の
活
性
化
を

目
的
と
し
、
地
区
長
主
催
で
全
国
10
地
区
に
お
い
て
実

施
さ
れ
、
各
実
施
日
程
は
次
の
通
り
。

　

関
東
15
支
部
・
甲
信
越
3
支
部
・
北
陸
2
支
部（
平

成
30
年
2
月
3
日
）、
東
北
6
支
部
・
東
海
4
支
部
・

四
国
4
支
部
・
九
州
8
支
部（
2
月
17
日
）、
北
海
道
5

支
部
・
近
畿
4
支
部
・
中
国
5
支
部（
2
月
24
日
）

⑺
全
国
56
支
部
長
研
修
会

　

平
成
29
年
9
月
9
日
に
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
5
号
館

5
B
1
2
教
室
で
開
催
し
た
。

　

本
部
主
催
で
全
国
56
支
部
長（
代
理
含
）の
参
加
に
よ

る
、「
甫
水
会
諸
規
程
」
お
よ
び
「
支
部
関
係
業
務
処

理
に
関
す
る
取
扱
い
」
を
主
と
し
た
研
修
を
行
っ
た
。

【
行
事
】

⑴
父
母
懇
談
会

甫
水
会
活
動

校舎 学部 申込会員数 参加者数 実施日

白 山

文 学 部 142 177

6 /11
（日）

経 済 学 部 135 163
経 営 学 部 146 187
法 学 部 82 94
社 会 学 部 166 192
国 際 地 域 学 部 44 49
国 際 学 部 29 36
国 際 観 光 学 部 39 47

川 越
理 工 学 部 233 315 6 /11

（日）総 合 情 報 学 部 56 78
朝 霞 ライフデザイン学部 108 114 6 /10（土）

板 倉
生 命 科 学 部 72 109

6 /10（土）
食 環 境 科 学 部 76 97

赤羽台 情 報 連 携 学 部 102 161 6 /18（日）
出 席 者 合 計 1,430 1,819
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①
学
生
が
在
籍
す
る
校
舎（
白
山
・
川
越
・
板
倉
・
朝
霞
・

赤
羽
台
）ご
と
に
「
学
部
別
父
母
懇
談
会
」
が
6
月

に
実
施
さ
れ
、
大
学
教
職
員
に
よ
る
「
履
修
･
成
績

及
び
学
生
生
活
･
就
職
」
等
に
つ
い
て
説
明
及
び
個

別
面
談
が
な
さ
れ
た
。

②
関
東
地
区
を
除
く
全
国
26
会
場
に
て
「
地
区
別
父
母

懇
談
会
」が
開
催
さ
れ
、参
加
者
は
7
9
2
名
で
あ
っ

た
。
大
学
教
職
員
及
び
本
部
役
員
が
出
張
し
、「
履

修
・
成
績
及
び
学
生
生
活
・
就
職
」
等
に
つ
い
て
説

明
・
面
談
を
実
施
し
た
。

⑵
会
員
の
集
い
・
就
職
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
就
職
関
係
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
井
上
円
了

ホ
ー
ル
に
お
い
て
10
月
29
日
に
開
催
し
た
。

　

午
前
中
2
回
に
分
け
て
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を

実
施
し
、
午
後
か
ら
は
、
東
洋
大
学
北
脇
秀
敏
副
学
長

お
よ
び
、
甫
水
会
阿
部
雅
道
会
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、

就
職
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、
㈱
N
T
T
デ
ー
タ
経

営
研
究
所
取
締
役
唐
木
重
典
氏
よ
り
、「
採
用
者
の
立
場
、

親
の
立
場
で
考
察
す
る
就
活
サ
ポ
ー
ト
の
在
り
方
～
採

用
担
当
と
し
て
の
視
点
か
ら
～
」
と
題
し
た
実
践
的
な

講
演
が
な
さ
れ
た
。
次
い
で
、
前
年
度
就
職
の
卒
業
生
、

髙
栁
佑
香
さ
ん（
国
際
地
域
学
部
）、
久
保
遥
さ
ん（
法

学
部
）、
笠
井
文
香
子
さ
ん（
経
営
学
部
）、
佐
々
木
舞

子
さ
ん（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
）、池
田
遥
香
さ
ん（
理

工
学
部
）、
荏
原
健
太
さ
ん（
理
工
学
研
究
科
）、
高
橋

辰
乃
介
さ
ん（
生
命
科
学
部
）の
7
名
と
、
甫
水
会
会
長
、

副
会
長
3
名
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
就
職
活
動
内
容
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
就

職
体
験
な
ど
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
た
。

　

平
成
29
年
度
の
参
加
者
は
、
6
9
4
名
で
あ
っ
た
。

な
お
、
過
去
8
年
間
実
施
し
た
結
果
は
、
平
成
21
年
度

は
5
4
6
名
、
22
年
度
は
3
3
0
名
、
23
年
度
は

2
2
8
名
、
24
年
度
は
4
7
2
名
、
25
年
度
は
3
8
3

名
、
平
成
26
年
度
は
5
1
6
名
、
平
成
27
年
度
は

6
3
5
名
、
平
成
28
年
度
は
6
1
5
名
と
な
っ
て
い
る
。

2
．
学
生
支
援
諸
制
度

⑴
奨
学
生
制
度

　
　
「
奨
学
生
規
程
」
に
基
づ
き
、
常
任
理
事
会
に
お

い
て
選
考
の
結
果
、
3
名
採
用
し
た
。

⑵
学
生
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
、
学
術
研
究
等
援
助
・
表

彰
制
度

　
　

学
生
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動（
運
動
部
・
文
化

部
・
学
術
研
究
サ
ー
ク
ル
・
ゼ
ミ
等
）に
対
し
、
学

生
部
と
連
携
し
て
申
請
が
出
さ
れ
た
14
サ
ー
ク
ル
に

（4‌20,000円

）、
ス
ポ
ー
ツ
東
洋
新
聞
等
広
告
掲
載

料
と
し
て（1‌50,000円

）援
助
し
た
。
ま
た
、「
援
助
・

表
彰
基
準
」
に
よ
り
、
1
部
体
育
会
・
2
部
体
育
会

の
団
体
の
部
10
団
体
、
個
人
の
部
46
名
へ
の
表
彰
と

褒
賞
金（2,110,000円

）を
援
助
し
た
。

⑶
国
際
化
の
支
援

　
　

今
年
度
、
大
学
担
当
部
署
と
協
議
し
て
試
み
た
が
、

実
施
に
至
ら
な
か
っ
た
。
次
年
度
に
向
け
て
、
体
制

の
整
備
を
図
り
た
い
。

⑷
就
職
活
動
支
援

①
東
洋
大
学
第
2
種
奨
学
金
受
給
者（
3
年
生
）等
を

対
象
に
就
活
グ
ッ
ズ
無
料
引
換
券
を
1
1
3
名
に

配
布
し
た
。（1,080,000円

）

②
参
加
者
へ
大
学
名
入
り
履
歴
書
を
配
布
し
た
。

（861,732円

）

③
「
カ
ー
ド
ミ
ラ
ー
」
を
1
8
0
0
枚
作
成
し
、
配

布
し
た
。（11,781,676円

）

⑸
学
生
の
食
育
支
援

　
　

今
年
度
も
申
請
に
基
づ
き
、
平
成
29
年
度
7
月
春

学
期
4
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
食
堂
に
て
、
学
生
に
期
間

限
定
で
朝
食
提
供
補
助
1
0
5
1
食
数
援
助
、
お
よ

び
1
月
秋
学
期
は
、
1
0
7
5
食
数
援
助
し
た
。

（610,850円
）ま
た
、
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館

で
の
、「
図
書
館
de
朝
カ
フ
ェ
」
の
実
施
に
際
し
て
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
、
牛
乳
、
グ
ラ
ノ
ー
ラ
等
の
軽
食
を
提

供
し
た
。（80,872円
）

⑹
東
洋
大
学
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
学
内
講
座
甫
水
会
援

助
制
度

　
　

東
洋
大
学
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
学
内
講
座
の
実
施

に
伴
い
、
申
請
に
基
づ
き
対
象
資
格
に
合
格
し
た
学

生
46
名
に
対
し
て
援
助
し
た
。（303,700円

）な
お
、

援
助
は
他
学
部
と
の
褒
賞
金
と
は
重
複
し
な
い
こ
と

を
前
提
と
し
た
。

⑺
弔
慰
金
制
度

　
　
「
弔
慰
金
規
程
」
に
基
づ
き
、
申
請
に
よ
り
11
名

に
支
給
し
た
。

⑻
学
生
総
合
補
償
制
度

　
　

1
年
生
の
甫
水
会
会
員
を
対
象
と
し
た
任
意
加
入

の
学
生
総
合
補
償
制
度
で
、
3
0
5
名
が
加
入
し
た
。

3
．
甫
水
会
費
の
徴
収
・
支
部
運
営
費
の
交
付

　

⑴
甫
水
会
費
の
徴
収

　

甫
水
会
費
は
、
1
部
学
生
に
つ
い
て
は
、
入
学
時

及
び
毎
年
授
業
料
払
込
時
に
5
千
円
を
大
学
に
代
理

徴
収
を
お
願
い
し
て
い
る
。
2
部
学
生
に
つ
い
て
は
、

任
意
加
入
と
し
、
本
部
に
納
入
さ
れ
た
。

　

⑵
支
部
運
営
費
の
交
付

①
支
部
運
営
費
は
、
甫
水
会
費
を
納
入
し
た
会
員
の

所
属
す
る
6
月
時
点
で
の
支
部
会
員
数
1
人
当
り

1
千
円
を
乗
じ
て
算
定
し
た
。
さ
ら
に
会
員
が
1
、

0
0
0
名
未
満
支
部
に
つ
い
て
は
、
10
万
円
を
加

算
し
、
本
部
か
ら
年
1
回
6
月
に
2
6
、6
2
7

名
分
を
支
部
運
営
費
と
し
て
支
出
し
た
。

（31,214,000円

）

　
　
　
　

1
）会
員
数
×
単
価
1
千
円

　
　
　
　

2
）支
部
会
員
数
定
額
加
算　

　
　
　
　
　

46
支
部
×
10
万
円
ず
つ

②
支
部
開
催
事
業（
就
職
説
明
会
、
文
化
・
体
育
活

動
等
、
そ
の
他
主
た
る
目
的
が
会
員
親
睦
で
あ
る

活
動
以
外
の
活
動
を
目
的
と
し
た
支
部
行
事
）に

対
し
て
、
20
支
部
主
催
行
事
に
援
助
し
た
。

（1,427,140円

）

③
地
区
長
主
催
で
全
国
6
地
区
に
お
い
て
、
地
区
別

支
部
長
会
議
開
催
に
伴
う
会
場
費
等
の
経
費
に
つ

い
て
、
10
万
円
を
上
限
と
し
て
本
部
に
お
い
て
負

担
援
助
し
た
。（430,372円

）

4
．
就
職
関
係

　

⑴
就
職
関
連
講
演
会
等
の
実
施

　

就
職
説
明
会
開
催
希
望
支
部
に
つ
い
て
、
講
師
選

定
と
派
遣
に
つ
い
て
大
学
側
と
協
議
し
た
。
な
お
、

大
学
教
職
員
を
講
師
派
遣
す
る
場
合
の
旅
費
交
通
費

等
は
大
学
側
の
負
担
と
し
た
。

⑵
大
学
の
就
職
支
援
体
制
等
の
プ
レ
ゼ
ン
ツ
ー
ル
の
作
成

　

父
母
懇
談
会
で
の
説
明
ツ
ー
ル
と
し
て
使
用
す
る

ほ
か
、
支
部
行
事
で
活
用
出
来
る
よ
う
に
、
動
画
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
P
I
P 

M
a
k
e
r
）を
作

成
し
た
。（751,336円

）

5
．
大
学
事
業（
行
事
）に
対
す
る
支
援
協
働

　

会
則
に
定
め
る
「
目
的
及
び
事
業
」
を
達
成
す
る
た
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め
に
、
大
学
事
業
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
援
助
・
協
働

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
甫
水
会
事
業
計
画
に
基
づ
き

執
行
し
た
。

⑴
父
母
懇
談
会
お
よ
び
甫
水
会
支
部
総
会
同
日
開
催
に

伴
う
経
費

　

平
成
27
度
よ
り
大
学
主
催
の
「
父
母
懇
談
会
」
開

催
に
伴
い
、
甫
水
会
本
部
と
各
支
部
が
実
施
・
運
営

に
関
し
て
今
年
度
も
引
き
続
き
、
大
学
と
の
連
携
と

協
働
体
制
の
も
と
、
実
施
経
費
の
う
ち
会
場
費
等
に

つ
い
て
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
て
甫
水
会
が
負
担
援

助
し
た
。（7,001,575円

）

⑵
父
母
専
用
相
談
窓
口
運
営

　

平
成
27
年
度
開
設
し
た
父
母
専
用
相
談
窓
口（
父

母
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）の
運
営
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

大
学
と
協
働
し
て
推
進
し
、
1
0
3
件
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
。

⑶
交
換
留
学
生
等
の
受
入
れ
支
援

　

今
年
度
、
担
当
部
署
と
協
議
し
て
試
み
た
が
、
実

施
に
至
ら
な
か
っ
た
。
次
年
度
に
向
け
て
、
実
施
体

制
の
整
備
を
図
り
た
い
。

⑷
新
入
生
父
母
に
対
す
る
説
明
会
実
施
に
伴
う
経
費

　

学
部
主
催
「
新
入
生
父
母
に
対
す
る
説
明
会
」（
入

学
式
当
日
に
実
施
）に
つ
い
て
、
大
学
と
の
連
携
と

協
働
の
も
と
で
、
本
部
役
員
も
参
加
の
う
え
、
各
学

部
父
母
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
た
が
、
援
助
金
執
行

は
な
か
っ
た
。

⑸
体
育
後
援
会
に
対
す
る
援
助

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
本
部
拠
出
金

と
し
て
援
助
し
た
。
拠
出
に
あ
た
っ
て
、
事
務
運
営

を
担
っ
て
い
る
校
友
会
に
対
し
て
、
運
営
方
法
に
つ

い
て
是
正
対
応
を
条
件
と
し
た
。（4,000,000円

）

⑹
「
井
上
円
了
が
志
し
た
も
の
と
は
」
に
対
す
る
援
助

　

井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
の
企
画
・
実
施
、

実
行
委
員
会
を
構
成
、
そ
の
運
営
費
の
一
部
を
負
担

援
助
し
た
。（1,154,500円

）

⑺
卒
業
記
念
品

　

卒
業
記
念
品
購
入
代
金
と
し
て
大
学
・
校
友
会
・

本
会
の
三
者
負
担
に
よ
る
分
担
金
を
援
助
し
た
。

（1,800,000円

）

⑻
全
学
的
な
行
事
に
対
す
る
援
助

　

白
山
祭
・
こ
も
れ
び
祭（
川
越
）・
朝
華
祭（
朝
霞
）・

雷
祭（
板
倉
）の
4
校
舎
の
大
学
祭
の
実
行
委
員
会
に

対
し
て
援
助
金
を
支
出
し
た
。（2,200,000円

）

　

さ
ら
に
、
川
越
、
朝
霞
、
板
倉
の
3
校
舎
で
実
施

さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
援
助
金
を
支
出
し
た
。

（2‌40,000円

）

⑼
留
学
生
連
合
会
等
に
対
す
る
援
助

　

留
学
生
連
合
会
等
団
体
の
活
動
に
対
し
援
助
金
を

支
出
し
た
。（70,000円

）

⑽
学
部
行
事
等
に
対
す
る
援
助

　

学
生
を
対
象
と
し
た
学
部
行
事
・
コ
ン
ク
ー
ル
等

に
お
い
て
、
優
秀
者
に
「
甫
水
会
会
長
賞
」
と
し
て

授
与
し
た
。
具
体
的
な
内
容
は
次
の
通
り
。

①
法
学
部
新
入
生
行
事
に
対
し
て
、
ポ
ケ
ッ
ト
六
法

47
冊
を
授
与
し
、
ま
た
法
学
部
法
律
討
論
会
お
よ

び
法
学
部
ゼ
ミ
発
表
会
に
援
助
し
た
。（164,607

円

）

②
国
際
地
域
学
部
の
日
本
語
・
中
国
語
弁
論
大
会
へ

援
助
し
た
。（40,000円

）

③
障
が
い
学
生
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
け
る

功
労
者
に
対
す
る
表
彰
を
行
い
、
3
年
生
10
名
へ

表
彰
状
を
授
与
、
4
年
生
8
名
へ
表
彰
状
授
与
し
、

功
労
金
を
支
給
し
た
。（80,000円

）

⑾
「
東
洋
大
学
教
育
・
研
究
協
力
資
金
」
募
金
に
対
す

る
協
力

　

創
立
1
5
0
周
年
に
向
け
て
国
際
的
に
評
価
さ
れ

る
大
学
を
目
指
し
た
「
東
洋
大
学
教
育
・
研
究
協
力

資
金
」
に
対
し
て
、
平
成
26
年
度
以
降
募
金
に
協
力

し
て
い
る
。
平
成
29
年
度
に
つ
い
て
も
本
部
予
算
と

し
て
「
奨
学
事
業
の
展
開
」
へ
1
0
0
％
充
当
の
寄

付
を
行
い（1,000万

円

）、
併
せ
て
各
支
部
及
び
会

員
に
対
し
て
、
大
学
へ
の
募
金
の
協
力
を
お
願
い
し

た
。

⑿
会
長
施
策
重
点
支
援
事
業
費

①
赤
羽
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
学
に
伴
い
、
希
望
の

あ
っ
た
紙
袋
を
作
成
し
、
懇
親
を
深
め
る
た
め
に

懇
親
会
を
開
催
し
た
。（401,120円

）

②
学
祖
を
よ
り
理
解
す
る
よ
う
に
、学
長
著
作
の「
井

上
円
了
そ
の
哲
学
・
思
想
」
を
購
入
し
、
支
部
長

に
配
布
し
た
。（224,640円
）

③
昨
年
に
引
き
続
き
、
平
成
30
年
1
月
2
日
「
東
洋

大
学
甫
水
会
第
94
回
箱
根
駅
伝
応
援
ツ
ア
ー（
日

帰
り
）」
を
実
施
し
、
バ
ス
運
行
委
託
等
の
経
費

を
支
出
し
た
。
参
加
者
は
38
名
で
、
一
部
経
費
負

担
と
し
て
1
人
5
、0
0
0
円
の
参
加
費
を
徴
収

し
た
。（400,850円

）

6
．
大
学
及
び
校
友
会
行
事
等
に
対
す
る
協
力

　

大
学
及
び
校
友
会
が
年
間
行
事
と
し
て
実
施
す
る
祭

事
等
に
、
甫
水
会
代
表
者
を
派
遣
・
協
力
し
た
。

平
成
29
年
4
月
6
日　

入
学
式

平
成
29
年
4
月
14
日　

2
0
1
7
年
度
新
入
留
学
生

歓
迎
会

平
成
29
年
5
月
20
日　

東
洋
大
学
校
友
会
支
部
長
会

平
成
29
年
5
月
30
日　

体
育
後
援
会
第
1
回
運
営
委

員
会

平
成
29
年
6
月
6
日　

学
祖
祭

平
成
29
年
10
月
8
日　

校
友
会
「
平
和
祈
念
之
碑
に

集
う
会
」

平
成
29
年
10
月
22
日　

東
洋
大
学
校
友
会
校
友
大
会

平
成
29
年
11
月
4
日　

哲
学
堂
祭

平
成
29
年
12
月
23
日　

留
学
生
連
合
会
年
末
交
流
会

平
成
30
年
1
月
17
日　
「
井
上
円
了
が
志
し
た
も
の

と
は
」
表
彰
式

平
成
30
年
3
月
9
日　

一
部
・
二
部
体
育
会
表
彰
式

平
成
30
年
3
月
15
日　

校
友
会
学
生
研
究
奨
励
基
金

授
与
式

平
成
30
年
3
月
23
日　

卒
業
式

7
．
広
報
活
動

　

会
員
相
互
間
の
連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
広
報
活
動
を
実
施
し
た
。「
会
員
の
し
お
り
」及
び「
会

報
東
洋
」
の
発
送
は
、
大
学
の
送
付
物
に
同
封
し
発
行

し
た
。

⑴
甫
水
会
本
部
発
行
物

　
　

①
新
入
会
員
対
象
の
「
会
員
の
し
お
り
」

　
　
　
　

平
成
30
年
1
月
発
行

　
　

②
全
会
員
対
象
の
「
会
報
東
洋
」

　
　
　
　

平
成
29
年
12
月
発
行

③
本
部
役
員
及
び
支
部
長
対
象
の
「
甫
水
会
ジ
ャ
ー

ナ
ル
」

　
　

平
成
29
年
4
月
発
行
・
10
月
発
行

④
新
会
員（
新
入
生
の
ご
父
母
）向
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
作
成

　

新
1
年
生
保
証
人
に
対
し
て
、
甫
水
会
活
動
の

目
的
お
よ
び
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
新
入
生
の
父
母
向
け
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
約
8
、0
0
0
部
送
付
し
た
。
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⑵
甫
水
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　

東
洋
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
た
甫
水
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
、
情
報
活
動
を
強
化
し
た
。

⑶
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
の
作
成

　

赤
羽
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
追
加
等
、
新
規
施
設
、
設

備
の
紹
介
を
含
め
、
次
年
度
に
繰
越
し
す
る
。

⑷
応
援
グ
ッ
ズ
の
作
成

　

甫
水
会
の
活
動
へ
の
参
加
促
進
の
一
環
と
し
て
、

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
入
り
の
ス
テ
ン
レ
ス
ボ

ト
ル
を
作
成
し
、
甫
水
会
本
部
役
員
な
ら
び
に
支
部

役
員
就
任
者
へ
配
布
し
た
。（3,896,640円

）

8
．
会
員
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

　

甫
水
会
本
部
で
は
、
大
学
と
「
個
人
デ
ー
タ
の
提
供

に
伴
う
個
人
情
報
の
機
密
保
持
及
び
安
全
管
理
に
関
す

る
契
約
書
」
を
締
結
し
、
会
員
情
報
の
運
用
管
理
に
つ

い
て
適
正
な
管
理
に
努
め
て
い
る
。

　

大
学
の
教
務
部
門
の
シ
ス
テ
ム
情
報
を
利
用
し
、
会

費
納
入
処
理
等
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
会
員
情
報
管
理

シ
ス
テ
ム
の
運
営
管
理
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
か

ら
は
、
卒
業
生
・
甫
水
会
連
携
推
進
課
に
依
頼
し
て
お

り
、
同
推
進
課
の
デ
ー
タ
提
供
に
よ
り
、
支
部
要
請
の

宛
名
ラ
ベ
ル
を
甫
水
会
本
部
で
作
成
し
て
い
る
。

　

宛
名
ラ
ベ
ル
等
の
支
部
へ
の
提
供
に
際
し
て
は
、「
個

人
情
報
保
護
法
」
に
基
づ
き
適
切
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
支
部
に
対
し
て
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
大
学
側
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
リ
ン
ク
し
、
大
学
の
広
報
課
と
連
携
し
て
、
デ
ー

タ
更
新
の
円
滑
化
と
会
員
の
閲
覧
の
便
宜
性
を
確
保
し

て
い
る
。

9
．
会
員
の
満
足
度
向
上
と
帰
属
意
識
昂
揚
の
た
め
の
施
策

　

支
部
総
会
開
催
時
に
配
布
す
る
た
め
に
、
ハ
ン
ド
タ

オ
ル
を
1
万
枚
作
成
し
て
配
布
し
た
。（2,851,200円

）

　

支
部
事
業
関
係

⑴
支
部
総
会

　

各
支
部
で
実
施
さ
れ
た
。

　

平
成
27
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
大
学
主
催
の

「
父
母
懇
談
会
」
開
催
に
伴
い
、
関
東
地
区
以
外
の

支
部
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
同
日
・
同
会
場
で

開
催
を
し
て
い
る
。
関
東
地
区
支
部
は
、
従
来
通
り

支
部
総
会
は
別
途
に
独
自
で
開
催
し
て
い
る
。

①
支
部
総
会
…
…
56
支
部　

会
員
数
2
6
、5
9
5
名

②
開
催
日
…
…
平
成
30
年
6
月
24
日
～
8
月
27
日

③
出
席
者
…
…
1
、0
6
6
名

⑵
支
部
行
事

　

就
職
説
明
会
・
講
演
・
研
修
会
等
支
部
主
催
行
事

に
つ
い
て
は
、
支
部
か
ら
の
開
催
要
望
に
基
づ
き
、

日
程
及
び
派
遣
者
依
頼
願
い
に
つ
い
て
大
学
側
と
調

整
し
た
。
ま
た
、
講
演
・
研
修
会
等
の
講
師
に
つ
い

て
、
大
学
教
員
を
希
望
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
本

部
か
ら
の
紹
介
を
含
め
協
力
し
た
。

　

実
施
支
部
は
以
下
の
通
り
で
あ
り
、
甫
水
会
の
支

部
主
催
行
事
援
助
金
支
給
規
程
に
基
づ
き
援
助
金
を

支
出
し
た
。

①就職説明（懇談）会
月　日 曜 支　部 場　所 事務説明者（敬称略） 出席者数

6 月25日 日 島根県 ホテルビュー華満 外部講師　　中澤 8

7 月 1 日 土 埼玉県中央 川越東武ホテル 主任　　　　小泉　昭 54

1 日 土 埼玉県東 春日部市民文化会館 外部講師　　山本　みどり 30

8 日 土 茨城県 牛久市エスカード生涯学習センター 外部講師　　川田 英利 91

9 日 日 千葉県西 市川グランドホテル 外部講師　　山本　みどり 64

15日 土 千葉県東 千葉市生涯学習センター 主任　　　　白井　由希子 33

17日 月 神奈川県 ホテル横浜ガーデン 外部講師　　山本　みどり 56

29日 土 北海道北見 ホテル黒部 外部講師　　唐木　重典 5

30日 日 栃木県 コンセーレ 外部講師　　山本　みどり 41

9 月 3 日 日 京都府・滋賀県 南区暮らしの工房館及び・イオン
モール京都Kotoホール 外部講師　　若林　聡 7

10月 1 日 日 群馬県 前橋商工会議所
外部講師　　茂木　明男
外部講師　　山本　みどり
外部講師　　赤根　正太

77

11月 3 日 金 福島県 郡山市労働福祉会館
外部講師　　佐藤　吉之
ＯＢ　　　　坪井　優也
ＯＧ　　　　石井　ひかり

54

11日 土 山形県 山形国際ホテル 外部講師　　佐川　孝俊
外部講師　　寺垣　勝仁 24

18日 土 秋田県 第一会館　本館
ＯＧ　　　　石井　希
外部講師　　加藤　孝
外部講師　　高島　知行

27

25日 土 埼玉県南 埼玉会館 外部講師　　村井　忠寛 53

25日 土 静岡県 静岡労政会館

主任　　　　小泉　昭
外部講師　　亀田　良介
外部講師　　渡邊　結実枝
外部講師　　小林　千明
ＯＢ　　　　加藤　正市朗

111

12月 2 日 土 岩手県 アイーナ　いわて県民情報センター
主任　　　　小泉　昭
外部講師　　佐藤育男
ＯＢ　　　　大谷　洸成

18

1 月20日 土 宮城県 TKP仙台カンファレンスセンター 主任　　　　小泉　昭
外部講師　　鈴木　整 13

3 月 3 日 土 沖縄県 宜野湾マリンセンター ＯＢ　　　　比嘉　正彦
ＯＢ　　　　知念　正 13

合　　　　　計 779
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②大学施設設備校舎見学会
月　日 曜 支　部 場　所 出席者数

4 月 9 日 日 阪奈 川越校舎 7
11月 4 日 土 茨城県 白山校舎 40
　　18日 土 神奈川県 川越校舎 26
12月 2 日 土 栃木県 白山校舎・川越校舎 23
　　 2 日 土 群馬県 白山校舎・朝霞校舎 29

合　　　　　計 125

③講演・研修会等
月　日 曜 支　部 講演会･研修会等/内容 講演者（敬称略）／場所 出席者数
4 月29日 土 愛媛県 全日本大学選抜相撲　宇和島大会場所　応援及び県産品寄与 宇和島市営闘牛場 2
5 月 3 日 水 大分県 第57回全国大学選抜相撲宇佐大会応援 宇佐市総合運動場宇佐相撲場 10

6 月24日 土
東京都城東
城西・中央

城北
講演会及び合同懇親会

東洋大学陸上競技部長長距離部門コーチ
佐藤　尚
本学チアサークル『ミニーズ』による演技

76
100

7 月 8 日 土 茨城県 創立130周年の新たな船出-東洋大学の未来像を描く- 東洋大学学長　竹村　牧男 91

15日 土 埼玉県北 アスリートの育成方法 甫水会顧問・萩野公介選手フィジカルコーチ
茂木　明男 37

16日 日 埼玉県南 「私の野球人生」 埼玉西武ライオンズアカデミーコーチ
平尾博嗣 74

23日 日 東京都多摩 親子で共に「理想の家族」を目指すために ㈱アスリートスタンダード　村井　忠寛 39

30日 日 栃木県 萩野公介選手と共に歩んで 萩野公介選手元パーソナルトレーナー
元甫水会会長　茂木　明男 41

9 月10日 日 埼玉県南 日帰り研修旅行 埼玉県秩父長瀞方面 80
24日 日 東京都中央 第23回関東女子駅伝対校選手権大会 千葉ニュータウン中央 8

10月 7 日 土 東京都城東 料理教室「簡単にできるパーティー料理」 江東区総合区民センター 30
7 日 土 富山県 滑川ほたるいかマラソン応援と支援 スカイホテル滑川 1
9 日 月 島根県 第29回出雲全日本大学選抜駅伝競走応援 出雲大社～出雲ドーム等 8
9 日 月 岡山県 第29回出雲全日本大学選抜駅伝競走応援 出雲大社～出雲ドーム等 2
9 日 月 広島県 第29回出雲全日本大学選抜駅伝競走応援 出雲大社～出雲ドーム等 33
9 日 月 山口県 第29回出雲全日本大学選抜駅伝競走応援 出雲大社～出雲ドーム等 6
14日 土 埼玉県東 見学研修会 常陸の国出雲大社他 33
29日 日 東京中央 第35回全国大学女子駅伝対校選手権大会応援 仙台市陸上競技場 7

11月 4 日 土 東京都城西 哲学堂日帰り研修 哲学堂公園 13
4 日
5 日

土
日 石川県・福井県 全国学生相撲選手権大会応援ツアー 大阪府堺市大浜公園相撲場 9

5 日 日 愛知県 第49回全日本大学駅伝対校選手権大会 熱田神宮西門等 15
5 日 日 三重県 第49回全日本大学駅伝対校選手権大会 伊勢神宮内宮 12
11日 土 埼玉県北 日帰り親睦研修旅行 池袋サンシャイン水族館他 27
11日 土 東京都城東 アロマ教室 江東区カメアリ 24
12日 日 東京都多摩 秋の研修旅行 河口湖セミナーハウス 32
18日 土 千葉県東 秋の研修旅行 東洋大学川越校舎他 71
19日 日 千葉県西 国立劇場・歌舞伎観劇とバックステージツアー 国立劇場 60
25日 土 埼玉県中央 日帰り研修バス旅 小田原城 60

12月10日 日 岡山県 研修旅行 神戸市立博物館他 5
24日 日 東京都中央 東洋大学筝曲研究会第44回演奏会参加 井上円了ホール 8
25日

～29日
月
金 北海道室蘭 第90回　日本学生氷上大会（インカレ八戸大会）応援 テクノアイスパーク八戸他 8

25日
～29日

月
金 北海道釧路 第90回　日本学生氷上大会（インカレ八戸大会）応援 テクノアイスパーク八戸他 4

27日
～29日

水
金 青森県 第90回　日本学生氷上大会（インカレ八戸大会）応援 テクノアイスパーク 37

1 月 2 日 火 山梨県 第94回東京箱根間往復大学駅伝競走応援 往復ゴール付近 13
2 日 火 神奈川県 第94回東京箱根間往復大学駅伝競走応援 往路2.3.5区  453 日 水 復路6.8.9区
3 日 水 茨城県 第94回東京箱根間往復大学駅伝競走応援 日比谷公園他 22
3 日 水 埼玉県南 第94回東京箱根間往復大学駅伝競走応援 日比谷花壇前 25
3 日 水 埼玉県東 第94回東京箱根間往復大学駅伝競走応援 日比谷花壇前国道 1 号線沿い 43
3 日 水 千葉県西 第94回東京箱根間往復大学駅伝競走応援 大手町パシフィックセンチュリー横 50
3 日 水 東京都中央 第94回東京箱根間往復大学駅伝競走応援 日比谷公園花壇前他 15
3 日 水 東京都城北 第94回東京箱根間往復大学駅伝競走応援 芝増上寺横 30
27日 土 東京都城東 日帰りバス研修会 ビール工場見学他 57
28日 日 佐賀県 「吉野ヶ里ロードレースin神崎市大会」での陸上競技部への応援 吉野ヶ里歴史公園内 5

2 月17日 土 神奈川県 観梅会と講演「大倉山記念館と東洋大学」及び「働き方の多様性について」 横浜市大倉山記念館 41
18日 日 千葉県西 千葉県西支部バス研修 鎌倉市 37
25日 日 東京都城北 日帰バス研修旅行 ドイツ村 64

3 月 4 日 日 東京都多摩 立川市シティーハーフマラソン応援及びクッキングパーティー 昭和記念公園 34
25日 日 東京都中央 お花見＆雅叙園ランチ KANADE TERRACEと目黒川 9

合　　　　　計 1553
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甫水会収支関係

甫水会費……………年額5,000円
　　第1部	 26,370名……………………………131,850,000円
　　第2部	 390名………………………………1,950,000円
	 26,760名……………………………133,800,000円

※自然災害学生（免除）	 4名	 △20,000円

平成29年度会計報告

平成29年度決算は、4月及び5月に開催されました理事会・評議員会において、承認されました。

平成29年度一般会計決算報告書
自平成29年4月1日～至平成30年3月31日

貸借対照表
平成30年3月31日現在

� （単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

（ 流 動 資 産 ） （121,553） （ 流 動 負 債 ） （1,460）

現 金 207 未 払 金 119

普 通 預 金 121,331 前 受 金 330

郵 便 振 替 15 預 り 金 1,011

（ 固 定 資 産 ） （17,000） 正 味 財 産 の 部

甫 水 会 記 念 事 業 積 立 金 17,000 次 年 度 繰 越 金 120,093

特 定 資 産 次 年 度 繰 越 金 17,000

合 計 138,553 合 計 138,553

一般会計収支計算書
自平成29年4月1日～至平成30年3月31日

� （単位：千円）

収 入 の 部 支 出 の 部

甫 水 会 費 収 入 133,780 事 業 費 113,299

雑 収 入 722 管 理 費 12,671

投 資 活 動 収 入 0 投 資 活 動 支 出 3,000

前 年 度 繰 越 金 114,561 次 年 度 繰 越 金 120,093

合 計 249,063 合 計 249,063
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平
成
30
年
度
甫
水
会
事
業
計
画
概
要

�

（
平
成
30
年
度
評
議
員
会
資
料
抜
粋
）

平
成
30
年
度
事
業
計
画

　

東
洋
大
学
に
お
い
て
は
、
昨
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
際
学
部（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
学
科
、
国
際
地
域
学
科
国
際
地
域
専
攻
、
地
域
総

合
専
攻
）、
国
際
観
光
学
部
国
際
観
光
学
科
、
文
学
部
国

際
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
、
赤
羽
台
キ
ャ
ン
パ

ス
の
情
報
連
携
学
部
情
報
連
携
学
科
の
教
育
研
究
活
動
も

順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
既
存
の
学
部
学
科
を
含
め
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
い
っ
そ
う
進
展
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
東
洋
大
学
は
世
界
標
準
の
教
育
と
研
究
、
社
会
貢
献

活
動
を
推
進
す
る
の
み
な
ら
ず
、
国
際
的
に
優
れ
た
水
準

の
大
学
を
目
指
す
」
と
い
っ
た
「
未
来
宣
言
」
の
実
現
を

目
指
し
、
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
大
学
へ
の
道
が
着
実
に
踏

み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
洋
大
学
甫
水
会
は
、
昭
和
34
年
1
月
父
兄
会
と
し
設

立
さ
れ
て
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、「
東
洋
大
学
学
生
の

父
母
又
は
学
生
の
保
護
者
相
互
間
の
連
絡
を
密
に
し
、
大

学
の
興
隆
発
展
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
大
学
と
協
力
し

て
学
生
の
心
身
の
健
全
な
発
達
を
図
る
こ
と
」
を
目
的
と

し
て
お
り
、
平
成
31
年
度
で
創
設
60
年
目
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
甫
水
会
と
し
て
大
学
の
掲
げ
る
目
標

及
び
事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
60
周
年
記
念
事
業
が

会
員
と
ご
子
息
ご
子
女
各
位
に
と
っ
て
、
実
り
多
き
も
の

と
な
る
よ
う
に
、
平
成
30
年
度
は
次
の
基
本
方
針
に
基
づ

き
実
施
し
ま
す
。

1
．
60
周
年
記
念
事
業
に
向
け
た
新
た
な
学
生
支
援
方
策

の
検
討
及
び
実
施

2
．
経
済
的
困
窮
学
生
支
援
に
対
す
る
体
制
の
整
備
充
実

（
奨
学
金
支
給
基
準
の
整
備
と
支
給
の
充
実
）

3
．
学
生
に
対
す
る
課
外
活
動
及
び
就
職
活
動
の
支
援
充

実（
支
援
方
法
の
見
直
し
含
む
）

4
．
甫
水
会
主
催
行
事
の
参
加
促
進
と
本
部
及
び
支
部
活

動
の
活
性
化
の
た
め
の
体
制
整
備

　

以
上
の
基
本
方
針
の
も
と
、
平
成
30
年
度
も
引
き
続
き
、

大
学
と
の
「
協
働
」「
連
携
」
の
基
本
方
針
の
さ
ら
な
る

充
実
を
目
指
し
て
、
甫
水
会
の
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

以
下
、
平
成
30
年
度
甫
水
会
事
業
計
画
の
概
要
を
説
明

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
部
事
業
関
係

1
．
諸
会
議
及
び
行
事

【
諸
会
議
】

⑴
評
議
員
会

　

常
任
理
事
及
び
全
国
56
支
部
長
と
1
,
0
0
0
名

以
上
の
会
員
を
擁
す
る
支
部
選
出
の
評
議
員
と
で
構

成
さ
れ
、
会
則
第
6
章
評
議
員
第
21
条
の
重
要
項
目

に
関
し
て
審
議
を
行
う
最
高
議
決
機
関
で
あ
り
、
定

例
会
と
し
て
年
1
回
5
月
に
開
催
す
る
。

⑵
理
事
会

　

常
任
理
事
と
地
区
長
理
事
で
構
成
さ
れ
、
本
会
運

営
の
基
本
業
務
に
つ
い
て
常
任
理
事
会
の
執
行
事
項

の
確
認
・
承
認
を
行
う
機
関
で
あ
り
、
定
例
会
と
し

て
年
2
回
10
月
及
び
翌
年
4
月
に
開
催
す
る
。

⑶
常
任
理
事
会

　

原
則
と
し
て
、
毎
月
1
回
開
催
す
る（
7
・
8
月

を
除
く
）。

　

本
会
運
営
の
基
本
的
業
務
に
つ
い
て
、
評
議
員

会
・
理
事
会
等
で
決
定
し
た
事
業
計
画
を
円
滑
に
執

行
す
る
。

⑷
常
任
理
事
会
内
委
員
会

　

必
要
に
応
じ
て
委
員
会
を
開
催
し
、
業
務
を
執
行

す
る
。

⑸
役
員
選
考
委
員
会

　

次
期
役
員
候
補
者
を
全
国
56
支
部
よ
り
推
薦
し
て

い
た
だ
き
、
1
月
に
役
員
候
補
者
の
選
考
を
行
う
。

⑹
地
区
別
支
部
長
会
議

　

全
国
10
地
区
に
お
い
て
地
区
長
主
催
で
、
本
部
・

支
部
活
動
の
円
滑
な
連
携
と
各
地
区
組
織
の
活
性
化

を
目
的
と
し
、
地
区
別
支
部
長
会
議
及
び
実
務
研
修

を
2
月
に
実
施
す
る
。

⑺
全
国
56
支
部
長
研
修
会

　

本
部
主
催
で
全
国
56
支
部
長
の
参
加
に
よ
る
会
議

及
び
実
務
研
修
を
9
月
に
開
催
す
る
。

⑻
父
母
懇
談
会
で
の
協
働

　

大
学
主
催
に
よ
る
父
母
懇
談
会（
平
成
27
年
度
よ

り
甫
水
会
主
催
の
甫
水
懇
談
会
を
変
更
）の
実
施
に

際
し
て
、
甫
水
会
本
部
及
び
各
支
部
が
実
施
運
営
に

協
働（
協
力
支
援
）す
る
こ
と
を
本
部
事
業
と
し
て
位

置
づ
け
る
。      

　

関
東
地
区
の
各
支
部（
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
埼

玉
県
、
千
葉
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
）の

会
員
に
対
し
て
は
、
学
生
が
在
籍
す
る
各
キ
ャ
ン
パ

ス（
白
山
、
川
越
、
朝
霞
、
板
倉
、
赤
羽
台
）で
6
月

に
実
施
す
る
。
関
東
地
区
以
外
の
各
支
部
の
会
員
に

つ
い
て
は
、
全
国
26
会
場
に
て
6
月
～
8
月
に
実
施

す
る
。

　

大
学
教
職
員
よ
り
、
履
修
成
績
、
学
生
生
活
及
び

就
職
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
説
明
す
る
ほ
か
、
個
別

面
談
を
実
施
す
る
。

⑼
会
員
の
集
い
・
就
職
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
就
職
関
係
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
11
月
に
実
施
と
す
る
。

講
演
内
容
と
し
て
、
魅
力
あ
る
講
演
者
・
テ
ー
マ
等

を
選
択
し
参
加
者
の
増
員
を
図
る
。
な
お
、
遠
隔
地

支
部
会
員
に
つ
い
て
は
、
規
定
額
の
交
通
費
を
補
助

す
る
。

2
．
学
生
支
援
諸
制
度

⑴
奨
学
生
制
度

①
家
計
急
変
者
対
象（
従
来
の
甫
水
会
奨
学
金
）

　

東
洋
大
学
第
2
種
及
び
3
種
奨
学
金
の
申
請
が

間
に
合
わ
な
か
っ
た
学
生
で
、支
援
を
要
す
る
場
合
。

（
＠
3
万
円
×
12
ヶ
月
×
5
名
＝
1
8
0
万
円
）

②
そ
の
他（
新
規
）

　

東
洋
大
学
第
2
種
奨
学
金
申
請
者
で
採
用
さ
れ

な
か
っ
た
学
生
を
対
象
と
し
、
学
生
本
人
の
傷
病
、

就
職
活
動
等
で
ア
ル
バ
イ
ト
が
出
来
な
い
場
合
。

（
学
生
支
援
課
で
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
学
生
上
位

30
名
＠
3
万
円
×
8
ヶ
月
×
30
名
＝
7
2
0
万
円
）

※
大
学
の
2
種
奨
学
金
選
考
期
間
が
4
月
～
7
月

（
4
ヶ
月
）と
な
っ
て
お
り
、
選
考
後
の
8
ヶ
月
を

支
給
期
間
と
し
た
。

⑵
学
生
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
、
学
術
研
究
等
援
助
・
表

彰
制
度

　

学
生
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動（
運
動
部
、
文
化
部
、

学
術
研
究
サ
ー
ク
ル
、
ゼ
ミ
等
）に
対
し
て
、
学
生

部
と
連
携
し
て
、
広
く
援
助
又
は
表
彰
す
る
。
援
助

及
び
表
彰
を
通
じ
て
、
活
動
の
奨
励
を
図
る
。

　

学
生
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
に
該
当
し
な
い
学
生
団

体
及
び
個
人
に
つ
い
て
も
対
象
と
し
、
顕
著
な
活
動

が
認
め
ら
れ
大
学
か
ら
特
段
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合

に
つ
い
て
援
助
又
は
表
彰
す
る
。（
4
4
0
万
円
）
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⑶
国
際
化
の
支
援　

　

大
学
の
国
際
化
を
支
援
の
一
環
と
し
て
、
外
国
人

留
学
生
と
日
本
人
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
の
関
る
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
支

援
を
行
う
。
大
学
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
協
賛
、
補
助

す
る
形
で
外
国
人
留
学
生
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
日

本
の
衣
食
住
、
文
化
芸
術
に
関
る
講
演
会
の
実
施
な

ど
を
行
う
。（
1
0
0
万
円
）

⑷
就
職
活
動
支
援

①
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ー
ツ
等
購
入
支
援（
紳
士
服
販
売
業

者
と
提
携
し
て
無
料
配
布
）

　

予
算
に
限
り
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
家
計

急
変
者
等
に
対
象
を
限
定
し
、
奨
学
金
の
補
て
ん

を
趣
旨
と
し
た
支
援
を
行
う
。
経
済
的
困
窮
学
生

の
選
考
評
価
が
難
し
い
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
甫
水

会
の
奨
学
金
受
給
者
及
び
東
洋
大
学
第
2
種
、
3

種
奨
学
金
の
受
給
者
を
対
象
と
し
、
大
学
の
奨
学

金
説
明
時
に
併
せ
て
広
報
す
る
な
ど
、
周
知
の
時

期
や
広
報
の
仕
方
を
併
せ
て
工
夫
す
る
。（
1
2
0

名
×
＠
2
万
円
：
2
4
0
万
円
）

②
就
活
グ
ッ
ズ
の
作
成
配
布

　

就
職
活
動
を
行
う
学
生
全
体
に
対
し
て
、
就
職

活
動
に
活
用
で
き
る
グ
ッ
ズ（
大
学
独
自
の
履
歴

書
、カ
ー
ド
ミ
ラ
ー
な
ど
）を
作
成
し
て
配
布
す
る
。

（
2
6
0
万
円
）

⑸
学
生
の
食
育
支
援

　

食
育
の
一
環
と
し
て
、
平
成
30
年
度
も
引
き
続
き

大
学
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
援
助
す
る
。
食
環
境
科

学
部
の
助
言
及
び
協
力
を
得
る
事
も
検
討
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

①
全
学
生
を
対
象
と
し
た
朝
食
支
援
は
引
き
続
き
実

施
す
る
。（
2
0
0
万
円
）

②
学
生
カ
フ
ェ
に
お
け
る
朝
食
支
援（
新
規
）

　

甫
水
会
60
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
各
キ
ャ
ン

パ
ス
に
学
生
の
憩
い
の
場
と
し
て
学
生
カ
フ
ェ
の

設
置
支
援
を
行
う
こ
と
に
並
行
し
て
、
朝
食
と
し

て
牛
乳
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
グ
ラ
ノ
ー
ラ
、
シ
リ
ア

ル
な
ど
の
軽
食
を
支
援
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
食

育
支
援
の
ほ
か
、
学
生
の
孤
立
防
止
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
支
援
な
ど
に
寄
与
す
る
。

（
4
0
0
万
円
）

⑹
東
洋
大
学
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
学
内
講
座
甫
水
会
援

助
制
度

　

平
成
28
年
度
よ
り
新
設
の
東
洋
大
学
社
会
貢
献
セ

ン
タ
ー
学
内
講
座
の
実
施
に
伴
い
、
申
請
に
基
づ
き

広
く
褒
賞
金
を
支
給
す
る
。
支
給
に
あ
た
っ
て
は
、

他
学
部
と
の
褒
賞
金
と
は
重
複
し
な
い
も
の
と
し
、

予
算
の
範
囲
内
で
学
生
1
人
当
た
り
年
度
1
回
と
す

る
。（
50
万
円
）

⑺
弔
慰
金
制
度

　

不
測
の
事
故
等
で
会
員
又
は
会
員
の
ご
子
女
が
死

亡
し
た
時
、
そ
の
遺
族
に
対
し
て
弔
慰
金
3
万
円
を

支
給
す
る
。（
60
万
円
）

⑻
学
生
総
合
補
償
制
度

　

1
年
生
対
象
の
任
意
加
入
、
学
生
総
合
補
償
制
度

の
案
内
を
、
東
洋
大
学
の
子
会
社
で
あ
る
キ
ャ
ン
パ

ス
サ
ー
ビ
ス
に
委
託
し
て
実
施
す
る
。
な
お
、
引
き

続
き
、
周
知
方
法
・
時
期
を
工
夫
す
る
、
補
償
内
容

を
見
直
す
等
の
改
善
に
よ
り
、
加
入
者
の
増
加
を
図

る
こ
と
と
す
る
。

3
．
甫
水
会
費
の
徴
収
・
支
部
運
営
費
の
交
付

⑴
甫
水
会
費
の
徴
収

　

甫
水
会
費
は
、
1
部
学
生
に
つ
い
て
は
、
大
学
に

代
理
徴
収
を
依
頼
し
、
入
学
時
及
び
毎
年
授
業
料
払

込
時
5
、0
0
0
円
を
徴
収
し
、
2
部
学
生
に
つ
い

て
は
、
任
意
加
入
と
し
、
本
部
に
お
い
て
徴
収
す
る
。

（
1
3
、5
0
0
万
円
）

⑵
支
部
運
営

①
支
部
運
営
費
は
、
支
部
所
属
会
員
数
1
人
当
り
1
、

0
0
0
円
を
乗
じ
て
算
定
す
る
。
さ
ら
に
、
会
員

が
1
、0
0
0
名
未
満
支
部
に
つ
い
て
は
、
1
0
0
、

0
0
0
円
を
加
算
し
、
本
部
か
ら
年
1
回
6
月
に

各
支
部
に
交
付
す
る
。（
3
、2
6
0
万
円
） 

②
支
部
運
営
費
に
つ
い
て
は
、
講
演
会
、
校
舎
見
学

等
、
そ
の
実
施
目
的
が
会
員
の
親
睦
の
み
に
限
定

さ
れ
な
い
支
部
開
催
事
業（
支
部
行
事
）に
対
し
て

充
て
ら
れ
る
も
の
と
し
、
原
則
と
し
て
支
部
予
算

の
範
囲
内
で
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

支
部
予
算
で
は
賄
え
な
い
場
合
で
、
や
む
を
得
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
支
部
か
ら
の
申

請
に
基
づ
き
、
本
部
に
お
い
て
審
議
の
う
え
、
年

度
中
10
万
円
の
範
囲
内
で
交
付
金
を
支
給
す
る
。

③
別
途
、
就
職
説
明
会
、
文
化
・
体
育
活
動
の
支
部

主
催
応
援
行
事
等
に
つ
い
て
は
、
支
部
会
員
全
体

に
周
知
す
る
こ
と
を
前
提
に
支
部
か
ら
の
申
請
に

基
づ
き
、
年
度
中
10
万
円
の
範
囲
内
で
援
助
す
る
。

な
お
、
援
助
に
あ
た
っ
て
は
、
繰
越
金
等
の
支
部

の
収
支
状
況
を
考
慮
し
て
、
援
助
の
有
無
、
援
助

金
額
に
つ
い
て
審
議
す
る
。（
3
5
0
万
円
）

4
．
就
職
関
係

⑴
就
職
関
連
講
演
会
等
の
実
施

　

本
部
ま
た
は
各
支
部
で
実
施
す
る
就
職
関
係
講
演

会
等
行
事
に
つ
い
て
は
、
6
月
か
ら
実
施
す
る
父
母

懇
談
会
の
内
容
を
踏
ま
え
た
上
で
、
実
施
時
期
、
講

演
者
、
講
演
内
容
を
検
討
す
る
。

　

行
事
内
容
の
策
定
及
び
講
演
者
の
選
定
に
つ
い
て

は
、
父
母
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る
か
等
効
果
を

考
慮
す
る
と
も
に
、
実
施
に
際
し
て
は
、
甫
水
会
事

務
局
を
通
じ
て
大
学
に
お
け
る
就
職
関
連
担
当
事
務

局（
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
等
）の
意
見
及
び
推
薦

を
踏
ま
え
る
こ
と
と
す
る
。

⑵
大
学
の
就
職
支
援
体
制
等
の
プ
レ
ゼ
ン
ツ
ー
ル
の
作
成

　

就
職
関
連
講
演
会
を
中
心
と
し
た
大
学
か
ら
の
支

援
体
制
の
説
明
ツ
ー
ル
と
し
て
、
前
年
度
に
引
き
続

き
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
作
る
動
画
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン（
P
I
P 

M
a
k
e
r
）を
作
成
す
る
。
就

職
環
境
の
変
化
や
支
援
体
制
変
更
に
伴
う
説
明
内
容

の
変
更
点
を
更
新
す
る
ほ
か
、
新
た
な
説
明
ツ
ー
ル

の
作
成
も
行
う
。
ツ
ー
ル
の
更
新
、
新
規
の
作
成
に

際
し
て
、
父
母（
会
員
）に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

基
に
、
ニ
ー
ズ
や
意
見
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

　

各
支
部
に
配
布
し
て
支
部
行
事
の
活
性
化
を
図
る

ほ
か
、
作
成
を
通
じ
て
父
母
懇
談
会
で
の
大
学
関
係

者
の
説
明
支
援
に
寄
与
す
る
。（
60
万
円
）

5
．
大
学
事
業（
行
事
）に
対
す
る
支
援
協
働

　

会
則
に
定
め
る
「
目
的
及
び
事
業
」
を
達
成
す
る
た

め
に
、
大
学
事
業
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
援
助
・
協
働

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

⑴
父
母
懇
談
会
お
よ
び
甫
水
会
支
部
総
会
同
日
開
催
に

伴
う
経
費

　

平
成
27
度
よ
り
大
学
主
催
の
父
母
懇
談
会
実
施
に

伴
い
、
甫
水
会
本
部
と
各
支
部
が
実
施
・
運
営
に
関

し
て
、
今
年
度
も
引
き
続
き
大
学
と
の
協
働（
連
携
・

支
援
・
協
力
）体
制
と
す
る
。
特
に
、
全
国
会
場
で
実

施
す
る
、
地
区
別
父
母
懇
談
会
な
ら
び
に
甫
水
会
支

部
総
会
の
実
施
経
費
の
う
ち
、
会
場
費
等
に
つ
い
て
は
、

大
学
事
務
局
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
予
算
の
範
囲
内

で
甫
水
会
が
負
担
す
る
。（
1
、0
0
0
万
円
）
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⑵
父
母
専
用
相
談
窓
口
運
営
の
設
置

　

平
成
27
年
度
か
ら
開
設
さ
れ
た
、
父
母
専
用
相
談

窓
口（
父
母
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）の
運
営
に
つ
い
て
、
大

学
と
協
働
し
て
推
進
す
る
。

⑶
交
換
留
学
生
等
の
受
入
れ
支
援

　

大
学
の
要
請
に
基
づ
い
て
、
交
換
留
学
生
を
中
心

と
し
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
入
れ
に
協
力
支
援
す
る
。

受
入
期
間
や
受
入
要
件
、
謝
礼
等
に
つ
い
て
の
基
準

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
当
面
は
、
東
京
を
中

心
と
し
た
関
東
地
区
で
受
け
入
れ
態
勢
を
確
保
す
る

こ
と
と
す
る
。（
1
0
0
万
円
）

⑷
新
入
生
父
母
に
対
す
る
説
明
会
実
施
に
伴
う
経
費

　

学
部
主
催
「
新
入
生
父
母
に
対
す
る
説
明
会
」（
入

学
式
当
日
に
実
施
）に
つ
い
て
、
大
学
と
の
協
働
の

も
と
で
、
支
援
拡
充
を
図
り
、
必
要
な
経
費
の
一
部

に
つ
い
て
予
算
範
囲
内
で
甫
水
会
が
負
担
す
る
。

（
10
万
円
）

⑸
「
井
上
円
了
が
志
し
た
も
の
と
は
」
に
対
す
る
援
助

　

井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
内
の
実
行
委
員
会

に
本
部
役
員
が
構
成
員
と
し
て
任
用
さ
れ
て
お
り
、

実
施
企
画
に
つ
い
て
、
そ
の
運
営
費
の
一
部
を
援
助

す
る
。（
2
0
0
万
円
）

⑹
卒
業
記
念
品

　

毎
年
度
、
卒
業
記
念
品
購
入
代
金
と
し
て
大
学
、

校
友
会
、
本
会
の
三
者
に
よ
る
分
担
金
を
支
出
す
る
。

記
念
品
目
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
署
と
事
前
に
協
議

す
る
。（
1
8
0
万
円
）

⑺
全
学
的
な
行
事
に
対
す
る
援
助

　

既
存
の
5
校
舎
に
お
け
る
大
学
祭（
白
山
祭
、
こ

も
れ
び
祭（
川
越
）、
朝
華
祭
、
雷
祭（
板
倉
）、
赤
羽

台
）及
び
3
校
舎
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
川
越
、

朝
霞
、
板
倉
）に
つ
い
て
、
援
助
金
を
支
給
す
る
。

（
2
5
0
万
円
）

⑻
留
学
生
団
体
等
に
対
す
る
援
助

　

大
学
の
国
際
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
日
、
大
学

の
活
性
化
に
も
繋
が
る
留
学
生
連
合
会
等
団
体
の
活

動
に
対
し
広
く
援
助
金
を
支
給
す
る
。（
10
万
円
）

⑼
学
部
行
事
等（
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
単
位
で
の
取
組
み
含
む
）

に
対
す
る
援
助

①
学
生
を
対
象
と
し
た
学
部
行
事
・
コ
ン
ク
ー
ル
等

に
お
い
て
、
優
秀
者
に
「
甫
水
会
会
長
賞
」
を
授

与
す
る
。
併
せ
て
、
援
助
金
を
支
給
す
る
。（
50
万

円
）

②
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
単
位
に
お
け
る
社
会
貢
献
活
動
、
卒

業
生
実
務
担
当
者
と
在
校
生
の
連
携
協
力
に
対
す

る
支
援
を
行
う
。（
50
万
円
）

⑽
「
東
洋
大
学
教
育
・
研
究
協
力
資
金
」
募
金
に
対
す

る
協
力

　
「
創
立
1
5
0
周
年
に
向
け
て
国
際
的
に
優
れ
た

水
準
の
大
学
を
目
指
す
。」
と
い
っ
た
「
未
来
宣
言
」

の
実
現
を
支
援
す
べ
く
、
大
学
の
寄
付
募
金
の
趣
意

に
添
っ
た
形
で
寄
付
を
行
う
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
奨
学
事
業
の
展
開
」
に

対
し
て
1
、0
0
0
万
円
の
寄
付
を
行
う
ほ
か
、「
課

外
活
動
支
援（
公
認
サ
ー
ク
ル
全
般
を
対
象
と
し
た

学
生
課
外
活
動
及
び
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）」
の
支

援
と
し
て
、
別
途
1
、0
0
0
万
円
の
寄
付
を
行
い
、

具
体
的
な
使
途
に
つ
い
て
大
学
よ
り
報
告
を
求
め
る
。

　

追
加
の
支
援
の
財
源
と
し
て
は
、
体
育
後
援
会
の

拠
出
金
4
0
0
万
円
と
学
生
協
力
費
等
の
未
執
行
見

込
み
分
を
補
填
す
る
。（
2
、0
0
0
万
円
）

⑾
会
長
施
策
重
点
支
援
事
業
費

　

学
生
に
よ
り
近
い
と
こ
ろ
へ
の
支
援
事
業
と
し
て
、

会
長
が
考
案
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
常
任
理
事
会
で
の

承
認
を
得
て
支
出
す
る
も
の
と
す
る
。（
1
0
0
万
円
）

6
．
大
学
及
び
校
友
会
行
事
等
に
対
す
る
協
力

　

大
学
及
び
校
友
会
が
年
間
行
事
と
し
て
実
施
す
る
祭

事
等
に
、
甫
水
会
代
表
者
を
派
遣
す
る
。

7
．
広
報
活
動

　

会
員
相
互
間
の
連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
広
報
活
動
を
実
施
す
る
。

⑴
甫
水
会
本
部
発
行
物

①
新
入
生
対
象
の
「
会
員
の
し
お
り
」
…
…
年
1
回

（
平
成
31
年
1
月
発
行
予
定
）

②
全
会
員
対
象
の
「
会
報
東
洋
」
…
…
年
1
回（
平

成
30
年
12
月
発
行
予
定
）

③ 

本
部
役
員
及
び
支
部
長
対
象
の「
甫
水
会
ジ
ャ
ー

ナ
ル
」
…
…
年
2
回（
平
成
30
年
4
月
・
10
月
発

行
予
定
）

「
会
員
の
し
お
り
」
及
び
「
会
報
東
洋
」
の
発
送

は
、
大
学
の
送
付
物
に
同
封
す
る
。

④
新
会
員（
新
入
生
の
ご
父
母
）向
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
作
成

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
引
き
続
き
新
入
生
向
き
と

し
作
成
す
る
。「
会
員
の
し
お
り
」「
東
洋
」
に
つ

い
て
も
一
般
会
員
の
活
動
参
加
の
啓
発
と
2
部
学

生
の
保
証
人
等
の
未
加
入
者
の
勧
誘
を
図
れ
る
よ

う
に
、
会
員
で
あ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
す

る
な
ど
内
容
に
つ
い
て
工
夫
す
る
。

　

甫
水
会
の
発
行
物
と
大
学
作
成
の
「
父
母
懇
談

会
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
と
の
重
複
事
項
を
省
き
、
効

率
的
で
効
果
的
な
作
成
を
行
う
。（
1
4
0
万
円
）

⑵
甫
水
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　

東
洋
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
リ
ン
ク
を
確
保
し

て
、
大
学
と
甫
水
会
と
の
情
報
の
共
有
化
を
図
る
と

共
に
、
甫
水
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
各
支
部

で
行
事
計
画
及
び
報
告
を
紹
介
す
る
な
ど
、
支
部
内

及
び
支
部
間
の
情
報
の
共
有
化
に
よ
り
、
支
部
活
動

の
活
性
化
を
図
る
。（
1
0
0
万
円
）

⑶
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
の
作
成

　

学
部
別
父
母
懇
談
会
実
施
時
等
に
お
け
る
各
校
舎

の
見
学
案
内
に
供
す
る
た
め
、
大
学
全
校
舎（
赤
羽

台
校
舎
含
む
）の
概
要
を
記
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
。（
40
万
円
）

⑷
本
部
及
び
支
部
活
動
促
進
の
た
め
の
グ
ッ
ズ
作
成

（
当
年
度
役
員
就
任
者
へ
の
配
布
）

　

当
年
度
役
員
就
任
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、

支
部
活
動
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
作

成
す
る
。

　

大
学
の
作
成
グ
ッ
ズ
を
大
学
と
協
働
で
作
成
し
て
、

効
率
的
な
作
成
を
図
り
、
併
せ
て
コ
ス
ト
の
低
減
を

図
る
。
配
布
に
際
し
て
は
、
事
前
に
配
布
の
目
的
を

会
員
に
周
知
徹
底
す
る
と
共
に
、
配
布
基
準
に
基
づ

き
会
員
間
の
平
等
性
を
確
保
す
る
。（
4
0
0
万
円
）

8
．
会
員
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

　

甫
水
会
本
部
で
は
、
大
学
の
教
務
部
門
の
情
報
を
利

用
し
、
会
費
納
入
処
理
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

会
員
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
、

卒
業
生
・
甫
水
会
連
携
推
進
課
に
依
頼
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
支
部
要
請
の
宛
名
ラ
ベ
ル
を
本

部
で
作
成
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

情
報
の
使
用
・
管
理
に
つ
い
て
は
、「
個
人
情
報
保

護
法
」
に
基
づ
き
適
切
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
、
引
続
き

支
部
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

　

大
学
と
「
個
人
デ
ー
タ
の
提
供
に
伴
う
個
人
情
報
の

機
密
保
持
及
び
安
全
管
理
に
関
す
る
契
約
書
」
を
締
結

し
、
申
請
に
基
づ
き
取
り
扱
っ
て
い
る
。
な
お
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
大
学
側
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ

ン
ク
し
、
最
新
デ
ー
タ
を
随
時
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
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情
報
化
を
促
進
す
る
。

9
．
会
員
の
満
足
度
向
上
と
帰
属
意
識
昂
揚
の
た
め
の
施
策

　

支
部
総
会
等
甫
水
会
主
催
行
事
へ
の
会
員
の
参
加
を

促
進
す
べ
く
配
布
す
る
。グ
ッ
ズ
の
内
容
は
、応
援
グ
ッ

ズ
な
ど
活
動
促
進
に
資
す
る
も
の
と
し
、
大
学
と
協
働

で
作
成
し
て
効
率
的
な
作
成
を
図
り
、
併
せ
て
コ
ス
ト

の
低
減
を
図
る
。（
3
0
0
万
円
）

支
部
事
業
関
係

 

各
支
部
が
中
心
と
な
っ
て
主
催
す
る
行
事
等
に
つ
い
て

は
「
支
部
主
催
行
事
等
援
助
金
」
支
給
基
準
に
基
づ
き
援

助
を
行
う
。

⑴
支
部
総
会

　

平
成
27
年
度
よ
り
実
施
の
大
学
主
催
の
父
母
懇
談

会
開
催
に
伴
い
、
関
東
地
区
以
外
の
支
部
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
支
部
総
会
開
催
は
、
大
学
主
催
の

父
母
懇
談
会
開
催
日
と
同
日
の
同
じ
会
場
で
実
施
す

る（
一
部
都
合
に
よ
り
父
母
懇
談
会
と
別
日
程
で
支

部
総
会
を
開
催
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
は
、
甫
水
会

本
部
と
相
談
の
う
え
、
別
途
支
部
に
お
い
て
、
別
日

程
で
支
部
総
会
を
開
催
す
る
場
合
が
あ
る
）。

　

ま
た
、
関
東
地
区
の
支
部
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど

お
り
支
部
総
会
は
別
途
、別
日
程
で
独
自
で
開
催
す
る
。

⑵
就
職
説
明（
懇
談
）会

　

各
支
部
に
お
い
て
、
独
自
で
就
職
説
明（
懇
談
）会

を
計
画
し
た
場
合
は
、「
甫
水
会
支
部
関
係
業
務
等

処
理
手
順
」
に
基
づ
き
、
甫
水
会
事
務
局
へ
申
請
書

を
提
出
す
る
。
支
部
か
ら
の
開
催
要
望
に
基
づ
き
、

大
学
側
と
調
整
し
支
部
へ
報
告
す
る
。

⑶
校
舎
見
学
会

　

5
校
舎
の
父
母
懇
談
会
時
及
び
本
部
主
催
事
業

「
会
員
の
集
い
・
就
職
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
白
山
校
舎
）

の
実
施
に
際
し
て
、
校
舎
見
学
を
実
施
す
る
。
支
部

単
位
で
の
個
別
の
校
舎
見
学
に
つ
い
て
も
受
付
け
る

こ
と
と
し
、
校
舎
案
内
者
を
派
遣
依
頼
要
請
す
る
関

係
か
ら
、
就
職
説
明（
懇
談
）会
同
様
の
手
順
で
申
請

を
受
け
付
け
る
。
平
成
29
年
度
開
設
の
赤
羽
台
キ
ャ

ン
パ
ス
に
つ
い
て
も
、
父
母
懇
談
会
時
等
に
実
施
で

き
る
よ
う
調
整
す
る
。

⑷
講
演
・
研
修
会
等

　

講
演
・
研
修
会
等
の
講
師
に
つ
い
て
、
東
洋
大
学

の
教
員
等
を
講
師
と
し
て
希
望
す
る
場
合
、
支
部
か

ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
本
部
に
て
担
当
課
と
調
整
の

う
え
派
遣
す
る
。

甫
水
会
収
支
関
係

1
．
収
入
に
つ
い
て

①
平
成
30
年
度
の
甫
水
会
費
5
、0
0
0
円
は
、
大

学
に
委
託
徴
収
を
依
頼
し
て
い
る
。

　

第
1
部
の
入
学
生
及
び
在
学
生
か
ら
徴
収
す
る
。

な
お
、
留
学
生
は
除
く
。

　

第
2
部
の
入
学
生
及
び
在
学
生
か
ら
は
、
任
意

加
入
と
し
て
本
部
が
徴
収
す
る
。

②
雑
収
入
は
、
学
生
総
合
補
償
制
度
の
事
務
費
収
入

等
が
あ
る
。

2
．
支
出
に
つ
い
て

【
事
業
費
】

①
本
部
関
連
事
業
の
主
要
行
事
で
あ
る
支
部
総
会
、

会
員
の
集
い
・
就
職
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
就
職
説
明（
懇

談
）会
、
会
報
発
行
等
に
つ
い
て
は
大
学
の
関
連

部
署
と
協
働
を
図
り
、
予
算
を
執
行
す
る
。

②
支
部
関
連
事
業
の
支
部
主
催
行
事
に
つ
い
て
も
規

程
に
準
じ
て
援
助
し
、
各
支
部
の
活
性
化
を
図
る
。

③
学
生
協
力
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
通
り
本
会
の

目
的
に
基
づ
き
、
大
学
祭
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ク

ラ
ブ
･
サ
ー
ク
ル
等
の
援
助
金
を
大
学
の
関
連
部

署
と
連
携
し
て
支
給
す
る
。

④
人
件
費
は
、
事
業
費
関
連
事
務
に
伴
う
人
件
費
を
、

労
働
契
約
書
に
基
づ
き
支
出
す
る
。

⑤
平
成
30
年
度
新
規
施
策
事
項
に
つ
い
て
は
、
必
要

な
経
費
を
計
上
し
た
。

【
管
理
費
】

①
会
議
費
は
、
各
会
議
等
に
要
す
る
旅
費
交
通
費
等

で
あ
る
。

②
通
信
費
・
印
写
費
・
支
払
手
数
料
・
備
品
費
等
事

務
に
要
す
る
費
用
を
科
目
ご
と
に
計
上
し
て
い
る
。

③
人
件
費
は
、
事
業
費
関
連
事
務
以
外
の
事
務
に
伴

う
人
件
費
を
、
労
動
契
約
書
に
基
づ
き
支
出
す
る
。

④
平
成
30
年
度
新
規
施
策
事
項
に
つ
い
て
は
、
必
要

な
経
費
を
計
上
し
た
。

⑤
予
備
費
に
つ
い
て
は
、緊
急
支
出
と
し
て
措
置
す
る
。

【
特
定
資
産
取
得
支
出
】

①
甫
水
会
記
念
事
業
積
立
金
は
、
甫
水
会
60
周
年
記

念
事
業（
平
成
31
年
度
）に
向
け
て
の
準
備
積
立
金

を
計
上
し
、
執
行
す
る
。（
3
0
0
万
円
）

※
現
在
、
大
学
が
検
討
し
て
い
る
学
生
カ
フ
ェ
の

設
置
な
ど
の
支
援
の
供
す
る
よ
う
に
、
60
周
年
記

念
事
業（
平
成
31
年
度
）の
予
算
化
を
検
討
し
て
い

る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
大
学
よ
り
平
成
30
年

度
に
一
部
支
援
の
要
請
が
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

得
る
。
そ
の
場
合
は
、
補
正
予
算
に
お
い
て
特
定

資
産
の
取
り
崩
し
を
行
い
対
応
す
る
。

平成30年度予算書
　平成30年度予算は、理事会・評議員会において、事業計画書と共に提出、
報告されました。

平成30年度一般会計収支予算書
自平成30年 4 月 1 日～至平成31年 3 月31日� （単位：千円）

収 入 の 部 支 出 の 部

甫 水 会 費 収 入 135,000 事 業 費 148,623

雑 収 入 553 管 理 費 25,644

投 資 活 動 収 入 0 投 資 活 動 支 出 3,000

前 年 度 繰 越 金 84,131 予 備 費 0

次期繰り越し収支差額 42,417

合 計 219,684 合 計 219,684

　以上の説明、報告を受け「平成30年度一般会計予算書」については、審議
の結果承認されました。
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学部別父母懇談会参加者数
校　舎 学　　部 申込会員数 参加者数 実施日

白　山

文 学 部 142 177

6/11（日）

経 済 学 部 135 163
経 営 学 部 146 187
法 学 部 82 94
社 会 学 部 166 192
国 際 地 域 学 部 44 49
国 際 学 部 29 36
国 際 観 光 学 部 39 47

川　越
理 工 学 部 233 315

6/11（日）
総 合 情 報 学 部 56 78

朝　霞 ラ イ フ デ ザ イ ン 学 部 108 114 6/10（土）

板　倉
生 命 科 学 部 72 109

6/10（土）
食 環 境 科 学 部 76 97

赤羽台 情 報 連 携 学 部 102 161 6/18（日）
出 席 者 合 計 1,430 1,819

※参加人数は複数参加者を含む

首都圏以外41支部
父母懇談会・支部総会（成績・履修出力数）

支部名 父母懇談会開催場所 会員数 父母懇談会 支部総会申込件数 支部総会総参加者数
札 幌 ･ 函 館

札 幌 市

185 39 28 26
旭 川 26 6 5 6
北 見 14 1 4 5
室 蘭 27 2 2 2
釧 路 釧 路 市 53 3 3 2
青 森 青 森 市 103 19 14 13
岩 手 盛 岡 市 100 21 14 13
宮 城 仙 台 市 174 15 8 9
秋 田 秋 田 市 112 20 13 15
山 形 山 形 市 152 30 23 26
福 島 郡 山 市 391 43 20 25
新 潟 新 潟 市 707 71 43 57
富 山 富 山 市 128 39 19 24
石 川 ･ 福 井 金 沢 市 134 15 9 11
山 梨 甲 府 市 144 14 11 13
長 野 長 野 市 609 59 32 38
岐 阜

名 古 屋 市
67 19 9 11

愛 知 193 26 22 20
三 重 47 9 7 7
静 岡 静 岡 市 588 58 38 37
京 都 ･ 滋 賀

大 阪 市
51 3 3 3

阪 奈 109 9 3 7
和 歌 山 16 8 5 7
兵 庫 姫 路 市 151 26 12 21
岡 山 ※ 岡 山 市 32 0 3 4
鳥 取 松 江 市 27 6 2 6
島 根 19 6 5 6
広 島 ※ 広 島 市 106 19 17 15
山 口 周 南 市 38 12 11 12
徳 島

新 居 浜 市

21 4 4 4
香 川 44 7 4 7
愛 媛 46 15 9 8
高 知 44 5 4 5
福 岡

福 岡 市
140 25 12 19

佐 賀 19 8 4 8
大 分 30 3 1 3
長 崎 長 崎 市 43 11 3 7
熊 本 熊 本 市 79 16 9 13
鹿 児 島 34 4 4 3
宮 崎 宮 崎 市 44 23 19 23
沖 縄 那 覇 市 63 12 9 11

6月時点会員数
参加者数は受付名簿による
※地区別父母懇談会は他支部との合同開催でしたが、天候不順のため地元開催となりました。

首都圏支部総会参加者数
支部名 会員数 参加者数 出席率(％)　

茨 城 1,603 95 5.9
栃 木 755 41 5.4
群 馬 767 62 8.1
埼 北 491 41 8.4
埼 中 1,592 44 2.8
埼 東 1,390 33 2.4
埼 南 2,726 102 3.7
千 葉 東 1,801 52 2.9
千 葉 西 2,062 60 2.9
城 東 1,238 20 1.6
城 西 682 15 2.2
中 央 561 15 2.7
城 北 1,894 20 1.1
多 摩 1,836 42 2.3
神 奈 川 2,083 46 2.2

6月時点会員数
※参加者数は受付名簿による

平成30年度父母懇談会・支部総会報告　
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①　学部別父母懇談会	

　　 6月16日（日）　　赤羽台キャンパス
　　 6月22日（土）　　川越キャンパス
　　 6月29日（土）　　朝霞キャンパス・板倉キャンパス
　　 6月30日（日）　　白山キャンパス

②　地区別父母懇談会・支部総会
実施日 曜日 開催県等 支　部　名 会　場　

6 月22日 土 宮崎県 宮崎県 JR九州ホテル宮崎
（KITENビルコンベンションホール）

6 月22日 土 鹿児島県 鹿児島県 鹿児島 東急REIホテル

6 月23日 日 鳥取県 鳥取県、島根県 ANAクラウンプラザホテル米子

6 月23日 日 沖縄県 沖縄県 琉球温泉 瀬長島ホテル

6 月29日 土 愛知県 愛知県、岐阜県、
三重県 名鉄ニューグランドホテル

7 月 6 日 土 兵庫県 兵庫県、岡山県 姫路キヤッスルグランヴィリオホテル

7 月 7 日 日 福島県 福島県 ホテルハマツ

7 月 7 日 日 静岡県 静岡県 ホテルセンチュリー静岡

7 月 7 日 日 大阪府
大阪府・奈良県、
京都府・滋賀県、

和歌山県
梅田スカイビル

7 月13日 土 秋田県 秋田県 パーティーギャラリーイヤタカ

7 月13日 土 山形県 山形県 山形国際ホテル

7 月14日 日 宮城県 宮城県 仙台国際ホテル

7 月14日 日 山梨県 山梨県 アーバンヴィラ古名屋ホテル

7 月20日 土 長野県 長野県 ホテル国際21

7 月20日 土 広島県 広島県、山口県 ワークピア広島

7 月21日 日 北海道・札幌 札幌・函館、室蘭、
旭川、北見 札幌パークホテル

7 月21日 日 新潟県 新潟県 ANAクラウンプラザホテル新潟

7 月27日 土 高知県 高知県、愛媛県 高知共済会館

7 月27日 土 香川県 香川県、徳島県 高松 東急REIホテル

7 月27日 土 富山県 富山県 ANAクラウンプラザホテル富山

7 月28日 日 石川県 石川県・福井県 ANAクラウンプラザホテル金沢

7 月28日 日 北海道・釧路 釧路 釧路プリンスホテル

8 月17日 土 青森県 青森県 ホテル青森

8 月17日 土 長崎県 長崎県 長崎ワシントンホテル

8 月18日 日 岩手県 岩手県 ホテルメトロポリタン盛岡 本館

8 月18日 日 福岡県 福岡県、大分県、
佐賀県、熊本県 ホテル日航　福岡

※会場については、2019年 2 月 4 日現在です。上記日程・会場については変更の可能性もございます。

平成31年度地区別父母懇談会
実施スケジュール（案）

時　間 内　容

12：30 受付開始

13：00 父母懇談会（Ⅰ）
・大学現況説明（30分）
・成績説明・個別面談（90分）

15：00 ・移動・休憩（10分）

15：10 甫水会支部総会
・会議（60分）

16：10 ・移動・休憩（10分）

16：20 父母懇談会（Ⅱ）
・就職講演（50分）

17：10 ・移動・休憩（10分）

17：20 甫水会支部懇親会開始

19：00 終了

※1）�大学と甫水会との協働の観点から、大学と
しても甫水会支部総会の参加率向上のため、
地区別父母懇談会に実施形態の見直しを行
う。就職講演を、支部総会の後に行い参加
率の向上が図れるように調整する。

※2）�会場については、予算の範囲内で、サービ
スと利便性の観点から満足度の高い会場を
選択する。会場の選定は、支部長からのア
ンケートに基づき行う。

※3）�甫水会支部懇親会については開催しない支
部もある。

2019年度　東洋大学父母懇談会及び甫水会支部総会実施スケジュール（案）
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11
月
11
日
、
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
於
い
て
、
全
国
か

ら
総
勢
9
2
4
名
の
会
員
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

甫
水
会
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
会
員
の
集
い
・
就

職
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
初
の
試
み
と
し
て
、
鉄
紺
の
地
色
に
大
学
の

ロ
ゴ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
T
シ
ャ
ツ
型
の
ク
ッ
キ
ー
を
制

作
し
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、
お
土
産
に
お
持

ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
学
生
が
ガ
イ
ド
を
担
当
す
る
恒
例
の
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
多
く
の
方
が
ご
参
加
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
先
立
ち
、
東
洋
大
学
グ
ル
ー
ビ
ー
・

サ
ウ
ン
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、

軽
快
な
音
楽
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
前
の
ひ
と
と
き
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
竹
村
学
長
よ
り
東
洋
大
学
の
現
況
と
未
来

像
な
ど
も
踏
ま
え
て
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
続
い
て
甫

水
会
荻
野
雅
彦
会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

14
時
、い
よ
い
よ
就
職
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ス
タ
ー
ト
で
す
！

　

今
年
は
、
株
式
会
社
人
材
研
究
所
の
代
表
取
締
役
社

長
、
曽
和
利
光
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
就
活
生
の
親
が

知
っ
て
お
く
べ
き
現
在
の
就
活
環
境
」と
題
し
、メ
デ
ィ

ア
で
は
売
り
手
市
場
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
情

は
ど
う
な
の
か
？
大
企
業
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
大
手
や
人
気
企
業
を
狙
う
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

話
の
中
で
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
求
人
倍
率

1
・
88
倍
の
売
り
手
市
場
と
は
い
っ
て
も
こ
れ
は
平
均

の
数
値
で
あ
っ
て
業
種
や
規
模
に
よ
る
格
差
が
と
て
も

大
き
い
と
い
う
事
実
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

業
種
別
で
は
流
通
業
12
・
57
倍
、
建
設
業
9
・
55
倍
な

の
に
対
し
、
人
気
の
サ
ー
ビ
ス
・
情
報
業
で
は
0
・
45
倍
、

金
融
業
で
は
何
と
0
・
21
倍
と
い
う
狭
き
門
で
あ
る
と

い
う
こ
と
、
さ
ら
に
従
業
員
数
3
0
0
人
未
満
の
中
小

企
業
で
は
9
・
91
倍
で
あ
る
の
に
対
し
、
5
、
0
0
0
人

以
上
の
大
企
業
で
は
0
・
37
倍
で
合
格
率
は
1
％
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
1
％
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
は
4
回
の
面
接
機
会
で
毎
回
1
/
3
に
絞
ら
れ
、

そ
の
1
/
3
に
入
ら
な
け
れ
ば
大
企
業
に
は
就
職
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
（1％

≒
3‌0％

×3‌0％

×3‌0％
×3‌0％

）。

　

さ
ら
に
面
接
対
策
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
例
を
た

く
さ
ん
挙
げ
て
即
使
え
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
交
え
て
対
策

を
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
り
、
こ
れ
は
保
護
者
だ
け
で

は
な
く
こ
れ
か
ら
就
活
に
臨
む
学
生
に
も
是
非
聞
か
せ

た
い
よ
う
な
実
践
的
な
お
話
で
し
た
。

　

会
場
で
は
終
始
頷
き
な
が
ら
話
を
聞
く
方
、
真
剣
に

メ
モ
を
取
る
方
の
姿
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

我
々
親
世
代
が
就
職
活
動
を
し
た
時
代
に
は
な
か
っ

た
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

S
P
I
テ
ス
ト
、
就
職
ナ
ビ
、
ス
カ
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
な

ど
の
存
在
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
就
活
を
取
り
巻
く

環
境
を
理
解
し
て
親
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
が
講
演
終
了

後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。

　

こ
こ
で
は
昨
年
度
東
洋
大
学
（
大
学
院
）
を
卒
業
し

た
社
会
人
一
年
目
の
7
名
の
卒
業
生
と
甫
水
会
会
員
に

よ
る
本
音
ト
ー
ク
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
卒
業
生
が
自
分

の
経
験
か
ら
感
じ
た
、
就
活
生
が
親
に
望
む
こ
と
、
ど

の
様
に
関
わ
っ
て
欲
し
い
か
を
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
就
活
生
が
親
へ
望
む
こ
と
は
、
干

渉
し
す
ぎ
な
い
で
（
相
談
し
て
き
た
ら
答
え
る
く
ら
い

の
距
離
感
を
保
っ
て
）
ほ
し
い
、
金
銭
的
な
援
助
は
し

て
ほ
し
い
、
現
在
の
就
活
事
情
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
て
ほ
し
い
、
い
つ
も
味
方
で
い
て
背
中
を
押
し
て
ほ

し
い
な
ど
、
わ
か
っ
て
は
い
て
も
親
と
し
て
は
な
か
な

か
難
し
い
課
題
ば
か
り
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
が
、
過

干
渉
・
無
関
心
に
な
ら
ず
、
適
度
な
距
離
を
持
っ
て
子

供
が
望
む
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
後
は
場
所
を
変
え
て
懇
親
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
も
た
く
さ
ん
の
方
が
ご
参
加

く
だ
さ
り
、
会
員
同
士
の
交
流
や
、
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務

め
た
卒
業
生
と
の
会
話
を
楽
し
み
和
や
か
な
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
、
長
か
っ
た
一
日
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

遠
路
ご
足
労
い
た
だ
き
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
会
員
の

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
甫
水
会
は
学
生
が
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送

れ
る
よ
う
活
動
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
ま
す
よ
う
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

�

東
洋
大
学
甫
水
会
副
会
長　

竹
内　

夕
美
子

平
成
三
十
年
度　

甫
水
会

「
会
員
の
集
い
・
就
職
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
て
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『学研災付帯学生生活総合保険』のご案内
総合保険の案内導入文書（会報「東洋」記載）
●「学研災付帯学生生活総合保険」の開設について
　昨年度まで、学生の課外活動拡大や災害事故など多様化する様々なリスクを総合的に補償するべく、甫
水会独自の保険制度として「学生総合保障制度」を導入して加入のご案内をしておりましたが、取扱い事
業会社である「株式会社キャンパスサービス」が損害保険代理事業から撤退することとなり、2018年度
で受付を終了することとなりました。
　2018年度以前の保険加入各位におかれましては、甫水会事業へのご協力に感謝申し上げるとともに、
加入した年度より4年間の補償は継続されますことを申し添えます。
　このたびの「学生総合保障制度」の受付終了に伴い、東洋大学では新たに設立された事業会社「東洋大
学グローバルサービス株式会社（TUGS）」が「株式会社キャンパスサービス」から損害保険代理店事業を
引き継ぐ形で「学研災付帯学生生活総合保険」を開設して、ご父母（保護者）各位にご案内するはこびとな
りました。
　つきましては、甫水会会員を含むご父母（保護者）各位に、是非ともこの案内をご一読いただき、加入を
ご検討いただければ幸いです。

以　上

　東洋大学では、大学の授業中、学校行事中、課外活動中（大学に届けたものに限る）及び学校施設内における
休憩中並びに通学中（大学施設間の移動中も含む）に発生したケガに備え、（公財）日本国際教育支援協会の『学生
教育研究災害傷害保険』（略称「学研災」）に、全学生を被保険者として加入しております。　ただし、この制度
は学校施設外での活動、日常の学生生活全体をカバーするものではありません。

　一方、学生の活動範囲は学内のみならず、学外での活動の機会も増えております。そこで東洋大学では、学
生生活全般に対応できる補償制度として、『学研災付帯学生生活総合保険』（略称「付帯学総」）へのご加入を、学
校法人東洋大学100％出資会社「東洋大学グローバルサービス株式会社」を代理店としてご案内しております。

　「付帯学総」は「学研災」では補償されない学内外におけるケガや病気の治療費用実費（健康保険等適用の自
己負担分実費の補償、インフルエンザを含む）を補償する他、加害事故時の賠償責任補償（アルバイト中・部活
動中を含む）等、学生生活を24時間総合的に補償する内容（※1）となっております。
　さらに、学生の皆様が賠償事故を起こした場合でも、保険会社が示談交渉を行うことができる「示談交渉サー
ビス」が付帯されております。

　また、（公財）日本国際教育支援協会の団体制度で団体割引（30％）が適用になりますので通常の加入に比べ割
安な保険料になっております。
　（※1）授業中、学校行事中、学校が認めた課外活動（クラブ活動）中、学校施設内（寄宿舎を除く）の事故にお
ける死亡・後遺障害については「付帯学総」の補償対象ではなく、「学研災」の補償対象となります。

【主な特徴】

▶病院の治療費実費を1日目から補償
事故によるケガだけでなくカゼ等の病気も治療費実費を1日目から補償（入院だけでなく通院も補償）

▶賠償責任保険は24時間を幅広く補償
授業中・学校行事中のみならず24時間補償（アルバイト中、自主参加のインターンシップ中も補償）	
示談交渉付き

★ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。ご不明な点等がある場合には取扱代
理店までお問い合わせください。
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本保険の対象となる事故の例として、次のようなケースがあります。

ケガをしたときの補償

スノーボードで
ジャンプの着地に失敗、
肩から転倒し、右肩骨折。

病気をしたときの補償

インフルエンザで
10日間入通院した。

法律上の賠償責任を
負ったときの補償

アルバイト先の店のグラスを破損し、
グラス購入費用を請求された。

自転車で走行中、
他人にぶつかり
大けがを負わせた。

扶養者にもしものことが
あったときの資⾦補償

〈育英費用〉
扶養者が事故で亡くなり、
当面の生活費が必要となった。

〈学資費用〉
扶養者が事故で亡くなり、
学費を支払えなくなった。

〈疾病学資費用〉
扶養者が病気で亡くなり、
卒業までの学費を払えなくなった。

捜索救助費用や⼊院等で
親族等が駆けつけたときの補償

部活動で大ケガし、
入院が長期にわたったため、
実家から母親が看病に来た。

下宿⽣生・寄宿⽣用の
補償

ガスコンロ使用の際、
目を離したところ、
コンロ付近のビニール袋に引火し、
壁に損傷を与え、家主に対して
法律上の賠償責任を負った。

お問い合わせ・連絡先 （保険取扱代理店）

東洋⼤学グローバルサービス株式会社 TEL：03-3945-4261
E-mail：info@tugs.co.jp

取扱代理店 引受保険会社

東洋⼤学グローバルサービス株式会社
（学校法人東洋大学が100％出資した事業会社です。） 

〒112-8606　東京都文京区白山5-28-20
（東洋大学白山キャンパス内）

東京海上日動火災保険株式会社

〒102-8014　東京都千代田区三番町6-4

� 18 T05925 2018年10月作成

ケース
1

ケース
2

ケース
3

ケース
4

ケース
5

ケース
3
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★東洋大学 父母専用相談窓口（父母ホットライン）
（ご父母または保証人の皆さまに対する電話相談窓口）

　東洋大学甫水会事務局内に、父母専用相談窓口（父母
ホットライン）を開設しています。
　学部に在籍するご子女のことで、ご父母または保証人
の皆さまが、大学のどこの部署へ相談したらよいかわか
らない等、お困りのことがございましたら、この相談窓
口まで、電話にてお問い合わせください。

電話番号：03 - 3945 - 7883
受付時間：9：30 ～ 16：30（月曜日～金曜日）

※大学へのご連絡に際して

授業運営や事務手続きに関する質問
等につきましては、ご子女が所属す
る関連窓口に直接申し出ていただく
ようお願いしています。お子様の自
主性を尊重し、学修を実質化する意
味において、父母および保証人の皆
さまにおかれましてもご助言いただ
きますようお願い申し上げます。

甫水会からのお願い
保証人住所変更手続きについて

　転居等により保証人住所・電話番号を変更される場合には、ご子女に東洋大学ホーム
ページサイト『ToyoNet−G』（とよねっとジー）で変更手続きを行うようにお伝え下さい。
　この手続きで「父母懇談会」・「支部総会」・「会員の集い・就職フォーラム」・「会報 東洋」
等、甫水会及び会員の皆様が所属する支部からのすべての送付物のあて先に反映されます。
　なお、甫水会では、住所変更手続きは受け付けられませんので、ご了承のほどお願い
申し上げます。

教務担当窓口への提出　もしくは『ToyoNet−G』からの変更をお願い致します。
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甫水会活動写真

支部活動
全国56支部では様々な活動を行ってお
ります。支部でのイベント開催時には
お住いの支部より連絡が来ます。お時
間がありましたら是非、参加してみて
ください。

例えば…
① �バスをチャーターして学生が通う

キャンパス見学。
② 運動部等の応援。
③ 講師を呼んで、就職講演。
� 他多数！
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富山会場
大学教職員による学校紹介と就職説明を行っています。

就職フォーラム
前年度卒業生と保護者代表の甫水会役員によるパネル
ディスカッションを行いました。

カードミラー
就職活動中の学生へ、カード型のミラー
を配布しました。

◦父母懇談会 ◦会員の集い・就職フォーラム

軽食支援
生協と協働し、テスト期間中に①フルグラと②牛乳または
豆乳麦芽コーヒーを無料で配布しました。

◦課外活動への支援

◦支部活動

千葉県西支部
2019年の箱根駅伝の応援へ。
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